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緬
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潟
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＇
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第
一
回
畔
馬
県
高
星
品
育
＊

言
肴
十
士
＂
日
の
唇
、
県

武
道
に
お
い
ェ
闊
習
の
fll人

ん

は

一

呉

棗

二

日

目

の

欝

戦

は
四
十
五
繁
参
加
し
た
。

111人
戦
は
三
プ
CJ

ッ
ク
に
分
け
て
予

9ぃ
、
そ
の
轡
喜
孟
（
前
檎

)
｀
箆
竺
き
、
＊
竺
烈
醤

)
T
篇
IJ
ー
グ
喜
っ
た
と
こ

2-
―

ぐ
引
登
衣

"
M堕
つ
つ
か
ず
、
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
輯
に
切
り
か
え
て
胃
試
合
｀
抽

薦
の
笞
攣
は
五
十
墨
一
回
輯
素
輯

瓢
。
知
薦
対
1
魚
戟
は
正
-
U戦
の
庄
稟

哀
の
璽
に
よ
る
覗
捻
霞
も
延

長
に
な
り
、
全
く
驀
の
試
合
で
あ
っ

た
が
攣
労
の
度
の
少
な
い
大
啓
塁

の
饗
か
上
っ
た
。
二
位
IJ
ー
グ
の
膿

岱
（
畠
）
左
童
（
産
）
の
三

慕
定
戦
も
緬
長
の
鰭
畢
互
角
で
塁

の
唇
晉
に
全
苓
厚
＾
眉
の

裔
品
覧

g
g（繭醤）

号

が

111命
鵬
し
て
お
り
、
蚤
委
霞

16
し
盃
姜
金
の
タ
イ
ト
ル
畠
っ
た

記
鱗
＊
累
で
は
初
め
て
で
あ
る
。

8
白嬰
涵
は

9-ー缶
醤
穴
回

滴
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の
量
硬
藁
＇
》
た
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ん ま

県
柔
道
振
興
後
援
会

日5
 
ー月6
 

か
ね
て
か
ら
鴫
寧
の
＂
鴫
闊
柔
道
の

年51 
和
讐
で
負
雙
’
る
た
め
に
．

I

昭

昌

男

畠

念

”

得

し

、

農

婁

に
は
奔
”
饂
氏
が
輯
伝
し
た
．

》
』
の
食
は
五
＾
年
の
隠
を
ひ
か
え

た

M
u
U皿
の
鰭
ほ
繭
を
賓
金
的
に
撞

耀
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
会
員
に
は

苔
零
員
は
も
う
つ
ん
｀
広
く
一
鰊
の

方
々
の
入
金
贔
ん
で
い
る
。

轡
墨
緊
P

導
責
重
環
霞
約
（
紘
枠
）

堕
翌
十
一
年
の
金
日
＝
柔
這
1

詈

嬰
含
胃
二
十
日
に
東
京
．

B

＊
道
で
掌
行
さ
れ
た
．

こ
の
大
会
は
実
力

B
*―
を
決
定

ぐ
る
大
会
と
あ
っ
て
含
翌
亭
＾
注
目
の
＊

会
で
あ
る
。
ま
た
今
年
の
大
会
は
モ
ン

卜
lJ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
賓
の

庫
を
決
め
る
賓
料
と
も
な
る
の
で
、

例

年
以
台
鯰
の
は
い
っ
た
大
会
で
も
あ

った．試
合
は
上
村
の
二
運
鴫
盪
曇
＿
度

め
の
優
輝
が
な
る
か
、
量
、
高
＊
｀

二
富
の
切
副
覇
が
な
る
か
、
斬
鍼
山
下

が
こ
の
中
に
食
い
込
む
か
に
薫
点
が
当

て
ら
れ
た
．

＊
遷
で
は
蘊
化
書
員
会
と
讐
及

号
部
ぢ
心
と
な
っ
て
全
日
本
璽
・
雙
＾

16
会
の
酬
U
伍
鵬
己
ふ
編
し
た
。
当
日
は

第
斎
穴
ス
＿
台
を
償
り
切
り
．

Ill岸
糧

U
事
長
ゑ
初
め
と
し
て
腐
の
小
茫

か
ら
一
鰊
拿
で
の
、
鑽
喜
翌
ら
五

十
人
拿
で
、
旱
翌
ハ
疇
に
蘭
檎
の
県
武

醤
を
出
琵
し
た
．

往
鵡
の
車
中
で
は
佐
軍
鶴
化
警
員
に

よ
る
貪
歪
手
の
鱗
観
と
予
想
の

あ
と
、
蓼
磐
貪
に
よ
る
予
唇
贔

が
行
わ
れ
た
。
一
位
．
二
位
、
三
位
の

罷
式
で
櫨
で
た
と
こ
ろ
．
霞
鱗

舗

は

層

景

が

屑

品

＜

、

次

は
上
村
這
手
、
二
位
は
二
富
道
三
が
多

諏
を
占
め
た
。
上
口
道
手
の
三
位
以
内

入
賞
阜
輝
で
邑
た
人
は
一
名
も
な
か

った。晨
は
二
房
屠
笈
よ
い
需
で

小
学
を
は
プ
ロ
グ
？
ム
と
言
引

書
で
ひ
い
曇
の
還
に

iっ
て

いた。鸞
は
這
喪
誓
羞
（
警
親
庁
）

が
饉
輯
．
上
口
孝
文
五
殿
（
響
複
庁
）

が
二
位
．

iii＊
奏
丘
笞
羅
（
賽
醤
＂

）
・
上
村
響
雙
殷
（
旭
化
成
）
が
＿
＿
l

位
と
な
っ
た
．

-
』
の
う
ち
一
位
与
昏
＿
名
を
的
中

し
た

Atlr,8花警
邑
．

指

定

選

手

団

が

団

体

見

学

峨
つ
が
、
な
か
な
か
や
っ
て
攣
な
い
．

諄
る
ば
か
り
が
柔
道
じ
ゃ
な
い
、
霞

塁
と
し
て
の
柔
道
も
あ
る
は
ず
だ
と

お
っ
し
ゃ
る
。
も
っ
レ
5-』＊・人は
111

摩
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
い
．
咋
年
は

墨

量

で

は

今

年

匹

g
a
g名
の

証

書

直

え

る

。

（

日

屈

）

3
委

篇

（

中

拉

の

か

け

か

た
を
い
い
ま
す
．

篇
の
昇
蜃
縁
試
＾
0

の
哲
小
学
R
這
縁
は
各
繊
と
も
五
点
以
上
、
遣
之
魯
）

4
冨
田
正
竺
樹
墾
e

)

2

、
払
い
庫
等
の
等
に
｀
危
隕
な
資

の
道
級
試
合
も
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
に
級
試
合
二
回
以
上
出
場
す
る
も
の
と

4
醸
井
良
一
（
甘
稟
月
寧
）

3
壕

勢

の

背

負

拉

も

息

含

攣

れ

る

も

な

っ

た

。

す

る

。

田

綽

山

二

軍

岡

高

）

3
竹

暉

緻

郎

（

の

と

鱗

さ

れ

ま

す

。

喜

的

与

る

。

こ

れ

は

最
近
小
掌
生
の
H
遍
人
口
が
⑦
少
年
郎
一

縁
は
中
土
至
に
な
っ
た

-
弄
iii)

薗
麟
し
た
青
負
つ
ぷ
れ
の
よ
う

璽

葦

茎

増

加

し、

意
気
も
鑑
ん
に
な
る
に
停
い

嶋
合
は
自
動
的
に

一
鰊
の
二
縁
に
．

0
富

鑢

の

疇

な

技

は
、
か
け
ら
れ
る
方
豆

緊

恵

業

茎

は

鷹

の

目

的

を

榎

盪

試

合

出

場

籍

望

者

が

増

加

し

て

い

三

唇

＿

房

―

―

饂

に

編

入

さ

れ

る

．
―
-
牽

ら
奮
ち
る
可
鱈
性
が
あ
り
｀
過
去

T
る

た

め

に

次

の

三

屑

ぅ

．

る

が

、
中
学
生
以
下
の
一
般
と
＿
繹
の
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入
金
金
は
六
百
円
｀
壷
爵
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2
大
沢
尤
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富

田

縛

文
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利

楓

疇
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い

く

つ

か

の

事

紘

事

例

贔

生

し

1

賣

金

の

更

覆

ぴ

緊

に

閾

す

る

響

査

で

は

危

隕

で

あ

り

、

ハ

ン

デ

ィ

キ

百

円
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2
學
置
償

2
鰭
田
攀
二

2
今
成

Q

疇
這
鱈
量
試
合
書
判
蝸
定
の
一
て
い
拿
す
．
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』

ら

ャ

ッ

ブ

も

あ

る

た

め

安

全

面

と

讐

星

g

強

化

指

定

選

手

・

宴

前

醐

）

2
饂
薦
衛
（
上
武
ー
）
雙
竺
璽
窒
＋
壬
ハ
月
十
B
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3
.
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に

、
相
委
は
自
分
の

2

賣

金

の

想

か

っ

塁

念

誓

を

を

囀
え

て

ぶ

国

寺

暮

g

二

年

に

よ

り

．

璽

―

干

＊

習

の

道

昴

荏

覆

裏

ぽ
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す
る
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ら

せ
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結
畢
に
よ
っ
て
＊
墨
遵
璽
公
五
十
一
年

2墜
逼

盪

の

農

1
小

嬰

富

1
置

羞

1
信

に

、

a畠
扇

し
た
喜

（

は

農

ゑ

g
し
た
も
の
は
．

元

扁

匹

●

貪

認

の

を

与

え

る

こ
と
に
し
た
も
の
で
磐
置
は
左
記
の
と
お
ワ
に
決
定
し
弘
寧

（塁
）

1
高
塁
蘊

（

月

）

吾

喪
っ
（
）

呂

騰

員

則

負

け

」

と
し
ま
す。

夏

學

交

N
の

貪

は

璽

―

―

彙

の

目

あ

る

。

目

の

運

用

に

出

っ

て

は

次

の

た

。

1
小

林

政

貴

（

滋

川

）

払

い

庫

亭

に
よ
り
警
言
込
む
こ
と

こ
の
号
に
織
宣
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

的
に
言
＇
〗
た
書
と
す
る
。
よ
う
に
行
う
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一績
の
鵬

U
攀
は
殿
ぷ
』
）
一
年
」
と
な
っ
て
い
る
が
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農
は
．

9

る
と
か
と
ら
な
い

第

一

章

欝
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掌

言

詈

D
含

"
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対

拿

は

小

茫

で

あ

る

蝙

'

1

吉

田

直

1
鷹

蓉

行

（

夏

1
｀
順
を
眉

K
Iと
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と
と
か
と
い
う
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の
問
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し
て
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ハ
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交
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賓

鷹
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次
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②

玄

笠

給
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試

合

の

際

に

行
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1
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田
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蜀

寧

2
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沢
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1
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貪
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）

1
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諷
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一
の
農
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角
度
に
開
た
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旦
＿
ろ
の
聾
晨
雇
に
お
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＇
染
＊
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と
い
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）
と
称
与
る
①
七
繊
よ
り
一
繊
ま
で
与
え
る
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和
由
4

畏
嚢

3
裔
棗
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1
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1
嬰
秀
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鱈
い
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か
．
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の
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な
技
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前
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2
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園

し
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に
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収
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縁

｀

四

織

は

緑

帯

3
大

欝

3
鼻
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．
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；
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一
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の
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箪
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倍
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．
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）
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輯
井
轡
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舅
翠
芝
霰
亜
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―
年
）
岸
筐
二
（
し
た
場
合
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な
る
罰
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を
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昇
段
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と
う

冨
二
寧
目
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会
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g
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縁
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縁
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＿
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＿
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．
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．
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＊
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菜
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右
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反
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＇
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狂
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績
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潰
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＂
か
え
押
さ
れ
｀
（
相
手
は
鴫
溝
け
躙
瓜
伝
一
郎
~
町

息
そ
の
細
の
授
塑
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っ
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瓢
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＊
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鐸
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身
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力
を

Atも

“
効
に
使
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す
る
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で
あ

る
そ
の
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は
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練
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っ
て
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体
＂

神
を
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稟
し
浙
道
の

神
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す
る
事
で
あ

る
さ
う
し
て
給
に
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す
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で
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櫂
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＂
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．
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＄
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狂
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．
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＾
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狩
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狸
今
年
は
件
＂
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＂
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t`
八
回
に
仲

（利
恨
鵡
）

ば

k
」"
中
贔
は
＾
紅
上
総
が

M
四
位
桜
井
守
．
敗
二
引
”

翌
な
り
、
決
屯
戟
の
蘭

饉

が

僅

（宮
岡
）

蕊
で
開
っ
た
。
墨

前

召

品

と

平

成

年

の
竺

0
の
出
5

累
は
段
）

井
が
同
な
が
ら
i
企
睛
ら
の
多
い

A
◇

轄
量
編

(9
)

野
が
g
勝
し
た
。

一

け
K5
王
T

A
-
r
i靡

◇

決
鵬
リ
ー
グ

（昂
腎
檎
）

0

裟

g

．
ー島

111

位

二"-皿

0,字
這

嘉

登
50名
）

回
腎
讚
）

一
位

焦

”

i

-Jlt
-
引

”

．

岳
の
梢
m

追

ー
Ill-戚

玉

一

）

（

前
情
）

応
妍
臥

二

聘
ぶ
引
分
匹
位
紺

g
.

-
—1敗

涌
連
也

(*ltl)

蔽
普
閃

"
-
m
”
”
一
敗

〉^

ato・・蘊

(18)

ヱ
武
i
)

i
t
{
沼田
F
呉

請

im“”

暑
中
稽
古

皆
勤
者
は
百
三
十
名

甚

み

饂

の
本
県
士
張
活
中
積
登
籠
副
郎
長
の
Ill本
崇
弐
暑
器
が
干
名
え
梵
．
皆
勁
行
も
咋
年
の
一

古
は
．
八
月
十
八
U
か
ら
二
十
二
日
ま

一
郎
ハ
段
ら
が
中
心
と
な
り
．
少
年
部
四
0
名
か
ら
一
六
0
名
に
ふ
え
た
。
“

で
の
召

unn前
ぽ
｀
駐
吝
様
で
開
女
十
郎
．
有
笞
の
部
、
高
年
の
郎
参
馨

償
さ
れ
た
。
今
年
は
練
笠
間
を
昨
年
に
分
れ
て
そ
屯
こ
れ

一
睛
間
の
最

一八
日
（
＊
）

よ
り
一
峙
間
旱
め
．
i
か
え
り
甚
口
の
あ
点
考
謬
、
柔
の
形
｀
極

一
九
日
（
＊
）

雌
ま
で
と
し
た
．
め
の
形
等
の
練
習
が
熱
心
に
行
わ
れ
た
。

―
-
O
U
（金）

狙
荏
県
柔
遅
羅
郎
長
の
製
元
咋
年
か
ら
急
増
し
た
参
加
宅
は
今
年

一六
慇
徳
ょ

R
色
夏
籍
三
ハ
段
は
さ
ら
に
ふ
え
．
つ
い
に
延
聾
皿
人
口

隅体県予選l

ニ
ニ
八
名

三
一
三
名

三
一
九
名

群馬貼柔道述盟

lし111 恒／i郎
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ロ
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日
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a
"
-
0
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内小
学
生

中
学
生
嚢
生
女
+
一紐
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（阻
腎
慎
）

二
飯
留
ざ
懐
＾

―-
引
分

（限
腎
慎
）

-
1
位
③
r辿
享

一

慇

一引
”

-＊
m) 

r
．
娯
溜
馬

9
-敗
引
分

＿前
）

0
中
・
編

(8
)

ぶ

①

母

告

一

謄

一房

（浪
川
）

二
級
潔
覇
吝
力
i

屈
二
引

（県
腎
憤
）

孟
魯

明

＝
引
分

（沼
Ill
}
9
n二敗
一
jJ”

（伊
勢
崎
）

◇

鑽
肇
劉
一

(14)

一媒
宵
肝
魯
二
請
一
引
分

＿利
恨
）

二
絡

惰

牧

二
籍
一
引
分

面

累

）

一云
凩
沼
崎
忠
男

H
佃
一
敗
一
引
分

（渋
Ill)

匹
位

a日
紺
捕

二
敗
二
引
分

（県
腎
燐
）

四

魯

限

一
蔽
二
引
”

（箇

）

◇

敏
員

(
6)

一位
③
巖
011

嘉
ぶ

二
位

①

菜

戻

前

箇

ー1

心
立
⑤
器
冨
夫
烈
器

品
以
①
間
悧

” i 

• . 

暑

中

帽

古

に

集

ま

っ

た

愛

好

者

た

ち

教
員
は
新
人
竹
原
三
段

.. 3・
・危

｀
＇
’
・
考

亀ヽ`

i
l
l・ヽ．．
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言
隠
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溢
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佑
’
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ふ
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轡
谷
謄
之
稼
甚

6
＆
自
え
暮
と
し
み
こ
煎
く
ら
い
は
団
の
力
が
雙

て
臨
ん
た
が
．
桔
摯
ば
八
対
八
・
-
＊
て
い
た
占
忠
わ
れ
る
。
日
印
の
費
u
m
い

輝
ち
、
優
勢
＂
ら
の
内
苓
も
ま
っ
た
＜
役
け
の
返
し
は
埠
内
で
r
技
刃
ッ
」
．

同
じ
の
引
分
け
で
残
念
な
が
ら
宵
辱
は
大
庫
の
大
外
刈
り
は
r
往
布
り
」

、
相

な
ら
な
か
っ
たP

手
の
＊
外
刈
り
r
替
り
」
は
ま
っ
た

＂
設
の
固
は
高
校
生
九
、
く
の
不
遺
で
溢
巌
も
つ
か
な
か
っ

大

学

一
．
警
界
八
、
穂
g
飾
五
｀
た
。
野
口
の
小
外
が
け
は
r
-
＊
」
が

会
枯
袷
耳
貨
一
、

g
-．砺
妥
哨
ぢ
ぅ
°
埠
外
に
”
E
"
る
と
決
っ

蛮
は
窃
ほ
免
｀
会
社
且
叫
覧
m
i
に
ふ
る
副
審
が
あ
っ
た
。
副

泥

．
軟

具

．

9
-、
穂
届
一
審
の
ゼ
ス
チ
ュ
ア
は
房
場
祟

で
閲
に
近
似
し
て
い
る
が
、
一
っ
だ

．．
 

け
ら
が
い
は
群
馬
の
穂
届
召
が
棚

＊
で
は
貨
に
代
っ
て
い
る
。
蚤
年

一

の
国
体
に
編
・
ス
賛
を
弧
化
し
て
い
る

あ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
（
コ
切
は
軟

．

貝
八
の
悶
み
が
あ
っ
た
。

試
合
は
前
平
の
切
｀
―

-段
戦
に
あ
っ

隔
年
に
闊
し
て
い
る
訂
馬
．漿
て
は
五
対
ム
の
問
点
で
あ
っ
た
が
｀
群

喜
滋
大
会
は
今
年
で
六
回
を
粒
え
｀
馬
の
力
が
鴨
意
に
欠
け
、
押
さ
れ
訊
味

＂
邑
紅
に
な
り
、
九
月

11

の
拙
戦
が
め
た
っ
た
。
荘
位
の
切
ゆ
的

g
．
午
後
一
峙
か
・え
訓
憤
巾
．
群
な
｀
ミ
＾
も
い
く
つ
か
口
に
つ
い
た
。
簡

員
食
慮
で
開
傭
さ
れ
た
。
半
に
お
い
て
は
宮
用
品
攻
自
女
の

靡
回
の
乱
成
績
は
閲
の
．

一
褪
力
よ
か
っ
た
。
n
郡
の
郎
の
寄
輝

随
販
で
．
い
ず
れ
も
間
僅
県
が
優
謄
は
寝
技
全
m
意
と
し
｀
上
干
に
鵡
っ
て

し
て
い
る
。
杢
邸
は

i
咋
年
十
il
対
六
簡
単
に
決
め
令

の
大
染
盈
れ
て
い
る
の
で
今
年
こ
そ
後
半
叫
は
刊
土
に
疑
間
の
あ
る
試
合

は
の
意
気
に
燃
え
．
合
同
綽
閉
丘
m
み
が
幾
つ
か
あ
っ
た
。
公
モ
呂
目
で
兄
て

す
只

:
2笠
8
つ
か
ん
で
い
な
い
と

e斎
謹
邑
合
せ
技

3
閻

を
た
。

（閲
口
紺
g
．浪
）
（
け
A
エ中四）

五
羅
の
団
体
を
ひ
か
え
て
強
化
に

3
太
濶
搾
引
き
分
け

3
森

a

暑

為

木

と

の

用

分

け

は

篇

と

（

翡

慧

位

）

兄
角
工
力
も
め
う9
が
、
ま
だ
ま

だ
猿
3

竹
原
臓
郎

•
3

亀
山

化
の
実
は
あ
が
っ
て
い
な
い
。
畜
刊
問

（吉
升
高
粒
）

t
"
-

』
え
て
＂
を
お
さ
め
る
力
が

3

山
崎
忠
男

•
3

山
崎

つ
か
な
け
れ
ば
｀
団
体
で
よ
翌
追
出

（関
口
病
院
・
渋
）

す
る
こ
と
は
夢
の
ま
た
夢
で
あ
ろ
う
。
③

H
パ
敦
内
ま
た

3
究
旧

（

数

字

は

段

位

）

（

覧

累

校

）

群
8

l
_

8
蛎
不

3
以
野
政
幸

引
色
分
け

3
渠
城

1
野
口
腐
引
I

t

l
槃

百

＊

窃

t
)

守
葱
）

4
9行
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固
め
凰

1

佐

暉

衛

け

さ

聞

魯

＊

（

伊

勢

長

）

（
上
武

一
邸）
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隕

綬

蘊

宥

効

魯

崎

1
欝

登

“

①
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林

（

自

営

）

(a桑
学
校
）

1
E年
槍
l
m
”
0分
け

＾

ム

昇

）

人

堡

嶺

引

さ

分

け

1

薔

露

曹

蠣

）

（上
武
ー
ヤ
9

)

4

閲
裏
基
＾
曹

i

①

干

功

杢

醤

て

1

互

回

（

墨

・

機

）

（

●

)

①

＊

窃

有

4
登・

魯

息

内

ま

た

1

小

林

（

は

警

．
懺）

（

利

恨

商

高

）

雀

道

け

さ

国

め

・
↓
爵
知
羹
引
”
I
t
1
飯
心
（
自
営
）

(§

'

）

灸

嘉

2
閑

分

け

ー

公

蜃

ぅ

し

ろ

暉

倍

（

暮

飾

）

（
前
檎
憩
辿

5
野
口
饂
望
痛
み
分
け

2
田
子
糟
口
大
内
刈
り
②
盃
5

（
野
口
攘
辻
玩
）

(

＊

)

6

石
倉

n奉
引
き
分
け

②

光

＾

a
せ
位

2iM
（屈＂）

（利
恨
鷹
）
（
払
輝
け
さ
同
め
）

6
薩
5
回
谷

5
m村 ⑤
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目
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合
せ
往
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桜
升
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＊
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（
送
足
透
し
繊
四
方
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図

繁

内

殷

拉

布

り

2
鵞
池

（
会
社
邑
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控
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顆
敏
引
6
分
け

2
涵

"

（
警
墜
筏
）

＆
芸
蘊
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L^I

笠

技

②

岱

（
祖
生
潤
防
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（
墓
賢
け
さ
）
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愚
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第
一
回
中
学
ぽ
閲
鍼
プ
ロ
ッ
ク
柔
道

委

は

八

nハ
ー
士
3
．
干
葉
趾
福

ぐ
一
巾
．
n
哀
屠
研
修
セ
ン
ク
ー
で
間

償
さ
れ
た
。
参
加
は
群
馬
、
神
奈
川
｀

埼
玉
｀
硼
＊
、
茨
城
．

111蛸
輯
回
の

各
＿
云
ゞ
浜
京
四
校
．
干
葉
五
ぼ
の
三

十
ぽ
と
饂
A
戟
の
五
十
七
這
手
．
長
野

晋
個
人
｀
団
体
と
も
参
加
し
な
か
っ

た。
fim^
戟
は
参
加
者
の
作
麿
＿
分
し

で
軽
ほ
級
と
頂
凪
紐
に
分
け
た
。
賃
量

紐
に
出
場
の
印
IJI和
之
道
手
（
沼
田
中

ー
は
房
い
る
雌
牽
を
押
え
て
え
市
準

欝

集

し

た

。

属

職

（
予
這
I
J
I
グ
）

子
位
中
1
1
0
＊
船
中
（
神
）

•
O
_
2
g
田
小
（
東
）

*
1
_
1
*
-
P
中
（
前
）

旧
m
中
3
1
l
u
n
野
中
E
i
)

*
2
1
1
輯
．
北
中
（
干
）

2
1
3
下
鰍
中
（
茨
）

(2)第

＊ 

17 号

,
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写真は111人職準優鵬の須EB遍手

昭
和
内
1
1
1
社
戸
小
寂
ー

•
1
9
3
阿
兄
中
要
）

*
2
1
2
桜
本
中
（
神
）

ぃ
ヤ
れ
も
予
遺
リ
ー
グ
で
敗
退

111人
職
軽
紐
（
六
三

・
六
＾
五
黍
躙
）

一
阿
戦後藤
一

字
”
)

0
沢
繍
嘩
夫
背
負
拉

（
昭
和
肉
）

0
小
畜
伍
顕

ん 昭和51年9月20日． 

． ~ 

け
さ
固

0
内
田
情
訓

（埼）
1
1
1
*
 

(111) 

I
l
l
上
行
広

第
一

須
田
君
（
沼
中
）
関
東
で
準
優
勝

回
中
学
校
関
東
プ
ロ
ッ
ク

llt舟

わ
か
せ
た
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
の
1

第
21回
＊
I
J
ン
ピ
ッ
ク
が
続
っ

て一
．力
月
た
っ
た
。

古
渭
の
参
加
間
題
、
南
ア
フ
リ
カ
m

一
騎
ポ
イ

n
ッ
ト
等
が
あ
っ
た
が
、
ま

ず
ま
f
は
平
醤
に
終
了
し
た
．

笹
醤
荏
は
切
口
の
第
一
試
合
で
｀

頃
姶
級
の
濾
懇
掌
と
ソ
這
の
ノ
ピ

n

道
一
フ
が

a｀咋
秋
の
世
界
景
携
決

房
遅
虫
と
な
り
、
償
羞
で
磁
導
ヂ

が
敗
れ
た
。

試
合
間
｀
ソ
述
の
ア
ン
ド
レ
ー
フ
監

荏
＂
＊
の

n
ー
チ
陣
に
r
n
*
5

柔
退
で
メ
ダ
ル

91二
つ
づ
つ
分
け
よ
う
』

と
廿
っ
た
と
い
う
。
ソ
連
の
＂
i

信
の
ほ

ど
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
イ
俎
は
ほ
ぼ

的
中
し
た
“

ま

金
三
、
銀
、
銅
の
成
績

世
論
の
評
価
は
い
か
に
？

決
輯
須
田
和
之

.. 
0
0
永
松
仁

（神）

細
決
謄

0
須
EIJ和
之
＾
m
せ
技

佐
暉（千）

三
回
戦

0
須
m
和
之
優
勢
闘
ら
高
梨
正
夫

字
）

伽L̂Jせ拉

忌
n
ー
ジ
（
ア
メ
リ
カ
）

軽
墨
紐

(93
填
堕

一
位
二
窟
屈
（
謳
岡
県
警
）

二
位
ハ
ル
シ
ラ
ー
ゼ
（
ソ
運
）

三
位
ス
タ
ー
プ
ロ
ッ
ク
（
冥
邑

•
ロ
ト
ラ
ス
ペ
ー
ガ
（
ス
イ
ス
ー

中
鼠
級

(
8
0
B呑
躙
）

一
位
薗
m
勇
（
福
岡
貼
警
）

二
位

ド
ポ
イ
ニ

n
フ
（
ソ
述
）

三
位

＊
パ
ド
フ

（ユ
ー
ゴ
）

薗
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ

．

ッ
ク
ラ
ス
食
鰈
麟
（
じeう
り
ん
）
さ
れ
た
•
パ
ー
ク
（
韓
国
）

で
も
＂
本
の
柔
道
は
同
成
紐
だ
っ
令
苦
い
＂
心
い
出
を
も
っ
て
い
る
北
々
に
と
軽
中
犀
絨

(70臼
未
堕

し
か
し
煎
皿
醤
い
望
塁
を
寄
し
っ
て
は
胴
の
す
ヽ
喪
溶
害
び
で
あ
っ
一
位
ネ
フ
ゾ
ロ
フ
（
ソ
追
）

た
。
今
回
は
あ
の
峙
の
よ
う
な
屈
靡
鴎
た
。
―

ー選

薗

m西
の
金
メ
ダ
ル
環
得
二
位
蔵
＊
＊
二
（
神
奪
I
l
l
g
誓
）

は
な
い
。
絹
辺
釦
長
事
血
四
＂
W
民
は
韓
は
両
人
の
今
日
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
か
ら

三
位
ヴ
ィ
ア
ル
（
フ
ラ
ン
ス
）

誌
r
柔
道A
”九
＂
は
り
翠
い
う
。
兄
苓4
然
の
二
と
と
も
可
へ
る
が
｀
専
•
ク
ラ
イ
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）

r
 
.... ふ
道
に
間
し
て
は
別
に
問
直
ぴ
し
い
謄

nの
懺
界
の
掌
営
は
や
は
り
軽
獣
紐

(63帷
悉
潤
）

も
な
く
日
本
の
成
緯
も
ま
づ
ま
つ
で
あ
高
く
評
価
す
ぺ
き
で
あ
ら
う
、
含
＿つ
、
一
位
ロ
ド
リ
ゲ
k

（
キ
ュ
ー
パ
）

っ
た
二
と
は
我
々
と
し
て
は
満
足
で
あ
鰍
ー
つ
．
m
-
つ
の
メ
ダ
ル
を
帯
び
て
二
位
チ
ャ
ン
（
韓
国
）

っ
た
。
緬
化
委
U
会
の
方
々
が
全
鰤
磁
凱
謎
し
た
が
｀
私
ば
U
本
の
柔
道
人
は
三
位
マ
リ
ア
―
-
（
イ
ク
リ
ア）

訓
硼
と
い
ふ
＊
噸
』
な
府
堕
を
掲
げ
て
勢
喜
び
を
も
っ
て
之
を
迎
へ
た
二
と
と
は
•
ト
ウ
ン
チ
ッ
ク
（
ハ
ン
ガ
リ
）

力
さ
れ
を
一
と
は
多
と
す
る
が
、
況
在
ず
る
。

．．
．．．．．．．
 
」

体

玉

無

喋

別

級

の
目
ゅ
溢
道
の
状
況
皇
屈
す
れ
各
織
の
入
賞
看
（
試
合
順
）
一
位
上
村
春
樹
（
旭
化
成
）
．

ば
私
は
H
益
手
の
成
績
は
i
派

な

も

聾

鼠

紐

g

i

は

以

上

）

二

位

レ

ン

フ

リ

ー

（

英

国

）

の
と
評
価
T
令
殊
に
上
H
達
が
体
重

一
位
ノ
ピ
n
7
（
ソ
連
）

一二
位
チ
ョ
チ
日
．
ン
ピ
リ

（
ソ
述
）

塁
蒙
別
で
金
メ
ダ
ル
を
得
を
』
と
は
ヘ
一

ば位
ヌ
ー
レ
ウ
ク
ー
（
匹
紬
）

令
チ
ョ
ー
（
韓
国
）

ー
シ
ン
ク
、
ル
ス
カ
字
に
よ
り
―
)
の
ク
一
二
位

濡

峠

（費
扱
庁
）

5
「

-r

前
田
）

二
旧
戦

0
沢
湖
嘩
夫

三
回
戟
沢
捕
噸
夫

一

一

塁

紐

（さ

囮
戦

0
島
村
博
優
勢
騎
ら
神
山
憐
之

字
梼
）

i

墳）

o
n
l
l
l
l
和
之
令
奈
良
郎
3
弘

（

笥

山

）

（

茨

）

二
回
載
島
村
博
け
さ
固
め
0
岩
瀬字）

o
u
i
m
和
之
背
負
拉
げ
鮎
沢
沿
一

（東）

〇
じ
出

m
字
）

•
六
八
臼
以
上
）
小塞狐 （エ

筍

25回
閲
東
甲
E
蘊
馳
区
大
学
体
宵

大
会
は
同
地
区
の
九
国
立
大
と
横
浜
市

立
大
学
が
参
加
し
て
＾
月

・
九
の

岡

a．
間
饂
市
県
武
道
館
に
お
い
て
行

わ
れ
た
．
切
日
の
団
体
で
は
廃
の
野
＊

学
は
予
選
リ
ー
グ
に
お
い
て
三
位
に
な

り
し
く
も
決
戟
道
出
を
畢
せ
な
か

っ
た
。
二
日
め
の
偏
人
戟
に
お
い
て
は

軽
量
繊
に
出
場
し
た
白
石
豊
樹
選
手
は

塗
戟
で
憤
浜
市
立
＊
111＿
P
二
段
を
靡

挫
姦
国
め
で
瓢
な
く
攻
め
露
し
｀
ー
』

の
欝
級
に
お
い
て
三
遠
闘
し
た
。
団
体

戟
不
参
加
者
に
よ
る
偏
人
戦
で
も
"
*

の
内
田
修
二
設
が
優
輝
し
た
。

“

胃

冒

館

冨
5
回
関
慕
醤
法
道
大
会
は
六
月

士

l:ャ
-―

-n麿
裔
、
砺
＊
県

往
益
に
お
い
て
社
窟
代
表48
整

饂
人
戦
の
代
沼
5
名
が
参
加
し
て
間
催

さ
れ
た
。
＊
蹂
代
長
は
六
校
の
う
ち
匹
岱
ァ

選
リ
ー
グ
を
輯
ら
抜
く
好
成
繹
だ
っ
た

が
。
決
謄
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
お
い
て
は

い
ず
れ
も
一
回
闘
で
敗
退
し
た
。

団
停
職
予
這
リ
ー
グ

＾
プ
ロ
ッ
ク

判
瓜
商
0
1
3
作
研
（
硼
＊
）

•
3
1
1
大
浣
（
千
葉
）

F
プ
ロ
ッ
ク

召
2
1
2
桐
蔭
（
神
奈
川
）

•
1
1
2
児
玉
（
埼
吾

ー
プ
ロ
ッ
ク

沼
田
2
1
1
古
田
（
山
梨
）

•
2

1
1
竜
ケ
崎
（
茨
城
）

四
校
が
予
選
通
過

関
東
高
校
柔
道
大
会

拿
塁
の
麺
化
警
弓
『
広
置
＾

団

惨

職

殷

が

さ

る

七

月

十

詈

｀

夜

箭

檎

市

｀

＿
位
債
迅
四
翌
＊

E

置
g
醤
F
*
g
の
蘊
”
指
宝
n攀
ら

二
位
山
梨
K

百
人
拿
り
に
祷
別
ffi導
を
し
た
．

三
位

埼

f
-
＊
｀
字
細
i
b
天

t
i
-
穴
殷
は
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
＊
＂
・

鑽

人

臓

ン

ピ

ッ

ク

ヘ

鸞

貫

と

し

て

行

ヽ

直

前

雲
蓋
三
位
外
川
宗
輯
二
段
の
飲
日
を
．
盟
房
＊
懸
否
掴
口
慎

（
群
奮
聾
品
・
峯
翠
芸
＊
五
郎
会
長
の
も
と
へ
立
ら
寄
っ
た
も
の

阻

喬

出

身

）

で

｀

目

婁

の

量

に

よ

り

、

特

別

軽
級
塘
白
石
畳
樹
二
段
指
導
が
実
硯
し
た
．

（
畔
＊
塁
桑
部
猛
籍
三
年
＿
蜻
嚢
生
の
蘊
化
遵
に
小
学

富

岡

高

出

身

）

生

も

ま

じ

っ

伝

翠

図

に

広

躙

八

殷

は

嬰
紅
歪
嘉
空
の
郎
｀
さ
く
に
紐
し
か
け
、
ー
』
口
分
の
体
顧

螢

内

田

修

二

殿

（
畔
右
喜
―
-
年
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高
出
身
〗

J
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ロ

ッ
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暉
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2
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大
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字
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2
1
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土
梱
u
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茨
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P
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C

ッ
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訓
慎
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2
l
o
呉
岡
露
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・
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*
4
I
O
E
l
＊
叫
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I
l
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梨
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M
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ロ
ッ
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上
武
一
2
1
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祠
＊
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3
1
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梨
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メ
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一
向
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削
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0
1
3
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千
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）
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相
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神
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塁
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望
）
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1
1
習
志
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字
業
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前

紐

上
武
＿
脩
戟
塑
志
野
3
1
0
国
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館
（
東
京
）

●
人
職
予
這
リ
ー
グ

白
石
二
段
軽
量
級
で
三
連
勝

関
東
甲
信
越
大
学
体
育
大
会

＊ 中羞鮨衛
全
武
一
）．
 

鰭
や
実
構
導
を
約
二
時
間
に
わ
た
っ

て
行
っ
た
。
小
辛
生
の
一
人
は
r
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
蘊
化
す
る
立
派
な
先

告
軟
わ
る
二
と
が
で
書
て
た
い
へ
ん

う
れ
し
い
。
な
ん
た
か
自
分
が
ゥ

L
蘊

く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
』
と
m

っ
E
ぃ
4
。

石
繭
訊
松
躙
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倉
馨
冨
愛
逼
ー
雹
月
会

八
円
二
十
二

n

講

這
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団

貸

ま

這

リ

ー
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閲
2
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沖
縄
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山
形

0
饂
人
戦

林
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m
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喜
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＾
g
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E
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唇
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．
伸
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1
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鸞
＊
色
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3
1
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璽

決

ト
ー
ナ
メ
ン
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田

代
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I
O
E
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義

人
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回

戦

（
育
英
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輯
躙
佐
渾
曇
）
四
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1
1
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小
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富
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＊
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内
墓
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薗
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負
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r
l
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r
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_
1
,
＇
_
＿
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翡
正
彦
小
外
刈
〇
冑
山
光
―
-
』
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あ
と
小
杉
中
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優
靡
し
た
ん
州

（
前
構
）
（
綱
蔭
）
醤
（
輯
＊
）
に
準
決
騎
で
1
1
0
で

〇

＊

置

勢

輝

五

十

嵐

哨

敗

れ

て

い

る
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光
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＾
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烈
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l東西
． 

祠
生
）

ん
股
。
＊

暉

忠

昭

石

沢

抒

市

（勢
多
）

（利

．
ifl）

追
庫
輝
紐
遥
ほ
紐
0
岩
＊
昭
太
郎

（研

・

人

）

（

石

翌

野

U

統

預

引

分

け

大

陣

寛

（洞
iii
)

（高

崎

）

六
阪

、Rfi京而竺
佐

享

引

分

け

宮

ば

iE孝

薪

・
人

）

（

高

崎

）

謀
田
囮
f

＊
外
刈
り
0
礁
井
良
一

（
甘
・
富
）

九
年
ぶ
り
に
復
活

八
対
六
で
西
軍
が
圧
勝

な
ど
に
れ
合
が
鰈
い
と
叱
ら
れ
．
無
珊

に
大
声
で
気
合
を
揖
け
た
の
を
緯
え
て

い
る
。

人
門
占
時
の
低
か
っ
た
私
は
．
背

n遺
け
を
先
生
か
ら
軟
わ
り
｀
馬
庫
の

ー
つ
撞
え
の
よ
う
に
打
負
い
拉
If-
＊

で
高
ぽ
時
代
を
通
し
て
色
た
。

ニ
八
年
三
H
の
高
崎
の
殷
別
試
合
で

は

n騎
一
敗
、
続
く
五
月
の
紅
白
試
合

品

悶

ぃ

一
＊
で
益
暉

一
敗
｀
こ
の

碍
は
履
で
鳴
ら
し
た
玄
下
ぼ
店
（
渋

高
）
を
問
間
皿
際
に
取
？
た
の
が
印
象

に
残
っ
て
い
る
。

こ
の
頃
に
な
る
と
生
意
気
に
も
｀
洞

問
茎
這
部
の
設
立
な
ど
を
考
え
だ
し

同
志
を
集
め
て
駁
在
の
テ
ニ
ス

n
ー
ト

隅
の
れ
ん
げ
年
の
上
で
受
身
乱
取
り

な
ど
を
し
て
学
ぼ
側
に
ア
ピ
ー
ル
し
た

も
の
だ
。
学
”
面
で
も
こ
の
暴
掌
や
熱

意
に
感
じ
て
か
彎
年
間
干
算
三
千

mを

頂
い
て
睛
れ
で
柔
道
郎
の
創
立
と
な
り

た
。
部
が
紐
成
さ
れ
れ
ば
“
U
パ
試
合
｀

中
毛
リ
ー
グ
亨
に
切
参
加
し
た
が
郎
室

も
な
い
柔
道
郎
に
良
い
盲
公
を
望
む
の

前
橋
商
が
優
勝

個
人
は
田
代
、
佐
藤
、
諸
田

高校峙代の筆奮

も
の
の
｀
綱
事
二
位
で
予
選
を
通
過

し
た
．
高
ぼ
の
部
は
小
川
、
佐
々
＊
｀

鉛
＊
｀
森
田
．
（
桐
高
）
｀
石
井
（
館
林

）
の
順
だ
っ
た
．

一
般
の
郎
で
は
、
今
で
こ
そ
温
和
な

顧
つ
き
に
な
っ
た
が
．
出
睛
は
戟
う
前

に
人
を
飲
む
よ
う
な
猛
者
の
閲
niltさ

ん
（
＊
田
市
）
あ
の
人
が
柔
道
糟
を
行

る
の
か
と
111
心
う
ほ
ど
好
男
子
の
中
村
栄

弥
さ
ん
（
現
間
檎
市
社
敦
主
事
一
、

後
に
大
映
峡
画

r
花
の
鵡
這
鱚
』
に
麟

還

決

謄

輯

予

前

篇

2

1

1

1
可
英

．

備

嘩
二
抒
”
E
成
瀬
仁
志

H
 

ー

小

畑

迩

災

“

け

品

袖

奥

翌
26阿
犀
盃
桟
柔
道
遺
手
構
大
会
た
の
は
慕
さ
れ
る
鬱
『
』
こ
一
年
怠
這

0
mィ
讀
信
上
四
方
国
高
は
布
雄
第
11
回
は
中
学
総
体
｀
第
26回
野
馬
生
の
部
で
五
年
、
六
年
と
優
輝
し
た
金

葦
第
25回
全
国
高
ぽ
柔
道
＊
会
県
予
道
に
実
力
を
つ
け
て
き
た
学
校
だ
。

0
今
成
克
之
汗
負
投
げ

m代
斉
県
中
学

n柔
辺
大
会
は
八

g-、
四
日
子
選
手
（
群
＊
附
中
二
年
）
は
躙
調
に

呉
gloHに
団
体
嗅
脊
二
七
個
人
戟
で
は
軽
累
、
中
は
順
綱
に
輝
井
嘉
光
引
分
け
野
11
宗
に
羹
這
館
で
各
郡
市
代
衰
の
二
十
一

体
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
｀
そ
の
後

日
に
値
人
戦
が
羹
罷
に
お
い
て
行
．
ン
ー
ド
遺
手
が
謄
っ
た
が
．
塁
級
は
側
人
戦
ぽ
と
憫
人
載
出
場
景
三
六
人
を
島
の
練
塁
に
欠
け
．
盃
顧
で
な
す
と

盟
心
年
以
来
と
だ
え
て
い
た

m
m展
西

桂

H
知

嬰

含

七

H

わ
れ
た
。
団
体
歴
“
い
て
は
常

"nfJ
裔

(fllm暉
）
と

m
f・
（腐

暉

-
0
"
a謡
め

て

開

饉

さ

れ

た

。

こ

ろ

な

く

敗

れ

令

訊

賃

苓

臨

し

十
八
日
（
日
）
、
硲
崎
翌
靡
館
の
履
翫
い
嘉
ね
て
同
武
盪

一

繍
商
が
小
繋
が
ら
試
合
巧
者
ぷ
り
を
が

一
回
戦
で
当
り

m子
が
請
っ
た

が

、

一

位

山

代

斉

（冑

英

）

栂

戦

は

荏

に

行

わ

れ

た

第

一
回

の

た

沼

田

の

罰

導

は

匿

醤

の

肇

で
掌
行
さ
れ
た
。
蟄
の
試
合
は
五
靭
巌
の
同
成
績
で
裂

t必
．

昆

一二
年
・
項
這
平
＿
回
め
の
庸
を
紐
問
は
シ
ー
ド
選
手
が
総
く
ず
れ
で
二

二

位

久
傑
翡
函
一
）
関
菜
拿
選
で
置
饂
ヤ
し
た
子
位
中
が
瓜
に
ぷ
げ
ら
れ
て
い
た
が
｀
予
遵
＿
回

＂

の

意

気

に

燃

え

、

数

回

の

頓

伍

百

贔

ん

で

の

社

で

一

象

果

し

た

。

第

ニ
シ
ー
ド
の
上
武

一
高

は

靡

の

斯

A
出

ft(g)が
栄

緊

三

位

憫

板

（農
＊
二
）
孟
ザ
ー
グ
了
具
中
に
敗
れ
、
決
謄
戟
に
お
い
て
贅
菖
（
万
場
）
に
逗

.2』
予
忽
さ
れ
た
が
直
軍
が
切
殷
か
ら
i

校

ま

で

で

位

し

、

十

八

対

今

年

か

ぎ

り

で

閉

ぼ

に

な

る

た

め

蒻

も

の

に

し

た

．

＋

野

u腐

（宵

英

）

戟

で

も

二
回
戦
で
沼
田
中
に
敗
れ
た
が
し
往
で
敗
れ
た
。

ー

し

た

。
試
＾
給
次
の
追
柔
賃
選
手
と
し
て
翠
彰

一

＂

打

0

肛

"Itm"い立
．

＂

；

；

＂

＂

＂

＂

＂

＂

｀

予

這

リ

ー

グ

（

い

r

佐
疇
衛
酋）
井
慧
店
（
東
）
竹
ば
歎
郎
（
芭
品
盈
（
匹
）
二
代
表
戦
ま

窯
し
て
戦
っ
た
が
費
間
遵

E
5
_
o
g
-

―位
品
李
(
•
)
対
戟
に
な
っ
た
。
一
対
一
の
問
点
の
あ

一組

上
田
憲
日
（
東
）
壁
”
艮
ー
（
酉
）
店
璽

nu（西）

一

が
つ
か
ず
、
抽
饂
の
結
果
負
け
た
の
は
利
恨
鵡

4
1
1

中
蚤
＝
＿
＿
位
広
瀬
文
隣
（
万
場
）
と
第
二
代
表
で
沼
田
の
小
室
が
暗
和
の
沼
出
安
rJl-

＊
間
々

畢

武

m良
次

打

格

"0
白

亘

蔚

塾

唸

利

恨

潤

も

晒

決

随

で

前

ぽ

磨

万

蝸

3
_
2
沼

L
U
.
9
(”)
七
五
三
木
を
鮮
や
か
な
伸
窪
し
で
敗
り

二
組

道

器

閏

醤

・
佐
波

m勢
崎
小
y
嬰

iiilhm
)

（Ir
さ

せ

一
g
iの
引

分

け

の

あ

品

唇

可

英

3
1
0
綱

甕

◇

軽

塁

級

六

年

ぷ

り

―

_

＿

回

め

の

眉

を

鰤

っ

令

温

二

箕
郷
高
崎
一

賢

舟

塩

一勢

名

質

ー

漿

耕

内

翡

“

°
＊

沢

光

け

で

限

を

の

ん

だ

。

印
決
謄

一
位
訊
田
奉
二

（

前
は
暉
）

関
人
戦
は
以
の
弧
化
指
・
手
の
須

――-tll

＊

漿

盆

爾

扁

k

)

-

a
．館
）

一

北

・

渋

）

万

鳩

高

は

シ

ー

ド

店

111111
を

m々
前

檎

暉

2
1
2

利

儲

二
位

醤

に

点

（町

英

）

暉

一

群

裔

属

）

が

一

七

吾

ン

チ

｀

宮

郷

裔

北

惰

コ
ー
＋
雙
藉
之

（猜

逢

u氏
）

神

逗

輝

威

引

分

”

宮

崎

繁

決

聘

で

敗

っ

て

l

二
位
に
紐
入
霞
憫
人
＿
抽
薦
闘
ら
一

益

今

往

召

g

（
高
鰭
鵡
1

9

8
キ
ロ
の
体
賃
全
手
に
使
い
切
僅
暉
四
組

“

澳

Ill

進

面

g
u)
一
一
勢
多
）

（

吾

饗

）

戦

で

も

蛍

紐

茎

位

に

二
人
人
貫
し

rt
英

l

I

O

”

出

＊

醤

塁

(ff
英
）

し
た
。
堕

近

＊

会

に

お

い

て

小

学

爵

万

場

館

林

一

君

匹

ポ

齋

雄

作

．

K

腐
0
盆

蔓

五

組

＂

『

彗

り

。
炉

＊

）
跳
ね
瞑

([
町
演

r
私

と

柔

道

廿

し

い

い

て

一

安

心

の

間

し

印

"

"

"

．

｀

It汀
＂

＂

戸

＂

隅

勢

屁

＇

斎

長

）

（

勢

多

）

（

群

馬

）

＜

香

川

国

体

の

予

選

が

姶

ま

っ

た

。

対

れ

に

今

で

も

め

ん

ど

う

み

の

い

い

閏

口

成

績

だ

っ

た

。

下
に
田
東
富
岡
東
翫
塚

外
試
合
の
翡
も
浅
く
、
識
が
蜘
い
の
を
義
先
生
（
吾
妻
）
な
ど
多
士
済
々
だ—]
の
頃
以
後
か
ら
大
人
び
た
行
動
を
七
組

佐

々

木

竹

比

古

ま

＊

m
竺

問

＊

習

罰

茂

引

分

け

翌

窟

n
1

孟
爺
伝
．
n
f
l
（菩
福
副
部
比
—

-
9
)

（
北·
絨｝
背
負

い
一
本
で

貫
く
か
ど
ん
な
往
な
の
か
わ
か
ら
ず
．

W

っ
た
。

す
る
よ
う
に
な
り
、
わ
ぼ
え
た
滋
は
夜
古
警
子
椅
町
和

＊

岱

災

一稗

な

U
)

横

沢

求

令

荘

0
黒
沢
亙
E

良

き

師

良

き

友

に

感

謝

熙

翌

参

加

し

た

。

背

嘉

げ

し

か

父

も

翡

の

藍

督

と

し

て

嘉

す

る

哲

岳

が

の

ぼ

る

ば

か

り

．

富

沢

器

生

嬰

袖

篇

靡

靡

（

勢

多

）

ア

・

暉

）

椅

た

な

い

私

は

鈴

＊
元
一
誼
（
高
ャ
9
)

わ
け
だ
っ
た
が
紺
の
た
め
翫
念
、
残
念
の
ゎ
叱
り
も
馬
の
耳
に
念
仏
の
状
態
が
招
田
中

1
1
1

昭
和
市
中

ん
tlJ阪

（
）

内
は
所
属
扁

0
松
＊
壁

ー
内

股

暉

井

猛

司

私

が

況

在

の
順
道
館
・

ば

沢

道

場

へ

人

の

戚

技

に

は

汗

を

か

い

た

。

そ

の

鉛

＊
な
が
ら
轡
子
参
加
の
夢
は
か
な
わ
な
か
続
き
喩
と
う
と
う

gIJわ
し
玉
道

0
小
賽
忌
匹
優
勢
請
綿
貰
誠
泊

籍

峰

三

横
四
カ
固
0
佐

暉

衛

（

綱

生

）

宮

崎

）

門

し

た

の

は

堕

竺

匹

年

七

月

で

あ

っ

湛
手
も
硯
在
で
は
県
費
で
．
好
唇
全
H

っ
た
．

団
長
は
5
屈
脅
先
生
、
総
監
界
と
も
醜
遠
の
日
が
続
い
た
。
欝
和
之
引
分
け
沢
浦
邑
広

薪
・

k
)

（高
崎
）
l

ユ
段

た

。

柔

剣

晋

｀

当

悶

は

占

領

ば

ら

辺

に

専

念

で

き

き

と

は

う

ら

や

ま
し
督
は
熊
笈
吉
た
生
だ
っ
た
。
四
九
年
に
町
内
で
敏
老
会
が
あ
っ
た
馬
鳩
直
学

・
m
m恭
絋

患

得

懇

腐

〇
命
卜
功
倉
林
範
明
背
負
拉
げ
0
竹
原
敏
郎
峠
肱
さ
れ
た
直
後
で
＊
変
な

プ

ー

ム

た

い

隕

り

だ

。

庫

国

の

閲

風

を

胸

に

．

仏

生

山

（高
敬
老
会
と
い
う
と
．
婦
人
会
の
醤
踊
神
111竜
雌
優
勢
闘
0
七
五
―_-＊
環
昭

（餅
・
太
）

（

高
崎
）

（

前
橋
）

（

甘

・

富

）

っ

た

。

富

岡

の

小

川

暑

に

＿

誓

賓

し

た

松

）

の

霞

岳

り

下

り

の

ト

レ

ー

ニ

り

8
の
出
し
物
等
で
麟
や
か
だ
が
、
私
松
＊
琶
引
分
け
阿
郎
耀
通
．

ぐ

Ill代
京

臼

蒻

果

0
宮
出
碍
文
横
沢
元
＊
外
刈
り
OLIJ
崎

忠

男

生

来

兵

体

の

弱

か

っ

た

私

ば

、

父

が

ン

グ

．

今

井

李

追

先

生

窃

校

監

仔

）

の

町

内

で

は

m
a行
一
先
生
が
町
の
世
代
表
闘

屈

）
（

利
・
笥
）
（
勢
多
）
（
北
・
浪
）
は
田
攘
連
盟
の
会
品
を
し
て
い
た
た
め
の
公
令
の
元
．
つ
い
脊
ま
で
は
兄
ず
話
人
と
し
て
叫
在
な
の
で
｀
先
生
に

r

須
田
和
之
•
沢
捕
宏

h
l
"知雙
資
分
け
＂
＊
ぶ
f
r
t

屈
紅
懇
答
社

。
＊
作
興
泊
か
、
中
学
に
人
る
と
墨
珊
や
り
冑
年
の
知
ら
ず
の
血
気
盛
ん
な
若
行
這
が
、
柔
年
を
と

っ
て
も
若
い
者
に
は
“
け
ん
」
0
小
宝
凸
細
体
窪
七
•
I
L
-

―
禾
績
昭

涌
は
）
（

多
・
暉
）
一

位
・
伊）
（

廿
•
宮）
翡
に
窟
さ
せ
ら
れ
た
。

出
峙
は
柔
這
と
い
う

ー
つ
の
目
的
の
元
に
厳
し
い
姿
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
わ
瓢
い
し
た
と
回
体
臓
按
熊
貫

H賞
奮

0
"
"花
彦
背
R
投
げ
伊
藤
茂
夫
＊
葬
泊

•
K
E
方
問
0
嫁
田
綽
也
道
閲
係
芥
の
う
ら
大
抹
右
範
先
生
｀
暉
練
閉
に
酎
え
．
香
川
の
夜
を
和
や
か
に
こ
ろ
．

r
老
＾
苔
若
い
気
”
を
起
さi
n
E
B
和
之
ー
詔
田
後
暉
和
彦1高
山

（前
臼
）

（

高
崎
）
（
勢
多
）

（多

・

暉

）

井

恒

繊

さ

ん

布

も

相

復

で

柄

耀

し

て

い

お

く

れ

な

』

と

に

柔

辺

を

愛

し

た

名

の

せ

て

や

ろ

う

。

」

と

柔

道

の

枷

の

形

を

沢

捕

昌

宏

ー

昭

和

庫

飯

壌

晃

ー

干

祷

喜
透
樗
荏
癸
0
久

堡

雑

翌

K

敦
内
股
効
Iuo昂
野

政

幸

た

。

や

っ

と

一

米

五

七

蠣

の

身

体

と

畿

置

饂

を

鵬

じ

た

。

敬

老

会

の

席

で

私

が

受

け

で

す

る

こ

と

狩

野

和

彦

1
古
警

祠
紐
）

（

多
・
暉

）

（

訓

ぽ

）

（

利

．
ill
)

ら

か

貸

屈

始

め

た

私

は

｀

人

前

で

成

績

は

二

贋

で

醤

鱗

繍

の

蠣

岡

に

な

っ

た

。
＾
良
館
の
椒
の
間
の
上
に
▼

'‘,'ì
9999

＊
沢
利

一
け
さ
固

0
"
磁
JE叫

0
上
田
衰
引
上
四
カ
固
寄
輝
iF己
繹

に

な

る

の

が

嫌

で

阿

度

も

父

に

．

柔

に

破

れ

て

し

ま

っ

た

が

｀

柔

這

人

と

し

仕

げ

ら

れ

る

私

に

、

田

a先
生
の
仕
が
こ
う
し
て
二
廿
も
館
の
―
』
と
を
回
顧

伝
・
伊
）

（

碓

・
女
）

（

邑

・
館
）

道

に

変

ら

せ

て

く

れ

と

狐

ん

な

を

も

て

の

裔

＆

臣

で

き

な

』

と

に

私

は

手

加

減

な

し

に

さ

ち

ん

き

ら

ん

と

要

め

し

、

自

分

の

泉

が

中

学

校

で

同

品

小

位

資

ま

紐

0
醤

英

雄

野

IJ
成
A
i
J
I分
け

＊

渕

裕

し

ぷ

し

よ

格

闘

妓

な

ら

よ

い

と

許

し

て

今

で

も

感

謝

し

て

い

る

。

霞

の

女

中

さ

ら

れ

る

．

＾

i
で
醤
の
痛
さ
を
あ
ま
道
を
志
し
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
を

（

勢

多

）

（

利

・
沼

）

（

前

は

）

（

利

・

芭

く

れ

た

の

で

早

遠

富

沢

道

辺

の

門

を

た

ん

に

滋

い

甚

情

を

感

じ

つ

・

、

宇

高

週

り

感

ず

る

こ

と

な

く

｀

わ

が

ま

ま

＿

力

る

と

r
年
だ
な
あ
ヽ
．
」
と
忠
？
と
同
峙

小

畑

弥

宮

引

分

け

狩

野

弘

串

匹

阪

た

い

た

。

紐

鯰

の

ド

ラ

に

馴

を

し

め

つ

け

ら

れ

る

に

含

ま

っ

て

き

た

私

に

｀

設

け

ら

れ

に

柔

道

で

旦

き

師

．

良

専

友

に

思

ま

れ

―`

号

豆

）
（

f
l
l
．
m
)
0
鋲
道
久

n
ほ
高
惰
m
l
l
l
ル
人
出
時
の
宮
訳
辺
岨
は
．
折
か
ら
の
プ
—
ー
キ
ピ
園
の
高
ぽ
生
だ
っ
た

。

る
度
の
痛
さ
は
、
そ
の
郁
度
ざ
ん
げ
の
自
分
の
麿
史
の
ペ
ー
ジ
に
厚
み
を
感
じ

17

璧

嚢

令

皆
m誠
四

郎

区

・
館
）

（

高

崎

）

ー

ム

も

あ

っ

て

投

げ

る

醤

を

界

の

国

ltの
支
郎
対
抗
に
出
嶋
し
た
唸
痛
み
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
さ
せ
て
fli
い
た
こ
と
に
感
を
し
て
い

第

（前
ほ
）

（

高

崎

）

稟

墜

秀

＂

引

分

け

鬼

形

実

品

’

力

す

る

ほ

ど

の

襲

で

あ

っ

た

。

北

爪

隠

衆

乏

裔

）

の

r
ぐ
ん
せ
つ
し
か
し
｀
き
っ
た
あ
と
の
農
感
は
る
。

g-殿
（

佐

・

伊

）

（

高

崎

）

生

賽

盛

り

の

泉

の

練

門

ぷ

り

を

．

」

の

回

顧

に

よ

る

と

r
佐
々
＊
と
ど
つ
阿
と
も
た
と
え
が
た
く
｀
柔
這
A
だ
け

憤
LIJ

捻
＂

a投
げ

0
m
m雫
二

石

樟

吉

＿

引

分

け

佐

暉

隣

父

は

時

々

這

場

に

藍

畏

く

る

厳

し

さ

し

て

も

組

む

―

』

と

に

な

る

の

で

｀

先

輩

が

感

じ

う

る

r
ヤ
ッ
タ
9
.
」
と
い
う
成

匝

・
伊
）

（

fll
．氾
）
（
勢
多
）

（甘

．
寓
）
だ
っ
た
。

111限
家

一
先

生

（

現

鯉

事

長

）

と

し

て

m
け
る
わ
け
に
い
か
ず
、
日
分
就
感
で
も
あ
っ
た
。

引
分
＂

作
紺
位
れ

井

倣

叫

（
北
・
渋
）

前
ぽ
市
城
東
町
三
ー
一
ー
ニ

食

肉

菓

41歳

中
学
総
体
は
沼
田
が
優
勝

個
人
は
須
藤

（群
大
附
属
）

伊勢崎織物 総合建設業

株式会社 平 達 金子建設株式会社

社 長 平

平

田

田

、....
逃 男 収締約社長

専務取締役 忠 ニ・

金 子 定 雄

渋川市半出 17 1 5番地

•~di8 (02792) 2 -1182(ftぇi)
電話 (0270)32-0043 
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小
学
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ス
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少
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団
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会
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内
容
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小
学
生
の
切
決
鵬
臓
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A
3
1
1

躊
軌
大
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刈
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〇
滋
口

け

さ

固

め

昇

引

分

け

0
永

井

け

さ

固

め

0
森
田
け
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固
め

中
学
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琶
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鵬
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高
山
A

玉
村

0
石
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若京藤椙
＇ 

暑
中
稽
古
皆
動
者

塁
中
笞
曇
喜
皇

編

集

後

記

こ
の
夏
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
下
ば
つ

が
続
い
た
と
い
う
。
日
本
で
は
あ
ま
り

暑
い

nが
な
か
っ
た
。
昨
年
は
記
録
破

り
の
残
暑
が
続
い
た
が
。
地
球
が
だ
ん

だ
ん
変
賓
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
し
て
も
”
ぐ
ん
茎
疫
担
は

こ
の
頃
の
高
の
試
合
で
よ

i
エ
か
ら
っ
と
負
し
て
い
な
い
｀
内
守
が

け

る

風

捻

だ

ん

だ

ん

マ

ン

ネ

IJ化
し
て
き
た
と
の

•
蕩
が

r
技
布
り
」
と
言
っ
て
い
ご
注
意
を
た
び
た
び
い
た
た
く
。
も
っ

る
の
に
＊
声
で

r-
＊
、
-
＊
、
一
と
も
だ
と
息
つ
。
試
合
の
拮
公
の
蒙
告

＊
」
な
ん
て
言
っ
て
い
る
監
＂
や
〇

．
が
主
だ
か
ら
い
つ
も
圃
じ
歪
皿
が
出
て

B
を
よ
く
兒
か
け
る
“
ま
る
で
主
審
き
了
裕
や
足
し
い
。
繰
E
方
ぽ
や
弧

が
五
人
も
い
る
よ
っ
た
。
当
化
賓
｀
抒
及
可
質
疑
底
立

?tで
き

碕
宅
は
沿
四
か
も
知
れ
な
い
が
あ
る
る
だ
け
載
せ
た
い
。
五
八
国
体
に
向
け

ペ
き
姿
で
は
な
い
。

O
B
ゃ
父
兄
が
て
の
特
集
物
も
載
せ
た
い
。
小
学
生
か

当
然
の
憤
の
よ
う
に
尽
園
に
あ
ら
ご
老
人
ま
で
の
衆
知
直
め
て
お
も

が
り
こ
み
、
監
督
席
に
庫
っ
て
い
る
し
ろ
い
斬
聞
を
作
っ
て
い
色
た
い
。
ぉ

喪
nが
多
い
。
観
覧
席
は
二
階
だ
と
知
恵
生
情
し
て
く
だ
さ
い
。
斯
井

柔

界

寸

評

暉
臨
隠
靡
i
g
高
木
照
雅

営業種目

株式会社 宮子清掃警備緑化工業

社長

副社長

堀

井

栄

勝

本社 電

ー
ト
＇

・

一

太

Jli (0270) 26-1946 

警備部

清掃部

緑化部

伊勢崎オー

般ビ一

トレース場
ル営業所

伊勢崎オートレース場

一般ビル其の他各種

伊勢崎オートレース場
般庭園公園各種-
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嘉
納
師
範
遺
訓

柔
道
は
心
身
の
力
を
最
も

打
効
に
使
川
す
る
道
で
あ

る
そ
の
修
業
は
攻
撃
防
禦

の
練
習
に
由
っ
て
身
体
精

神
を
鍛
錬
修
業
し
斯
道
の

神
随
を
体
得
す
る
事
で
あ

る
さ
う
し
て
是
に
よ
っ

て
己
を
補
益
す
る
が
柔
道

修
業
の
究
覚
の
目
的
で
あ

る

悶

辛

一

岳

雀

函

見

会

｀

雙

焚

会

i

部

舟

回

一般

・
襄

窪

粛

應

＾

R

,

は
H
壬＇
U
に
羹
道
館
に
お
い
て

間
さ
れ
た
。

午
前
の
費
察
道
は
千
忠
ど
お
り

一

部
で
は
前
紐

H
-i部
で
は
4
3
士
苓
が

欝

し

な

午
後
の
合
lnJ大
会
で
は

一
部
で
沼
田

が
一
回
戦
で
前
紐
と
H
戦、

こ
投
3
で

臀

｀

腐

の

八

籠

飯

ん

で

眉

し
た
＂
~一部
で
は
富
岡
が
只
年
ぶ
り
｀

魯
の
優
雙
泉
し
た
“

全
輯
賞
受
賞
者

合
同
大
会

醤
純
也
冦
岡
）
楢
艇
店
i

(

伊
勢
崎
）
屹
暉
久
tdi(＊
lll)

昂
巌
澤
（
沼

w)
佐
騨
隣
斎

岡
）
竹
邸
駄
郎
（
宮
岡
）
川
村

序
・
（
下
仁

w)

警
事
K
会

深

・

瑣

霞

・小
林
一
郎
・
環

枇
竺
惜
屈
）
懇
崖

扇
）
覇
明
男
（
伊
勢
崎
）

ゑ
笞
l

（エ出さ

小
林
8

箪

（

乱
）
合
大
会
一
麟
決
鵬
職

沼
田

4
1
1
伊
勢
崎

i
入
山
義
次
大
社

m
e捐
屈
拓
i

e文
追

2
霞
め
2
野
口
照
久

②
源
造
柁
筏
号
2
瓜
沢
磯
叫

窟

岡

宏

打

負

有

効

2
石
雰
貨

硲
g

明
引
き
分
け
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④
轟
敢
串
払
い
靡

A
バ
処
睾
光

土
磁
．
裕
引
き
分
け
4
重
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明
男

二
鶴
決
鵬
鵬

窯

2
1
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Jj農
男
寧
ね
巖

e
X沢
和
夫

主
畜
慾
・
且
引
各
け
2

省
ぽ

③
屈
敏
郎
背
ぃ
投
3
憎

訳

元

眉

隠

＊

内

返

し

4

石
橋
吉
l

雀

良

一

引

分

け

5
厖
寧
は
行

門
ぺ
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三
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下
仁
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目
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ー
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大
会
二
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屈
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合

同

大

会

二

部

優

膳

の

富

岡

チ

ー

ム
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讐
•

合
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会
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郎
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傭

ほ

輝

岡

太

田

館

林

浪

川

二
郎
．
一
巧
桜
”
足
戦

高

崎

学

校
沼
l
t
l

綱

生
伊
勢
鰭

本

部

1

館

枯

杓
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一
部
三
位
決
定

臀
寒
大
会
二
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絡行所

発行人

電話

填
＊
胡
長野
＊

泉

下
に
lfl

汗

賽
安

中
宮

岡裔々松

•, .• 
心
屯，1b,9, 9.9.．ぶ’

:〒ぷ・’‘9
彫号;.:;
・ •土．． 

ぶ‘.,．I¥‘ ぅ；祝；杓＇

渋
前 は｝両関口病院が優勝
［群馬県実業団柔道大会l

◇
団
停
職
＿
輝
予
遍
リ
ー
グ

A
ブ
C
ッ
ク

一
位
閲
口
臼
院
（
渋
川
）

-
i
g
E上
J

点

二
位
贔
ヵ
ー
テ
ン
オ
ー
ル
（
前
）

一
轡
一
点

三
位
森
痘
菓
臼
単
）〇
二
点

饂
人
戟
は
各
段
と
も
蚤
謄
隕
哺
が
順

B
プ
ロ
ッ
ク

当
に
靡
っ
た
。
四
十
幽
H
腐
の
部
の
優
一
位
東
窓
浮
（
＊
泉
）

堕
槻
原
一
回
載
に
岨
ん
で
す

二
騎
六
点

各

堅

段

（
日
ま
作
望
集
）
に
二
位
裏
埠
罵
支
店
（
昆
）

釣
り
込
み
農
翡

2と
ら

れ

、

砕

一

還

蔦

間
切
れ
寸
前
に
内
殷
で
取
り
返
す
危
い
三
位
齋
輩
形
外
科
医
院
（
間
）

醤
も
あ
っ
た
。
＿
二
十
歳
未
潰
の
細
涵

C
糎
二
点

東

山

壁

緊

粒

”

了

猛

も

品

K
沃
鵬
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

っ
た
硲
竺
段
の
闘
屯
ら
れ
る
。
関
口
病
院
↑
0

慕

貨
の
イ
ン
ク
ー
ハ
イ
共
災
賞
の
技
贔

2
_
2
束

塞

浮

一

J

の
冴
・
ス
で
あ
る

o
i
f
t乱
）

卸

晋
目
2
1
1

贔

談相

。
9
9岡
崎
秀
樹

0
山
崎
忠
男
森
刈
り
干
剛
一
雄

0

悲
悩
”
在

U
餅
ー
の車

角

墨

引

邑

分

け

中

由

昇

雀

印

遇

足

立

有

0
eは
死
宏

i-9IJーグ
愛

＾
ブ
ロ
ッ
ク

の方貴

ー
上
毛
新
聞
籍
f

扱
の
第
―
―

,

I会
一

は
＋

n十
七
El．
午
前
十
閂
か
ら
県
武

盪
に
お
い
て
酋
干
甍
露
f

百

嬰
の
参
加
の
も
と
に
開
催
さ
れ
た
。

息
一
郎
（
導
五
人
訓
）
に
お

、`

い
て
品
を
蔀
で
優
騎
し
た
蹟
川
の

習

臼

院

が

念

は

山

開

屈

翡

三
緊
加
わ
り
一

郎
入
り
し
た
が
、
先

の
屠
天
会
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
＾

一

人
紘
き
を
し
て
四
段
に
な
っ
た
斎
襄

山
苔
四
道
手
の
沿
“
に
よ
り
切
優
輝
し

'

な
壬
這
リ
ー
グ
に
お
い
エ
雇
四
殷

（
浪
川
閲
口
病
院
）
が
日
鉄
の
ペ
テ
ラ

ン

a翌
段
と
柱
虹
、
巴
拉
げ
に
蹟
い

F

起

t1る
と
―
ろ
裏
只
い
稔
け
に
仕

_

と
め
た
の
は
こ
の
日
の
圧
臀
た
っ
た
。

団
二
郎
（
選
生
二
人
訓
）
に
お
一
位
明
星
電
気
（
伊
勢
崎
）

い

て

は

関

口

畠

往

臼

院

（

星

二

開

I

点

が
斯
た
に

m肛
、
相
墨
＿
殿
を
加
え
て
二
位
束
塞
澤
＾
（
＊
邑

切

優

暉

し

た

。

一

輝

二

点

墨
―
浮
が
一
、
二
郎
に
合
わ
せ
てl—
匿
キ
リ
ン
ピ
ー
ル
（
高
崎
）

三
チ
ー
ム
を
出
磁
さ
せ
た
凱
慨
は
兄
事

0
靡
一
点

で
あ
る
。
遭
Z
ナ
を

4
紐
さ
せ
ず
、
二
郎

B
プ
ロ
ッ
ク

に
好
渥

T
茎
ろ
え
れ
ば
優
靡
の
チ
ャ
一
位
闊
口
聾
形
外
科
綱
院
（
前
檎
）

ン

ス

は

生

ま

れ

た

ろ

み

“

あ

え

て

一

部

二

蒻

四

点

に
ほ
翌
を
も
っ
て
い
っ
た
の
が
第
―
二
位
拉
猛
霞
右
勢
g
)

臭

会

に

一

郎

で

鷺

し

た

東

苔

洋

一

請

四

点

の
気
慨
か
0

三

位

東

塞

浮
B

ぶ、
t•• 

ǹ.p. 

I
,
 

写

真

は

各

団

体

・

債

人

の

優

勝

者〇
襲
械

◇
汲
•
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

柏
井
誼
m
2
1
0

明
星
電
気

闊
口
聾
形

1
1
0
東
塞
浮
＾

＇ 
柏
井
誼
誼

1
1
2

閲
口
撃
形

i
l。担
馬
利
攀

野
口
輝
光
引
分
け
霞
顧
茂
饂

0
島
田
芳
＿
送
繹
紐
戸
峨
正
雄

代
景
職

野
口
輝
光

•
O

相
馬
利
幸

（偏
A
戟
は
二
面
へ
紐
く
）

群馬県柔道連盟

ー、
E3‘ 

ヶ

ヶ

． 
支部長

副支部長

指導部長

田

島

口

口

里

正

松

関

原

中

文
一

啓

悟

男

郎

次

市

式
社
株
会

モービル石油株式会社
住友ゴム工業株式会社代理店
大成火災海上保険紐会社｝

各種自動車整傭・駐車場経営

正田卯平商店
代表取締役 正 田 文 男
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(2)第 18 号 ぐ 道 昭和51年12月1日

道
場
対
抗
の
熱
戟
風
景

． ＊； 

道
場
連
合
会
大
会

第
二
十
三

rnr，

鉛

褐
福
苔
会

品

立

渋

台

直
人

（倍
”
)

一
秀
癸
会
は
ん
H
十
二
B
．
胆
孟
ら
◇
公
言
一
年

ー
臭
盪
に
お
い
て
加
盟
十
七

過

の

信

瞑

窮

”

学

（昴

）

一
懇
諏
阻
翌
一
名
が
参
加
し
て
開
置
さ
れ

二
位

星
If

岱

（閏
）

一
た
a
58年
国
体

（群
馬
は
闊
）
に
お

ー

症

阿

郎

情

（桜
井
）

ー

い

IflL人
賞
し
う
る
盆
の

卵

の

雑

饂

｀

＊

丹

羽

信
叫

（石
肱
）

屈
の
熱
迄
が
随
所
に
兄
ら
れ
た
“
観

0
小
学
四
年
の
饂

(5
名
）

席

費

歌

盈

．念
坦
う
ご

と

に

増

加

嬉

直

芝

輯

（関
一

戸＂＂＂
5

-

口
"""）

．

嚢
房
っ
た
。

•
福

a
i
g羅
（
石
川
）

．．．． 

人
賞
名
は
次
の
と
お
り
。

◇
小
学
楓
五
年
の
謳

(76名
＿

（か
っ
＿
』
内
は
浙
屈
道
）

僅
g

寺
沢

総

夫
（
桜
井
）

◇
公
二
年
の
麒

（巾
込
み
37名
）

二
位

石
川

靡
叫

（石
川
）

眉

古

山

串
一

(m邑

――匿

諏

訪
和
浩
（
桜
井
）

二

位

守

胤

人

（閲
）

＊

星
If

陽

（関
）

三
位
五
士
瓜
広
文
（
石
）

0
小
＾
年
の
饂

(66名）

山
崎
（
三
段）

大
沢
（
二
段
）
ら
が
優
勝

妥利栂は北三連勝を生謡翰欧

一闘攣隧國翠ll螢It

R
 

•L 

（下
段
左
か
ら
小
学
二
年
l
六
年
、

中
段
中
学
一
年
l
-_＿年
、

後
段
初
段
i
三
段
の
優
勝
者
）

會
杢
ス
ー

K
*
9
9
*

璽

孟

古

ま

a
a委
昌

古

十

七
日
繕
道
鰍

団
体
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戟

帷

級

酋

晋

――名

二
贋

忌

開

実

而

曽

閲

0

1

5

緊

軽
出
蘊
（
二
名

）

よ

岱

一

骨

s憤
山
利
春

二
位

念

克

之

('3,T且
槍
Ill
栄

崖
紐
（
四
名）

出
~
蛋
優
魯
杵

忌

神

謹

敬

（警
釈
学
校
）

3
平

井

敦

縦

四
方
固
3
谷
口

潤

篤
慰
紐

含
名
）

3
歪

羮

優

翌

モ
④
富川

修

二
位

＊

沢

光

莉
覇

）

5
謳
田
烈

m
合
わ
せ
住
⑤
函
怯
茂

（
各
級
と
も

一
位
の
み
全
国
大

5
町
田
煤
則
引
分
け
5
中
田
峯

8
"

会

に

出

場

す

る

）

（

鈴

木

記

）

． 

る も

龍
聰
襲
i
.

（
＿
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

◇

●

Q
 

二
十
二
塾
腐

の
部

一位

塩

島

（
窮
邑
澤
）

一
亙

肥

出

剪

（東

―罪）

三
皿

中

嚢

二

（富
ポ
彗
界
科
）

•
野
口
照
光
（
柏
井
緯
設
）

三
云
哀
調
の
部

一
位
煮
題
世
（
閲
口
綱
院
・樟
川
）

一
匿

直

明

（含
せ
鑓
醤
店

．詔

m)

ーー亙

磐

利

串
（
嬰

19
・前
遵

＊
山
崎
忠
男

（関
口
訊
院
・
渋
川
）

四
二
羹
潤
の
郎

一位
襖
田
道
（
池
田
空
四
・前
檎
）

云
匿

中

山

昇

(n紐
カ
ー
テ
ン

オ
ー
ル

・鯖
堕

ー泣

宮

幽

振

（
桜
井
穣
屈

．
高
崎
）

＊

越

醤

雄

（
東
沓
浮
）

四
土
皿
以
の
郎

一位
玉
川
日
出
織

（玉
川
布
名

・
桐
生
）

云
立

斯

虜

（研
井
榛

屈

．

松
井
山
）

三
江

宏

暉
純
吉
（
會
臼
種
出
店

・

招
山
）

誘
笞
の
部

一
位
志
塚
義

ー
（日
鉄
）

一
亙
吉
田
明

（み
よ

i
庫
会
・玉
村）

一一
匿

輝
翡

ー
（
輝
霞

・
桐
生
）

●

且

岡

正

T
鉄）

群馬県柔道連盟
支 部 長

副支部長

口

田

幸

寅

口
理

’’ 

‘’ 
事 長

男

行

部

男

郎

浜

山

林

江

松

＂ 

．
 戸鉄

浦新十
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~
知
已
負i

笥
阿
ば
工
茶
絡
人
柔
奨
会
の
マ
ナ
ー
は
い
ま
＿
歩
だ
。
立
ち
あ
が

年

一
H
十
四

a．
午
前
九
碕
か
ら
県
っ
て
応
鑓
し
て
い
る
図
は
い
た
だ
け
な

屑

で

閾

嘉

iiiの
代
登
干
い
。

C
及
の
直
字
が
抑
え
払
苓
で
“(It

お
嘉
し
；
＂
靡
（
烈
爾
）
た
あ
と
．
良
碩
の
う
る
き

t
唇

が

鰻

請

し

た

。

あ

げ

て

お

い

て

．

主

畜

の

ゼ

ス

チ

ュ

ア

試
合
は
径
と
も

□耳
生
が
対
が
兄
え
な
か
っ
た
．
声
が
き
こ
え
な
か

象
の
た
め
ま
だ
か
ら
だ
の
小
さ
な
導
チ
っ
た
、
抑
え
方
が
不
十
分
だ
っ
た
と
か

が
v．
か
け
ひ
き
の
な
い
か
わ
い
ら
み
つ
い
て
い
ゑ
摺
が
あ
っ
た
が
、
卒

し
い
熱
覗
か
展
間
さ
れ
た
。
”
球
な
ら
ぬ
苓
籠
な
み
の
わ
粗
水
さ

道

庸

↓

た

磐

中

は

俊

忍

盟

だ

。

祭
出
4
椴
督
の
字
い
る
チ
ー
ム
で
な
お
次
の
五
果
が
信
臣
湧
導
ヂ

士
ー
グ
で
綿
槙
二
中
に
、
細
決
騨
に
遣
ば
れ
た
。

i
に

、

脩

戦

で

ふ

氣

目

g
弘
祠
m)

井成
IVI(

$
Eつ
た
。
先
の
3
宜
笛
大
会
の
一
蘊
鱈
泊
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．
ち
）

固
め
も
巧
み
で
安
定
し
た
謄
ら
っ
ぷ

り

堕

｀

濾

噌

段

面

遁

甚
三
位
，
導
”
・
描
漏
払
い
顧
重
松

・
東
京

た
っ
な
翡
の
石
川
や
品
ゼ
”
つ
昨
祖
全

a
Iく二
）
丑
二
富
・
九
州
横
四
ヵ
罰

・
近
繊

力
が
苦
鴨
だ
と貨
っ
て
お
り
•
5
8国停
段
(I
)

．
甜
杢
ハ
阪
山
下
・
東
・
瓦
合
わ
せ
信
止
不
・
近
畿

に
向
け
て
頼
も
し
い
戦
力
で
あ
る
。

(48.so年
＾
土
日
本
道
子
撞
二
位
ー
の
高
＊
・
東
M

判
”
上
上
ロ
・
卓
京

六
年
の
隅
の
作
暉
は
郎
優
騎
ま
で
は
四
畑
と
山
下
四
段
の
う
ち
の
雌
か
が
優
◇
皐
決
鵬

器

だ

っ
た
が
決
籾
に
限
辺
で
敗
れ
た
騎
す
る
こ
と
は
暉
実
と
み
ら
れ
て
い
た
導
畏
仔
つ
刊
出

ニ
パ
和
弘

の

は

残

令

が

．

緒

屈

心

さ

に

も

の

各

合

わ

せ

て

上

山

下

裏

惰

＊

高

木

此

之

助

巾
二
の
田
村
は
全
ふ
怒
g
し
た
闘
ち
り
詞
子
の
IJJ
ぶ

寵

が

脩

で
ベ
テ
ラ
◇

決
塵

っ
ぷ
り
で
決
＂
に
砥
み
、
時
間
ぎ
れ
寸
ン
濾
藤
五
阪
を
刊
~
上
で
閂
し
切
優
輝
し

1
1
1
下
襄
裕
＊
遠
喪
岱
“

煎
ま
で
優
勢
に
進
め
な
が
ら
絨
絵
に
背
た
。
佐
藤
達
也
君
（
田
島
道
場
）

．

負
い
で
魯
か
れ
て
賛
り
を
汗
し
た
の

低

念

。
試
＾
伯
れ
が
必
哭

h
"
"にと
ば

し

た

が

関

東

少

年

・

学

年

・

別

で

優

勝

そ
の
籠
の
翌
・は
そ
れ
ぞ
れ
準
給
i

第
四
回
柔
道
ま
つ
り

ま
で
進
み
撲
資
は
な
っ
た
が
壼
E

し
。
円
段
の
糸
片
の
み
一
回
輯
で
敗
全
日
本
名
坐
頁
各
予
濯
．

8
＊
柔
讚
々
決
輯
）
ま
で
騎
ら
追
ん
だ
。

れ
た
が
．
優
＂
者
と

1
る
不
濾
だ
っ
た
道
斯
聞
社
後
紐
の
第
四
回
柔
道
ま
つ
り

m作
鴨
の
這
場
対
航
は

一紐
導

笞
一

全
鮫
的
に
眼
勢
が
古
語
躍
し
、
特
に
少
は
四
月
十
＂
、
午
峨
十
時
よ
り
衷
皐
、
名
編
成
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戟
で
．

序
径
這
の
格
の
効
が
あ
が
っ
て
鱚
し
中
母
騒
愛
＆
せ
鯰
に
お
い
て
闊
催
さ
田
島
道
蝸
は
星
野
知
寿
犬
切
殷
．

Jll脇

か

っ

た

。

れ

た

。

こ

の

試

合

に

は

闊

東

各

郡

県

の

正

乙

一

殷

、

令

荘

m二
段
が
出
場
し
た
。

饂
、
北
唇
て
整
凪
窟
＿
土
紐

一
回
匹
雨
0
の
楽
謄
の
あ
と
．

二
回

畏
参
加
し
た
。
輯
で
咋
年
優
”
の
闊
沢
這
鳩
と
対
戟
．

嬰

恐

屈

＊

含

上

空

雀

r摂
醤
字
の
あ
げ
た
二
つ
の
ポ
イ
ン

の
郎

(
-
る
大
会

g点
で

峠
竺

上
着
定
の
碍
七
累
摯
の
ポ
イ
ン

年
で
あ
る
が
｀
巾
し
込
み
碍
に
は
小
卜
と
か
ん
ち
が
い
し
て
し
ま
い
恒
ま
”

登
ハ
年
生
で
あ
っ
た
た
め
．
ー
』
の
大
会
”
ち
と
軍
雪
し
て
・・1
・・
田
鳥
敏
悶
監
督

は
貪
が
一
年
づ
つ
下
の
業
・
に
出
嶋
琶
二
対
そ
敗
退
し
た
。

し
て
い
る
）
に
出
し
た
熊
彗
笛
逗
．

（
前
讚
二
中
ー
が
ほ
宮
で
の
六
回
戟

を
全
て

一
本
騎
ち
し
．
み
ご
と
関
東
を

切
割
覇
し
た
。
同
石
は

l-月-+
i8

に
揖
器
字
｀
げ
わ
れ
た
東
・Jjf近
貼
柔
這

＊

竺

喜

忠

）

で

女

小

学

六

年
の
郎

iし
て
お
り
．
こ
の
学

年
に
お
い
て
は
閲
東
備
の
導
チ
に
成

長
し
て
お
り
将
来
が
稟
し
み
な
瀑
ヂ
で

ぁ
令
小
学
五
年
の
郎
に
出
場
し
薩

嬰
l

塩
（
坦
鑓
鑓
）
も
四
回
戦
（

有限会社 江原時計店

群馬県藤岡市籐岡 372番地
電話藤岡 {02742)2-04 4 6番

群馬県藤岡市藤岡370
T E L 02742(3)3 7 0 1 

郷土に緑を！！家庭に花を．”

有限会社itL↓月含科[.i『hf

中 町 店

東原新町店

沼田市中町l1 2 5 
TE L0278(2)2 2 7 4 

沼田市東原新町1827
TE L0278(2)2 3 2 6 
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一
臣

前
列
左
か
ら
糸
井
、
木
暮
、
誓
井
、
大
瀾

後

列

這

鶴

、

響

山

、

田

村

、
関
口
、
輌
井
、
高
機

ヽ 可笠．←t
; c9:; 

ビ＾＇~，

・し
'
J
"

元
前
橋
商
業
高
校
監
督

こ
の
小
召
昭
和
四
十
四
年
に
本
県
｀
渋
Ill女
子
高
校
体
育
館

で
行
わ
れ
た
全
国
滋
ぼ
総
合
ー
育
大
会
柔
道
大
会
に
．
傭
紐
麻
稟
滋

岱
三
位
入
賞
と
攣
し
た
あ
と
全
国
晶
抒
岳
棗
樺
の
指
示
に
よ

り
、
同
輝
機
閲
誌
に
強

w逼
阻
多
g
四
鵬
し
て
也
い
た
も
の
で
あ
る
。

譴
年
に
本
貼
に
わ
い
て
間
償
さ
れ
ゑ
憐
冦
蒻
柑
）
や
．

そ
の
庫
の
弧
化
軍
の
一
助
に
な
れ
ば
と
一
部
加
筆
し
て
直
鯰
し
た
。

私
が
阻
立
桐
生
工
素
高
校
か
ら

i甜
~

遵
唱
屑
へ
暮
し
て
き
た
の
は
昭

和
四
十
二
年
四
H
だ
っ
た
。

県
．
の
各

嚢
で
は
い
わ
ゆ
る
阻
監
惇
蔽
和

四

圏

磁

全

困
"
1
ぽ
総
令
汗
冑
＊
会

）
の
男
と
な
る
道
予
が

一
年
に
入
学

し
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
雄
化
対
田
に

動
き
た
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

の
可
雛
性
、
下
位
入
賞
の
可
熊
性
と
三

慇
に
分
け
、
そ
れ
ら
を
紐
重
点
強
化

指
定
校
、
重
点
弧
化
野
為
｀
袖
化
指

段
と
し
て
い
た
。

出
佼
の
蘭
部
は
そ
れ
ま
で
の
数
年

間
ほ
と
ん
ど
の
印
大
会
の
僭
靭
を
独
占

し
て
お
り
、
そ
の
年
の
三
月
に
は
第
一

9ぽ
選
手
団
の
中
に
士
屈
荘
将

易
餓
化
本
部
で
は
各
麟
鵡
『
＇
，
別
が
選
ば
れ
｀
一
年
生
に
は
只
＋
山
学
校

に
二
校
ほ
ど
を
輝
廂
桜
に
道
び
．
大
会
で
優
騎
し
た
渋
lll中
学
校
の
道
子

そ
の
中
で
優
闘
の
可
籠
｀
上
位
人
賞
＾
泊
岱
”
人
学
し
．
す
こ
ぶ
る
士
気
が
高

ga
.
 

-..-..＿ 
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
対
外
的
に
は

昭

二十
葎
の
関
東
大
会
で
二
位`

一
二
十
八
年
の
松
山
に
お
け
る
全
国
大
会

で
三
位
に
入
賞
、
こ
の
二
回
書
り
K
き

癸
会
叉
賞
し
た
こ
と
は
な
く
、
そ

の
後
は
全
人
会
に
は
出
鳩
す
る
も
の

の
リ
ー
グ
戟
を
抜
け
き
れ
ず
低
逃
を
続

け
て
い
た
“
そ
れ
が
中
学
の
闊
優
庸
メ

ン
バ
ー
が
そ
っ
く
り
入
っ
て

eた
と
い

う
だ
け
盃
点
雄
化
指
定
校
に
な
り
、

向
雌
に
払
も
そ
稲
導
者
と
し
て
、
動

務
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、

ト
分
な
戦
力
分
折
も
な
し
に

一
方
的
に

應
庸
桟
と
な
っ
て
も
、
果
し

て
上
位
入
賞
す
る
だ
け
の
素
賣
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
m
返
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
は
い
う
な
ら
ば
上
位
入
賞
せ
よ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
し
、

．
と
で
触
れ
る
が
こ
の
環
填
で
は
全
見

一
会
で
リ
ー
グ
姦
＂
る
の
が
精
い
っ
ぱ

ま
た
轟
と

組
ん
で
も
積
極
的
に
技
を
か
け
る
で
も

な
く
．
返
し
技
ば
か
り
を
ね
ら
っ
て
い

た
の
で
は
け
っ
し
て
よ
い
兄
本
に
は
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
私
は
忍
い
き

っ
て
い
わ
ゆ
る

r"古をつ
け
る
」
と

ぃ
ぷ
導
9
唇
四
ど
棗
で
瞬

り
た
。
血
籍
に
以
ん
の
戦
力
で
ど
こ
ま

で
戟
え
る
か
虐
＇
と
檎
“
し
た

1

碁
蠅
停
力
も
技
術
も
鐵
え
力
に
よ
っ
て

は
全
国
一
硫
に
な
れ
る
素
地
は
＂

っ
て

い
た
．
し
か
し
一
番
問
題
に
な
る
絨
町

覇
は
は
な
は
だ
ぉ
襲
だ
っ
た
。
あ

三
位
入
賞
を
目
標
に

-

新

井

礼

次

郎

.
4
4
総
体
の
回
顧
：
．．．
．
 
i

疇・

麟一疇疇一一
疇
扇
璽
睾
霊
襲
璽
靡
璽
鴫
雪
疇

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．
．．．．．．．．．
．．．．．．．．
．．．
．．．．
．．
．．．
．．．．．．．．
．．．．
．．．
．．．
．．．．．．
．．．
．．．．．
．．．．．
．．
．．．．．
．．．．．．．
．．
．．．．．．．．．． 

い
で
あ
ろ
う
．
せ
っ
か
く
の
素
を
大

含
く
伸
ば
す
た
め
に
は
籍
の
練
習
力

法
を
考
各
な
け
れ
ば
を

2
し
い
。
従
米

の
入
賞
チ
ー
ム
の
体
力
と
慎
序
底
？
＾

合
わ
せ
て
み
る
と
体
力
で
は
そ
れ
を
し

の
ぐ
と
二
ろ
ま
で
も
っ
て
い
け
そ
う
た
。
―

蘭

は

当

劣

が

惹

H
子
ち
る
だ
ろ

う
。
“
m
m
の
足
り
な
い
と
こ
ろ
は
体

f

で
カ
パ
ー
し
て
ペ
ス
ト
四
｀

位
入
賞
し
よ
う
．
こ
れ
が
出
切
に
た
て

四

つ
ま
り
――-

つ
の
指
導
目
標

日
全
国
一
の
董
覆
力
を
m
る
。

n
，
を
懲
呼
い
に
行
う
。

曰

全

aの
一
癌
累
と

や

試

ĝ』
さ
せ
て
n
m
を
岱
た
せ
、

同
碍
に
全
国
窃
勢
を
知
ら
せ

る
U

躙

晋

の

蟹

m

に
且
お
念

屈
え
R
哀
紬
習
さ
せ
る
。

nと
躙
に
つ
い
て
は
ど
＿
』
の
学
校
で
も

行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
．
日
に
つ
い

て
も
一
流
の
学
校
で
は
ご
＜
嘉
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
出
12で

は
こ
れ
が
今
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

全
国

一

の
基
礎
体
力
を

冨
一
点
の
基
鬱
努
を
作
る
に
つ
い

”
以
浜
占
涌
か
ら
菊
坦
印
正
が
郎
を
て
は
ま
ず
、
身
体
計
躙
か
ら
始
め
た
。

兄
て
い
た
が
、
五
十
拿
に
な
ん
な
ん
と
輝
圃
｀
闘
圃
｀
瞑
週
大
腿
圃
下
“

し
て
い
た
た
め
正
憧
士
遺
打
を
行
て
指
圃
｀
前
麒
叫

K
馳
圃
烹
。
ま
た
“

導
で
き
る
若
い
指
導
が

一
人
ほ
し
か
体
慎
能
で
は
匹
JJ．
打
筋
れ
肺
枯
駄
．

っ
た
わ
け
だ
が
．
私
も
そ
の
雌
す
で
に
魯
唇
｀
柔
飲
．

5
0
m
喚

ハ

ー

三
し
＇
逗
そ
ろ
そ
ろ
下
＂
成
の
頃
で
あ
パ
ー
ド
ス
テ

ッ
プ
テ
A
卜
等
が
あ
げ
ら

る
し
．
争

殺

位

雀

・

症

tt-れ
る
。
ま
た

一
〇

き

劣

附

唇

輯
さ
れ
た
諜
は
な
え
ず
師
み
．
下
肢
に
m
"
き
．
そ
の
前
に
ホ
詠
荘
で
立
ち
全
形

純
痛
や
し
び
れ
が
あ
り
．
淫
紐
と
一
緒
ヰ
立
を
と
り
｀
こ
れ
た
開
と
比
較
し

に
練
習
を
紐
け
て
い
け
る
状
態
で
は
な

＂
分
の
か
ら
だ

Q
芸
翌
は
っ
さ
り
認

か
っ
た
。
こ
れ
を
罵
踵
に
続
け
て
い
け
識
さ
せ
ス
ぷ
“
法
も
考
え
て
み
た
。
こ
れ

ば
総
作
絢
に
白
分
の
か
ら
だ
が
つ
ぷ
れ
ら
の
体
力
の
狐
状
を
は
っ
き
り
認
識
さ

せ
た
う
え
で
証
日
の
練
苦
の
あ
と
に
ウ

エ
イ
ト
と
サ
ー
キ
ッ
ト
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
採
り
＾
れ
た
“
二
｀
三
年
生
に
は

力
を
軟
え
た
だ
け
で
日
主
性
に
ま
か

せ
彎
一
年
に
は
全
は
（
九
人
一
実
庫

さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
ウ
エ
イ
ト
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
内
布
は
ペ
ン
チ
プ
レ
ス
．

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
レ
ス
．

カ
ー
ル
｀

ハ
イ
ク
リ
ー

ス
ク
ン
デ
4
ン
グ
ロ
ウ
｀

ン
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
の
六
種
目
と
し
た
。

蒻
は
投
霙
が
生
口
瓦
柔
｀
土
の

練
習
の
あ
と
に
ウ
エ
イ
ト
を

H
、

*

＊
、
金
に
サ
ー
キ
ッ
ト
を
さ
せ
た
。
バ

た
H
ば
だ
っ
た。

＝
社
な
ら
ば
陣
に

一

質駿
L
た
こ
と
が
あ
る
．
し
か
し
そ

の
閲
は
紐
＂
級
と

―

麒

）
が
い
て
の
こ
と
で
あ
り
、

今
回

は
麿
し
た
導
は
い
な
い
が
そ
れ
で

も
順
綱
に
伸
び
れ
ば
三
位
に
は
な
れ
る

だ
ろ
う
。
埠
の
利
＃
占
め
マ
ふ

s,

と
い
う
こ
と
も
望
ま
し
い
が
｀
二
れ
は

選
予

iも
そ
の
目
は
の
大
き
さ
に
つ

わ
れ
た
湯
洩
（
聞

ぷ
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
“
終
日
ほ

を
＿
匿
に
決
め
｀

三
位
入
寅
の
た
め
の

可
を
次
の
四
点
に
紐

2
森
＂
し
た
。

な
月
の
項
だ
け
が
門
ぼ
の
独

"3

の
方
法
だ
ろ
う
。
“
術
よ
り
は

4
ゎ
侵

先
さ
せ
る
の
は
邪
道
の
そ
し
り
を
受
け

る
だ
ろ
う
。
値
県
の
練
曹
は
臼
虞
に
恵
ま

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
息
う
よ
う
な
綽

習
が
で
き
る
が
本
県
で
は
ど
う
あ
せ
っ

て
も
充
分
な
賛
は
で
合
な
い
の
で
｀

せ
め
て
碁
復
ヵ
だ
け
で
も
全
国
の
ど

の
学
ぽ
に
も
氏
け
な
い
も
の
を
作
り
｀

白
け
を
”
た
せ
、
蘭
の
不
足
を
少
し

で
も
カ
パ
ー
し
よ
う
と
考
え
た
わ
け
で

あ
る
。

ー
ペ
ル
は
百
キ
ロ
を
セ
ッ
ト
で
き
る
の

色
訊
m
返
し
た
。
こ
の
成
果
は
訓
“
“

の
と
お
り
で
あ
る
a

四
十
四
年
の
人
会

乱
で
は
体
力
に
関
す
る
組
り
全
国
で

一
疏
で
あ
る
と
日
他
と
も
に
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
令
こ
れ
が
の
ら
に
は

拭
会
に
臨
ん
だ

g．
自
分
は
体
で

は
氾
＂
に
負
け
な
い
と
い
う

・U
償
か
ら

積
極
的
に
試
合
に
血
め
る
と
い
・？
本
き

肴
点
素
ユ
ん
だ
と
忠
う
。
3
阿
の
追

中
で
麟
痛
を
扉
え
合
が
あ
ら
わ
れ
た

が
、
こ
れ
は
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

翡
の
翡
さ
か
爾
の
鳩
に
よ
る

も
の
か
瓜
因
は
不
町
で
あ
っ
た
が
症
状

に
よ
り
す
べ
て
の
練
判
を
体
ま
せ
た
り
｀

ペ
ン
チ
プ
レ
ス
だ
け
を
さ
せ
た
り
し
た
。
＿

幸
い
縣
汗
協
が
大
学
訊
院
の
先
生
に
依

頼
し
て
ス
舟
ー
ツ
灰
事
相
該
を
篤
料
で

で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
っ
た
の
で
二
れ

も
積
極
的
に
利
111さ
せ
て
い
な
た
贔

症
省
を
だ
さ
ず
に
す
ん
だ
。

サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
お
い

て
は
切
め
は
｀

-`
葬
久
且
絲

40回
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反
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こ
れ
ら
た
1
七
ッ
ド

一
斉

iiった。

サ
ー
キ
ッ
ト
は
各
＂
に
合

っ
た
も
の
を

プ
ロ
グ
ラ
ム
す
る
の
が
瓜
則
だ
が
、
計

躙
力
法
を
屑
に
す
る
店
、
あ
え
て

一
斉

の

力

抹

っ
た
。
こ
れ
ん
ニカ

個
別
指
導
を
徹
底
的
に

第
る
一
点
の
屑
導
は
ど
こ
の
学
ば

で
も
同
じ
刀
法
を
と
っ
て
い
る
の
で
”

述
は
辺
け
る
が
．
も
L
蒻

名

し

で

も
違
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
．
私
の
技
術

上
の
考
え
品
押
し
つ
け
な
か
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
入
学
峙
か
ら
誼
ら
の
3
匹＂を

兄
て
い
て
慎
欝
に
れ
に
な
る
と
こ
ろ

が
ず
い
分
あ
り
．
切
め
は
な
お
そ
っ
と

し
て
み
た
が
形
が
く
ず
れ
た
P
J
.
n
は

を
失
わ
せ
た
り
し
て
結
位
の
内
え
を

F
げ
た
。
往
は
そ
の
去
の
は
加
r
9カ

に
適
応
し
て
い
る
わ
け
で
あ
っ
て
．
ら

が
う
体
型
、
体
力
の
七
が
n
分
の
経
麒

や
号
え
で
な
わ
そ
う
と
L
了
み
て
も
黒

雌
が
あ
る
と
勾
え
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
こ
で
彼
ら
の
技
は
そ
の
よ
ま
伸
し

流

校

と

練

習

を

蜀
―点
め
の
曲
化
項
必
筏
．

一

流
の
用
と
の
練
宮
で
あ
る
が
．
私
這

が
虫
切
た
て
た
計
画
で
は
．

ニF

-―
-..
 

で
は
一
硫
邸
”
と
さ
せ
．

王
年
に

な
っ
て
か
ら
は
＊
字
へ
逍
れ

x"っ
て

挫
さ
せ
る
予
定
で
あ
・
た
が
｀
し
か

森
で
と
の
合
岡
綽
暫
は
糾
乱
さ
せ
る

だ
け
た
と
息
い
と
り
や
め
に
L
た
“

全
因
の

一
流

傾

と
し
て
ま
ず
私
遠

＂ほ

ど
絨
け
て
か
ら

‘
 

て
仇
荷
を
（

勢

行

畠

ぃ

iが
シ
く
て
｀
贔
続
阪
階
ま
で
に

一内
の
阿
款
に
ふ
や
し
た
。
3^

岡
綽
習
が
で

g
た
の
は
十
回
く
ら
い

記
紐
は
8
分
か
ら
9
分
の
間
で
あ
っ
た
。
だ
っ
た
そ
っ
。
結
局
頼
れ
る
の
は
大
や

こ
の
二
つ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
他
に
紐
生
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
東
ば
の
大
学

子
で
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
カ
を
い
（
出
＾
．
奨
ー
に
頼
み
各
＾
昂

~ご
と

ろ
い
な
ぇ
｀
殺
宣
で
も
嬉
遺
車
の
に
三
今
っ
派
這
し
て
い
た
だ
き
、
闘

中
で
も
随
雌
行
わ
せ
た
。
ま
た
精
押
人
但
を
品
｀
心
丘
零
＂
含
み
て
も
ら
う

的
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
た
め
に
．
柔
こ
と
に
し
た
。
こ
の
三
人
"uc8前
に

辺
筍
を
全
然
屯
さ
せ
な
い
で
ト
レ
ー
ニ
軽
．
中
｀
重
と
な
る
よ
う
配
虞
し
て
も

ン
グ
だ
け
の
日
を
設
け
た
こ
と
も
あ
る
。
ら
っ
た
。
ま
た
自
ぼ
の
道
手
は
左
技
に

が
相
手
に
考
え
た
の
は
天
既
訟
校
で
あ

る。
-

N

の
年

(42
年
・）
に
天
輝
涸
は
全

嬰
会
で
は
m酉
"
1
に
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

盆
敗
し
た
が
．
旧
げ
で
は
詞
じ
メ
ン

バ
ー
で
優
騎
し
て
い
る
。
天
珊
必
に
合

詞
練
習
店
み
を
蘭
し
て
い
た
だ
い

た
の
で

一
週
間．

一

番

弁
笞

屈

み
の
後
手
に
追
れ
て
行
っ
た
。
ま
ず
ゎ

丘
い
の
JJが
わ
か
ら
な
い

M
uに
綽
習

試
＾
¥
伍
試
合
し
て
み
た
が
、
い
ず
れ

も
二
点
苓
ほ
ど
＄
力
が
携
＇
た
。

一
年
生
に
し
て
み
る
と
こ
れ
が
tJJ
め
て

の
県
外
試
合
で
あ
っ
た
。
行
に
聞
・
え
た

天
高
と
試
＾
足
し
て
そ
れ
ほ
ど
大
茎

な
く
、
し
か
も
阿
点
か
は
取
れ
る
。
糾

み
合
わ
せ
を
つ
ま
く
十
れ
ば
あ
る
い
は

そ
の
得
意
往
へ
の
述
絹
．
間
意
技
か

ら
の
追
船
位
を
多
く
叩

M
さ
せ
る
こ
と

に
き
り
か
え
た
。
ま
た
、
出
山
そ
の
3

咽

に
足
位
を
ば
え
る
者
が
少
い
の
で
．
他

の
一
切
の
技
を
ネ
止
し
、
c
~
~け
の

練
習

LIi紅
け
た
。
ャ
占
れ
の
道
予
は
一

人
が

一
六
三
セ
ン
チ
と
少
さ
い
が
．
餓

は
平
均
一
七
八
セ
ン
テ
あ
り
こ
れ
に
な

H
-＊
背
い
を
惰
し
う
る
と
こ
ろ

ま
で
練
”
さ
せ
た
点
も
符
巴
と
冨
え
ば

ゴ
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
また
．11出
h
,

る
が
私
の
体
の
利
か
な
い
と
こ
ろ
は
＊

窟
贔
ん
で
練
習
を
つ
＂
て
も
ら

い`

そ
れ
ら
の
人
た
ら
と
逍
F
の
仲
ぴ
具
＾
＂

い
点
紆
細
に
検
討
し
た

蒻
い
き
ら
い
が
あ
っ
た
の
で
左
位
の
人

麦
森
＂
に
“
ん
た
。
＋
令
か
ら
爵
さ

れ
る
人
は
庫
HIJと
し
て
問
一
人
と
し
、

そ
の
節
ぼ
部
の
仲
ぴ
全
摂
皿
に
検
討

し
た
。為
高
校
の
婦
り
に
糸
3

組
で
数
ぽ

と
n試
合
を
行
な
っ
た
が
こ
こ
で
は

阿
改
め

一
人
も
お
ら
す
．
夜
就
咄
す
る
ま
で
の

闘
も
位
は
は
と
ん
ど
IuIか
れ
ず
．

た
た
た
だ
努
扁
囚
を
皿
す
る
だ
け

だ
っ
た
。
こ
こ
で
の
練
匹
で
り
と
ぶ
て
す

る
た
め
に
は
維
の
人
よ
り
畠
く
な
り
．
―

立
技
に
お
い
て
は
相

T`
庫
伍

に
“
い
て
は
相

f
品
”
え
つ
け
る
以
外

に
“
栴
か
な
い
『
E
を
身
を
も
っ
工

磁
し
た
は
ず
で

g0

こ
の
合

reJaり
の
桃
屈
合
で
は

ま
た
し
て

t累
隈
晶
校
に
襲
し
た
が
．

餞

の

一
流
ど
こ
ろ
に
は
繁
が
二
年

生
を
王
に
し
た
チ
ー
ム
で
あ
っ
て
も
闘

つ
こ
歩
で
急
た
。

同
年
の
四
月
休
み
に
斯
喝
東
北
地

方
を
転
載
し
た
が
三
n
合
由
の
成
果
が

皿
実
に
犬
わ
れ
．
岱
笈含

~ば
は
斯

厚
る
か
し
し
れ
な
い
と
い
う
気
も
す

る
。
当
次
貨
も
よ
く
な
nム
欲
も
湧
い

て
く
る
。
し
か
も
綽
門
の
き
つ
さ
も
U

分
の
学
校
§
ぼ
で
め
る
し
．
他

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
紙
は
自
分
の
カ

が
多
い
と
な
る
と
部
U
雄
の
尉
に
も
あ

ゎ
よ
く
ば
と
い
う
litが
出
る
a

-
』
れ
を

本
に
し
た
。

東
蘊
高
ぽ
に
搾
敗
し
．
瑾
＋

二
年
、
値
"Ilflt．洋
ま
た
は
暫
一
年

し
か
し
、
こ
こ
で
ど
う
し
て
も
課
め
て
龍
間
の
広
さ
を
知
っ
た
。
）
を
意
識
し
ず
に
充
分
闘
え
．
ま
た
騎

ら
れ
な
い
＊
き
な
ギ
ャ

ッ
プ
が
ウ
令

四

古
一年
の
三
H
に
ま
た
天
瑾
高
れ
っ
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
こ
の
追
祉

そ
れ
は
生
の
綽
習
相
手
の
禁
で
あ
る
。
へ
出
か
け
た
が
、
こ
の
時

R
喘
屈
合
で
も
ま
た
、
日
大
山
形
に
は
体
h
で
圧

い
わ
ゆ
る
練
習
履
で
あ
る
。
駁
在
の
で
は
平
年
皿
匹
の
紐
囲
以
鑓
の
ギ
ャ
ッ
プ
倒
＇
る
が
ら
動
き
の
＂
古
で
押
し
ま
く

一
年
轟
士
の
力
の
数
は
そ
れ
ほ
ど
な
に
も
か
か
わ
ら
ず
恐
れ
て
い
た
ほ
ど
の
ら
れ
惨
敗
し
た
。
こ
の
試
合
で
農
歓

く
も
．
否
ぶ
に
は
国
で
単
撃
I

茎
は
つ
い
て
お
名
、
む
し
ろ
薗~よ
狐
は
．
ど
ん
な
に
サ
ー
キッ
ト
ト
レ
ー

ム
で
鐙
輝
す
る
ほ
ど
の
三
蛋
が
お
り
．

IJ
よ
い
試
合
が
で
き
た
。
こ
の
怪
で
ニ
ン
グ
で
よ
く
・
え
て
い
て
も
．
試
合

屑
情
的
に
は
署
の
念
竺
何
よ
り
の
収
穫
は
悶
の
鍛
練
…
―
の
峙
に
孟
の
自
分
の
動
を
よ
り
も
ひ

俎
マ
大
会

H
慮
輝
す
る
ほ
ど
の
逸
＂
魯
の
結
め
所
か
ら
道
岨
ま
芯
い
て
と
テ
ン
ポ
早
い
動
き
で
鋤
か
れ
る
と
、

が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
上
級
生

一
-0
分
か
か
り
．
午
前
の
練
汚
が
竺

一攻
防
の
ク
イ
・
・`ン
グ
が
く
ず
れ
．
劣
勢

に
も
ま
れ
て
い
れ
ば
U
が
経
つ
に
つ
れ
て
か
ら
午
綾
の
練
習
が
始
ま
る
ま
で
正
の
ま
ま
終
始
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

そ
の
学
は
大
き
く
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。
味
二
峠、
IIJ半
し
か
な
v
.
”
5
“
の
関
間
令
ま
た
．
名
地
＃
年
覇
L
て
も
全
試

そ
れ
に
伴
っ
て
“
の
ず
か
―
ユ
腐
力
の
と
女
“
の
雌
間
を
差
し
引
く
と
体
組
峙
＾
a
に
輝
つ
と
い
う
こ
と
は
安
易

e"己

差
も
で
き
て
く
る
。
こ
れ
と
盈
＇
る

IUIは
一
時
間
だ
っ
な
運
チ
は
こ
の

一

瀾
＂益
苓
得
る
だ
け
で
マ
イ
ナ
ス
も
大

い
か
ぎ
り
上
位
入
賞
は
望
め
な
い
。
こ

畔
皿
F
江
E
力
を
で
羹
う
る
か
ぎ
り
血
耀
さ
い
が
｀
必
ら
ず
ど
こ
か
で
負
け
た
の

ち
ら
は
自
分
遠
よ
り
少
品
ぃ
呂
蛍
す
る
ぺ
く
．
n,はる
よ
う
に
眠
つ
な
も
で
llti
い
上
り
も
な
く
幸
い
た
っ
た
。

だ
け
．
顧
み
の
贅
寒
の
農
動
摩
は
訓
翻
ち
ろ
ん
食
事
の
峙
問
も
緯
蹟
す
る
名
は

｀
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入
賞
し
、
呂
婆
ど
並
ん
で
名
＊
t

は
テ
ン
ポ
の
追
い
蘭
に
あ
り
と
・
ぇ
．
プ
レ
ス
で
は
夏
口
土
々
点

6げ
．
晨
で
堕
｀
た
時
に
ま
ズ
の
恩
益
~
昔
然
て
る
。
宕
裔
＄
露
濡
は

に
東
E
＊
の
双
塁
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
さ
ら
に
＊
充
圭
相
手
に
研
究
を
要
3

筋
丸
ス
タ
ミ
ナ
と
も
直
一
流
負
ん
だ
飢
岱
ち
は

r
こ
れ
で
よ
し
．
翌
諏
細
器
写
と
し
贔
は
か
な
え
ら
れ
な
い
。

_＿
甕
籠
し
た
。
い
よ
い
よ
関
東
大
会
た
。
こ
れ
ま
で
に
緑
験
し
た
県
外
校
と
負
し
て
い
た

。

し
か
し
蘭
的
に
は
ま
の

l—
布
入
賞
は
果
し
た
」
と
い
う
訊
待
優
輝
を
目
繹
に
し
で
い
た
か
ら
あ
そ
こ

罠
鸞
雙
が
温
く
な
っ
て
き
た
。
の
練
習
試
合
は
一
年
か
ら
計
算
す
る
だ
一
油
の
不
安
が
あ
っ
た
が
｀
あ
と
は
ち
だ
っ
た
。
三
年
間
の
緊
臓
が
い
っ
ぺ
ま
で
111え
た
。
つ
ま
り
到
遠
贔
が
ち
糸
井
義
一
屡

し
か
し
．
ぃ
羞
点
叩
け
て
み
る
と
―
―
上
に
頁
試
＾
星
皐
え
た
。
こ
の
頃
は
組
み

gせ
し
だ
い
と
い
・
＆
給
た
っ
ん
に
ほ
ぐ
れ
た
。
が
っ
て
い
た
の
だ
。
絡
暉

g
-8
墨
属
勲

回
戟
ま
で
は
吾

8
Z界
の

勢

い

で

す

で

に

ウ

エ

イ

ト

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

は

や

た

。

準

給

の

化

を

全

る

の

に

ど

ん

で

器

祗

楓

し

な

g
i力の
関

口

曼

塁

騎

ち

進

ん

だ

が

、

攣

こ

皐

良

し

め

て

い

た

が

、

景

の

鵬

も

が

ペ

ン

チ

な

に

薗

作

っ

て

も

、

内

心

の

麗

i

＿
屡
紬
々
誌
で
i

i

対
一
で
蓄
塞
烹
全
体
直
葎
、
電
々
藁

の
ゆ
る
み
騒
し
お
お
せ
る
も
の
で
は
高
全
瞑
っ
た
鱗
馨

U
誼
盃
）
で
あ
日
村
薯
”
二
段

全

国

大

会

に

二

年

チ

ー

ム

で

出

場

新

鮮

な

気

持

で

練

習

を

t

g

鵞

i
り
一
対
二
の
負
け
、

腐
の
試
合
は
児
二
年
g
g
t
た
．
第
四
点
め

0
9

に
そ
の
る
。
爵
て
い
る
急
~
ぅ
＆
―

i
^
7年
こ
そ
は
と
は
り
き
っ
て
い
た
の
で
宿
願
の
三
位
入
賞
ー
な
い
。
こ
れ
は
景
に
¥
ゼ
贔
っ
た
。
蔦
ヽ
エ
蜃
畠
邑
儡
屋
（
ラ
グ
ビ
ー
螂
）

高
檎
人
志
復

唇

貪

一

年

t蘊
し
、
畠
ま
舅
の
繋
が
貪
二
年
と
い
う
日
の
練
冒
内
容
ゑ
嬰
砿
念
た
せ
る
。
ず
二
日
ほ
ど
体
ま
せ
る
。
大
会
が
近
つ
惰
ぼ
う
然
と
し
て
し
ま
っ
令
し
か
し
全
臼
大
会
の
組
み
合
わ
せ
琵
斑
撞
｀
ゑ
鱈
鵞
と
当
る
だ
ろ
う
。
墓
の
練
れ
た
で
あ
？
°
嘉
糠
庖
七
臓
し
て

こ
の
あ
を

一
g
-＋
B
に
品
＂
中
央
姦
、
夏
ス
ト
ア
黛
玉
）

で
の
延
ぺ
ニ
十
五
試
拿
二
士

＿璽
一
の
は
．

I的
に
作
っ
た
結
果
で
は
な
不
匿
え
璧
茎
し
て
い
る
与
ぐ
や
く
よ
畢
の
控
乎
逼
緻
に
な
る
の
で
こ
こ
で
ま
た
例
の
論
誌
応
使
っ
た
。
す
本
茎
や
O
B
と
繋
校
の
戦
力
を
分
翌
央

9
そ

2
霰
昌
窺
か
ら
考
え
る
一
麟
も
し
て
い
な
い
と
い
・
2
只
い
め
も

4

し
け
と
い
？
了
で
の
墨
の
常

t.
＿＿
軍
の
質
四
人
麦
じ
え
て
め
さ
せ
、
今
の
練
璽
E
寮
斎
行
さ
せ
贔
日
は
体
み
に
負
＾
畠
ゎ
せ
た
。
な
わ
ち
r
今
K
会
の
醤
驚
屠
に
は
折
し
た
。
い
ろ
い
ろ
の
情
撃

tと
に
占
秀
が
一
堕
で
あ
る
。
が
紬
の
利
あ
っ
な
一
騎
で
も
し
て
い
れ
ば
そ
れ
縄
の
那
覇
吏
虞
球
姦
葎
嘉
に
お
い
盗
裕
屡

織
で
は
考
え
ら
れ
な
い
成
績
で
優
躙
し
の
墾
呂
g
-
』
う
な
っ
た
の
了
の
る
。
こ
の
よ
＆
員
胃
居
導

tそ
れ
を
自
覚
し
．
外
へ
出

x↑

9̂̂
6では
引
色
分
け
の
試
＾
名
し
亨
ゑ

E
賽
篇
が
ヤ
マ
で
あ
令
箪
斧
し
書
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
を
'
:
取
り
が
て

r騎
っ
た
｀
エ
薗
複
握
醤
暮
證
災
怠
間

i

l窒

ナ
、
＿
車
の
県
金
は
全
纂
履
っ
て
、
薯
で
に
は
一
乎
界
に
直
＾
：
贔
磁
惰
性
に
疏
れ
る
の
位
い
晴
し
を
す
る
で
も
な
く
一
日
家
で
過
こ
て
い
る
。
聾
麿
暉
の
学
校
に
は
練
塁
で
え
厖
に
道
む
了
の
そ
る
晶
訟
は
今
も
考
え
て
み
な
そ
し
て
ほ
覇
は
天
靡
っ
た
」
と
言
え
る
が
そ
れ
を

9‘
、
か
れ
｀
＊
エ
か
・
年
＿
慎
沖
縄
か
ら
葱
轡
―
ー
屡

よ
り
一
争
の
瀑

Z
出
場
し

、

＆

感

i
-jとが
で
言
た
と
い
う
な
凛
チ
の
動

9
夏

て

い

る

と

霰

し

た

。

騎

っ

て

い

ゑ

で

は

な

い

か

、

し

た

が

っ

年

の

九

州

大

会

の

優

霰

を

聞

く

。

柔

慧

k”
載
ら
し
か
上

gほ
準
々
慧
戟
わ
ず
し
工
苔
い
た
。
蘭
五
校
の
代
賓
が
登
皿
し
た
。
奉
い
＊
仕
熊
益
蓬
（
浪
川
）

的

Eる
か

罹

§

か

す

ぐ

わ

か

て

わ

れ

わ

れ

は

閲

癸

会

で

優

し

た

道

2
砿
九
州
大
会
で
鐙
mし
た
学
校
稔
の
対
宦
綸
高
載
の
対
ヨ
籍
い
っ
世
万
0
で

あ

っ

た

。

ゑ

序

一

校

の

中

に

唇

れ

た

。

＊

9-＿阪

ま
で
に
一
点
賽
と
す
か
霧
と
さ
な
い
か
点
で
は
寧
い
だ
っ
た
。

で

厖

で

色

た

。

金

園

大

会

に

も

二

年

で

幽

ん

係

の

と

問

じ

で

あ

る

。

」

と

準

々

訣

輝

で

対

載

と

は

阿

と

い

う

不

ば

い

だ

っ

た

。

私

の

頭

の

中

に

は

三
位
に
は
絶
対
に
一
回
戟
は
押
縄
の
久
場
崎
米
人
学
校
日
＊
生
醸
工
学
、
小
野
里
エ
集

こ
こ
で
出
鼻
言
｀
じ
か
れ
た
が
試
合
運
＆
各
わ
せ
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
果
せ
る
か
立
笛
で
は
え
啓
お
り
な
る
の
だ
と
い
う
＊
贔
が
あ
っ
た
。

k”
載
し
弄
0
で

9
二

贋

は

（

＊

塞

全

国

の

前

に

関

東

を

制

せ

匹
十
三
年
の

111東
大
会
は
甕
年
饂

9
田
霞
の
中
に
は
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
試
金
石
と
し
て
ぜ

gも
入

貪

し

の

さ

ん

学

校

は

一

ほ

も

な

か

っ

令

一

お

よ

う

に

し

て

匹

土

岩

涵

嘉

は

持

て

な

か

っ

令

は

も

2
回
あ
る
。
番
の
念
哭
会
れ
巌

gけ
れ
ば
念
の
―
―
匿
入
賞
宮
崎
店
贔
々
決
で
対
鴨
一
対
＿
出
然
景
も
そ
れ
を
贔
に
し
て
い
た
。
夏
の
全
奥
会
の
優
騎
校
武
鸞
と
対
鰊
郎
文
織
三
殷

た
か
っ
た
。
こ
こ
で
入
賞
し
て
お
こ
の
大
会
は
ま
愕
・
ー
グ
で
一
麟
一
え
た
゜
賽
み
に
そ
れ
ぞ
れ
魯
で
一
五
H
の
様
に
北
屈
盆
＾
校
が
が
残
っ
て
い
る
。
醤
で
は
靡
て
る
と
は
果
せ
な
い
。
今
ま
で
の
苦
労
も
歪
象
ら
内
容
翌
ぷ
麟
し
た
。
輝
氷
を
し
か
し
区
覇
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
戟
‘
-
g
(
°
”
1
敗
4
引

雙

存

”

郎

覆

在

喜

）

け
ば
翌
年
も
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
優
で
麗
し
た
。
唐
阿
笑
盟
だ
っ
た
。
位
の
学
校
が

I
L
Iに来
た
が
、
当
校
に
二
泊
し
て
行
っ
た
。
こ
の
学
校
い
え
蒻
ら
が
識
の
胸
に
も
あ
った。

に
帰
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
靡
つ
品
踏
息
い
の
騎
刊
た
っ
た
。
池
の
利
か
必
要
か
つ
ぷ

g
u
5が
遵
＂
ら
れ
れ
ー
で
位
し
た
。
こ
の
大
会
の
優
霞
春
山
和
彦

一＿
蔽

膳
で
書
る
だ
ろ
う
．
が
こ
の
建
さ
は
二
回

2
贔
練
習
工
遵
吝
苓
ま
で
の
自
盆
2
雰
あ
章
は
遵
百
念
笑
会
で
二
位
さ
亙
に
し
か
し
ま
た
捲
愕
反
名
も
し
、
贋
込
は
咋
藁2
r
l
f
c
l

で
よ
く
知
っ
て
い
＊9
‘

睾
い
し
て
い
た
。
こ
の
郎
々
れ
ば
、
そ
れ
以
上
の
意
は
湧
か
な
い
の
は
党
欝
（
広
“
)
で
あ
っ
た
。
春
醐
店
（
北
雙
篇
嘉
昇
~
）

念
会
の
間
し
ょ
う
戦
と
し
て
の
関
知
し
て
お
り
．
そ
れ
か
ら
瓢
憔
す
る
と
と
買
経
験
で

aけ
る
は
ず
が
な
い
と

癸
会
に
隠
し
、
余
勢
生
靡
っ
茎
全
国
の
士
叉
賞
の
誓
は
お
よ
そ
い
う

U
nた
”
支
事
寒
ほ
と
ん
ど
の

柔
嬰
会
で
占
位
人
賞
を
ね
ら
う
と
い
う
の
兄
出
が
つ
い
た
a

子
の
と
ど
か
な
い
学
校
に
庄
”
し
た
。
し
か
し
ま
だ
全
国

品
だ
っ
た
。
し
ふ
7
し
結
巣
2
羅
々
決
距
離
で
は
な
か
っ
た
。

の
一
t
g
緊
mエ
厄
と
動
紐
し
た
。
＇》

専
胃
志
野
ぶ
に
五
社
3
と

い

う

大

敗

か

し

こ

れ

も

珊

論

ず

く

で

自

分

這

の

優

ま

倍

應

さ

せ

｀

そ

の

結

盈

・革
の

一

嘉

穂

高

（

福

岡

）

と

合

宿

．

二
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
嘉
柊
贔

奏
会
が
続
る
と
ど
こ
の
学
校
も
身
に
つ
い
て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
て
た
。
関
凍
切
副
覇
も
夢
で
は
な
い
と

考
は
二
年
生
に
移
る
。
い
よ
い
上
み
の
が
も
う
ー
つ
あ
っ
た
。
こ
れ
は
し
ご
っ
＊
気
つ
4
9ス
出

'rp
そ
の
た
め
に
は

糞
p
今
ま
で
の
よ
つ
に
負
け
た
雌
は
ろ
ん
精
神
力
の
範
ら
ゅ
う
に
入
る
も
の
ど
？
し
て
も
安
冴
揺
（
千
菓
臥
）
と
の

こ
ち
ら
は
一
年
条
文
匹
っ
て
い
る
の
だ
ろ

t内
相
手
に
を
て
贔
と
対
戦
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
a

休
み

ん
だ
と
い

2
"い
訳
は
で
き
な
く
な
っ

r
う
と
す
る
騎
利
へ
の
軌
念
で
あ
る
。
度
中
に
＝
函
め
の

8gmari'した
。
A

全
国
大
会
が
続
る
と
す

t3石
校
令
市
．

jfeな
る
涌
征
．
＾
＂
由
で
ど
ん
な
に
厳
し
ば
の

一
、
二
位
佼
が
米
て
お
り
．
こ
れ

そ
れ
が
終
る
と
狐
圏
ぢ
嘉
攘
愧
と
い
試
綽
に
も
耐
え
ら
れ
る
精
神
力
が
身
に
は
勝
て
た
が
出
mぷ
と
の
二
試
合
は

V
父
扁
裔
に
出
か
け
な
こ
の
予
校
に
つ
い
た
が
｀
＿
＿
れ
は
可
う
な
ら
ば
"

-
輯
一
敗
の
引
さ
分
け
名
な
過
去

も
蓋
高
点
業
念
国
の
乱
で
あ
判
あ
る
い
は
受
動
的
な
精
神
力
で
の
の
関
東
大
会
の
過
数
を
優
闘
し
て
い

る
。
這
苔
直
な
し
の
匹

E
で
麒
培
き
、

っ
て
揺
蜘
的
な
も
の
で
は
な
い
。
当
ぼ
る
中

q高
シ
り
り
曇
分
け
が
で
さ
た
こ
と

午
煎
に
は
敦
拭
介
＂
っ
た
が
わ
ず
か
な
の
道
手
は
闊
ら
味
が
遅
い
、
攻
撃
性
が
は
い
よ
い
よ
掌
に
日
信
を
＂
た
せ
た

。

薩
で
こ
ち
ら
が
負
け
、
オ
ー
ダ
ー
の
少
な
い
。
こ
れ
は
ど
ん
な
に
闊
雄
運
動
今
ま
で
私
の
使
っ
て
春
た
常
芸
手
段
と

絨
み
方
が
よ
い
峙
伍
憐
の
暮
が
で
を
し
｀
体
力
広
泣
え
て
も
怯
惰
を
変
え
し
て
、
二
試
合
し
て
一
膿
一
敗
の
相
手

き
た
．
＾
品
蘊
讐
と
は
い
う
も
の
の
｀
な
け
れ
ば
3
た
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

に
は
意
識
し
て
只
け
た
方
の
こ
と
は
触

こ
こ
で
は
紺
易
絨
B
9が
試
＾

g
両

じ

私

の

阻

盟

nは
こ
の
点
食
品
2

れ
ず
、
あ
の
学
ぽ
に
は
請
っ
た
騎
っ
た

だ
っ
た
。
蓋
界
ヵ
贔
鴨
慎
町
も
は
し
て
い
な
今
ま
で
闊
舘
翠
匹
で
＂
て
い
と
廿
い
間
か
せ
て
い
る
と
｀
這
手
も
い

と
ん
ど
で
き
あ
が
り
、
あ
と
は
応
川
往
動
き
に
は
つ
い
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
つ
の
間
に
か
二
薗
し
た
よ
う
な
鯖
覚
を

附
た
け
た
っ
た
、
綽
が
終
れ
ば
夜
は
た
が
性
格
を
改
造
し
な
い
限
り
テ
ン
ポ
岱
っ
て
く
令
そ
の
論
法
で
い
く
と
｀

楽
し

i
認ヂ

K
又
る
間
で
あ
っ
て
の
年
い
肇
は
で
き
な
い
。
し
か
し
令
一
』
の
半
年
間
に
練
習
試
合
了
皿
れ
た
学

も
r
悉
年
の
念
哭
会
で
は
必
ら

t上
ま
で

X年
間
続
い
て
き
た
性
格
を
蛮
校
は
一
校
も
な
く
．
東
日
本
一
と
苓
え

号

位
で
敵
対
す
る
で
あ
そ
っ
相

tあ
た
え
る
に
は
鍼
冑
甕
翌
一
変
す
る
か
｀

て

い
た
安
”
H
よ
引
書
分
け
の
試
＾
呈

ー
か
ら
｀
毎
日
の
練
百
で
も
試
合
の
つ
も
本
人
の
弧
靱
な
業
芯
に
よ
る
し
か
な
い
。
し
た
こ
と
は
｀
自
分
這
が
東
日
本

一に

第
り
五
み
｀
自
分
の
方
が
蜘
い
と
い
う
前
者
は
と
う
て
い
不
可
な
の
で
暑
な
っ
た
の
扁
じ
で
あ
る
と
考
え
さ
せ

μ
こ
と
尻
窟
・
に
は
っ
き
り
紐
蘊
さ
せ
ろ
を
と
っ
た
。
第
匹
古
お
の
曲
冗
嶺
文
3

た
。
甚
F
に
騒
年
ん
“
溢
だ
が
こ
の
よ

一
」
と
口
う
る
さ

i
日
い
聞
か
せ
た
。
わ
せ
て
但
し
た
。
う
に
し
て
遭
字
の
宣
蘊
の
あ
と
押
し
を

し
か
し
電
体
力
｀
技
術
｀
精
神
力
と

し
て
や
ら
な
い
と
｀
駄
続
阪
靡
の
日
は

道 昭和52年5月30日
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準々決圃対宮崎高 高蠣選手の払い慶決まる

第
一
表

42年
4
月

第
二
妻

43年
2
月

第
三
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44年
3
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(1002．は乱は 100k!Iを5回続けて 5セット行ない合計2．四知という意味である。） 

'• . ▼贔‘̀,.. -、・,

IIR ペンチ スク ハイ スタンディ
合 jit 体旗プレス

カ ー ル
ワット
プレス

クリーン ングロ一氏名

T H l 55. 9.2 50.10.2 80.10. 2 40.10. 2 45.10函.2 50.1000 0.2 
6,品 78 990 1,000 1,600 800 l, 

• 

T H D 77 

55. 9.2 50.10.2 80.10. 2 40.10. 2 45.10. l 50.10. 2 
I Y 48.8.1 G. 200 61 

990 1. 000 1. 600 800 810 l. OOO 

s M 40.10.3 30.10.3 60.10.3 30.10. 3 30.10.3 30.10.3 6,600 73 1,200 900 1,800 900 900 900 

゜
y 40.10. 2 40.10.2 70.10,2 40.10. 2 40.10.2 40.10.2 5,600 75 1,000 BOO 1,400 800 800 800 

- -

T H I 70.10.3 50.10.3 100.10.3 50.10. 3 60.10.3 50.10.3 11,200 82 2,100 1,500 3,000 1,500 1,800 1,500 

T H D 70.10.6 55.10.6 膝れ傷 45.10. 3 60.10. 6 60.10. 6 15,950 82 4,200 3,300 1,250 3,600 3,600 

80.10. 1 50.10. 3 100.10. 3 45.10. 3 55.10. 3 55.10.3 11,600 65 I y 75.10.2 
2,300 1,500 3. OOO 1,350 1,650 1,650 

s M 70.10.3 50.10.3 100.10.4 45.10.3 55.10.3 55.10.3 12,250 78 2,100 1,500 4,000 1,350 1,曲 1,650 

゜
y 75.)0.3 膜痛のため•K厖せず。 2,250 80 2,250 

100.10. 5 
T H ［ 95.10. 5 腹痛のため実厖せず。 12,000 84 

90.15. S 

T H D 100. 5.5 80.5.5 100. 5. 5 60. 5.5 80.5.5 80.S.S 12,500 84 2,500 2,000 2,500 1,500 2,000 2,000 

l Y 
100. 5. 5 70.5.S 100. 5.5 50. s.s 65.5.5 70.5.5 11,375 “ 2,500 l, 750 2,500 1,250 1,625 1,750 

s M 100. 5. 5 70. 5.5 100. 5.5 50.5,5 70.5.5 80.5.5 11.750 80 2, 51)0 1,750 2,500 1,250 1,750 2.OOO 

゜
y 100. 5. 5 靡痛のため実厖せず。 2,500 82 2,500 

メ
ン
バ
ー
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＂
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,
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ま
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制
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な

い
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i
g始
め
て
か
ら
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ど
謄
の
心
が
ま
え
菰
場
し
た
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も

料

1
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:
t
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い

□坦
嶋
腎
釈
．
番

斐

3

わ
せ
て
二

け
小
；
塔
生
の
展
含
む
＂
る
の
は

f
u然
で
あ
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。
う
し
て
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や
め
さ
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
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t

折
し
た
の
が
始
ま
り
亙
吋
直
店
と

空

闘

．
約
一
万
桑

K
と
い
う
数
岱
業
が
あ
り
す
ざ
―
つ
ぃ
（
昨
年
の
内
現
代
名
の
麿
で
は
汗
し
く
体
鳥
既
に
辺
場
へ
引
き
ず
り
込
ま
れ
、
て
恒
鎌
れ
は
翡
と
か
け
梵
だ
っ
た
が

投

在

次
々
に
輝
め
．
瀾
＂
だ
練
冑
で
き
た
の

ま
應
。
こ
れ
を
在
し
て
大
念
＂
辺
鳩

K
食
年
の
製
品
キ
ロ
覇
の
あ
る
這
子
と
試
合
を
や
る
ィ
か
げ
ん
な
し
に
投
＂
つ
け
ら
れ
て
｀
つ
全
試
合

云

靡
ら
し
て
く
れ
た
の
が
火

、
沿
．
》
ぶ
『
・

9
9
f
翌
立

の
通
知
状
§
し
．
衿
史

n"．
実
と
叩
キ
ロ
の
道
F
の
対
戟
が
あ

2
」
)

＾
品
さ
は
納
間
で
き
な
い
。
＜
づ
く
修
藁
の
つ
ら
さ
と
屈
い
知
ら
さ
つ
け
役
に
な
っ
た
よ
う
で
．
汰
開
戦
に

9

、
.
'

，9
・
は
ご
く
わ
ず
か
な
問
間
だ
っ
た
。
以
在

慕
全
躾
け
苓
等
に
且
の
参
コ
位
の
完
成
さ
れ
て
い
な
い
小
．

3
忠
．

r112条
瓜
部
の
部

U
小

＂

上

れ

た

。

勝

ち

進

み

閥

焦

＇

と

烈

g
す

る

こ

と

に

国

体

の

個

人

戟

で

対
二
敗
れ
て
し
ま
っ
た
。
生
ま
れ
て
か
ら
名
が
が
た
が
た
だ
が
、
ふ
り
か

加
名
品
る
こ
と
か
で
書
ま
し
た
ft

中
学
生
翌
の
試
合
練
巴
名
は
体
の

一
肉
は
こ
こ
に
あ
る
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硲
れ
に
お
籍
戦
麻
濃
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と
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役
で
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な
っ
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檎
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三
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翌
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＂
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．
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．
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く
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。
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あ
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。
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し
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の
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中
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井
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に
対
し
て
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ま
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八
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比
氾
高
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示
っ
た
懇
な
で
は
軽
虹
紐
の
選
チ
と
て
あ
る
レ
ス
リ
ン
グ
部
に
入
渾
し
た
と

（凡
林
．
＊
杯
．
小
林
ー
と
呼
ば
れ
．
＂

の
あ
と
代
は
な
で
の
遺
埠
で
ま
た
練
薗
常
恒
笠
ヂ
）
、
高
ぽ
生
の
私
の
四
名
の
切
れ
味
の
鋭
さ
に
鸞
嘆
し
た
。

盲
禰
芳
言
公
罠
鱈
彙

・
｛^
慇

t
で
裟
の
渾
の
還

2
5券
に
な
る
の
父
兄
雇
郎
人
輝
希
望
は
極
め
昂
っ
て
い
る
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現
役
で
ほ
耀
し
て
い
た
這
手
の
一
人
＊
冑
し
疇
家
が
体
み
の
叶
は
前
ほ
駅
澗
の
一
回
戦
で
埼
．
土
い
と
対
戦
、
千
村
（
深
翌
日
の
個
人
戦
は
各
閑
一
名
の
ぶ
ほ
前
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市
上
壇
田
町
六
六
五

名
た
ち
は
以
代
は
小
滋
共
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で
て
少
な
か
っ
令

怯
＂
穂
産

（慇

籍

裔

伍

m
)
が
窟
紐
場
へ
"
*
J.
-
IJニ
団
の
練
宵
登
邑
に
謄
っ
ク
が
団
作
ど
し
て
は
二
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よ
り
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
‘
や
わ
れ
た
。

道 昭和52年5月30n

冒木元

暮しのインテリ アセンター

シ

沼田市下ノ町ニコニコ商店街
T E L O 2 7 8 (2) 2 2 3 7 

伝統の味を大切にして 100年

寒桜
風の音
製造本舗

藤岡市五丁目

一一
和屋

電話(2)00 0 3 
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輔
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こ
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6
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は
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同
）
開
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（
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＂
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手
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．
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鐵
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＊
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褐
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應
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佐
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＂
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蒻
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踵
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岸
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搭
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．
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踵
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磁
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が

署

輯

ら

し

た

。
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靡
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富
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広
司
郎
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塁
場
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四
茎
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で
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．
象
郎
嬰
ゃ
る
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つ
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菖
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が
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に
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と
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形
§
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事
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須
田
絹
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卓
男
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勢
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台
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薦
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市
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り
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萎
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日
は
自
分
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こ
と
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の
賃
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け
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っ
た
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郎
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郎
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廿
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合
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双
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よ
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の
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屈
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範
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榊
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膏
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＿
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＊
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．
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＋
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蜻
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。
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・
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介
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双
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右
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習
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出
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。
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茨
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濶
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憐
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＊
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携
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薗
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追
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追
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嘉
納
鰤
範
遺
訓

柔
道
は
心
身
の
力
を
贔
も

ri効
に
使

mす
る
道
で
あ

る
そ
の
修
業
は
攻
撃
杭
禦

の
練
習
に
由
っ
て
身
体
精

神
を
鍛
鰊
修
棄

L
婿
道
の

神
随
を
体
得
す
る
事
で
あ

る

さ

う
し
て
是
に
よ
っ

て
己
を
襦
益
す
る
が
柔
道

修
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究
覚
の
目
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で
あ
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位

備

昭
和

n
t＿年
度
の
因
W
士
這
は
ヒ
な
か
っ
た
。
ヒ
0
1
八
〇
キ
ロ
級
梵

0

鑽
肇
別
織

IIむ
に

一
李
道
、

―-+叩313に
i
―
技
・
謀
“
箕
に
睛
弄
暉
の
順
れ
な
闘

i
位

m叩ハ匹g平い＂

｛守＂英

＿

次
士
濯
鳶
叩
武
退
隈
｀
t
r
2
3c

ら
と
な
っ
た
。
嬰

爵

級

集

斥

一人

云

m
1引
分

少
年

m郎
i
a
．一キ
ロ

nド
紐
で
は
イ
田
）
・
昂
竺
利
恨
）
の
儀
”
午
い
と

二
位
小
畑
弥
富
＿
前
醐
＿

ン
ク
ー
ハ
イ
IIl埠
の
後
葎
祠
滴
）
が
な
り
、
一
分
後
＊
郭
の
小
撃
＜
い
が

n呵
一引
分

磁

＿

岱

）
に
敗
れ
．
決
勝
リ
ー
グ
比
事
決
ま
り
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手
櫂
に
続
き

．上

m
m代
膏
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英
）

進
出
ゑ
閉
＂
ん

。
軋
の
中
か
ら
打
県
一
の

成

を

確

作

し

令

云

竺

IUe-
引
分

竺
年
の
飯
野
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欝
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な

さ

1
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◇

且

i

リ

ー

グ

四

位

佐

暉

ネ

盆

堕

ヒ
五
キ
ロ
級
で
ぽ
忠
通
り
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紐
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o

裟

g

．
蔽

暉
）
が
二
”
隊
＂
で
代
表
庫
魯

◇

{̂
――ーキ
C
以
ヱ
鵬
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咸
年
の
螂

令

墨
碩
級
で
は
冑
筵
年
の
爵

字
塁

扁

行

六
g

o

-
a
-
＿
キ
ロ
以
下
織

i士
―
ー
名
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が
小
畑
（
前
暉
ー
と
引
分
＂
合

と
．

一
位

匿

貨
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-fof英
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i

位

111戊
絋

品

腎

ー

同
笞
写
の
＂
代
．
次
い

で
佐

暉

盆

二
gg
i
引
分

一
蒻
＿
i
山
が

暉
）
を
に

一
中
で
敗
り
｀
屈
へ
の

二
位

出
HI
這

涌

絲

ー

一

．
位
相
馬
利
＊

（前
ほ
・閏

u
)

辟
を
手
山
・に
し
令

i
聘
―i
山
サ

ー
騎
二
引
分
紺
院
）

宣
ぶ
ば
の
沿
郎
が

U
tち
．
各
紐

三
位

中

G
5
r
E叩
i
-

―-＿
位
成
瀬
に
忠

一東

窮

禅
一

二
位
に
な
っ
た
前
躙
還
ヂ
は
鳥
念
の
涙

i
騎
i
敗
一
引
分

一
騎
二
引
分

を

の

ん

だ

。

四

位

安

饉

そ

志

＿伊
醐
一

匹
位
＊
た
t治
一

（
勢
工
＿

成
年
3
ニ
キ
ロ
以
下
級
で
は
国
体
の

．―-敗

◇

六――
-
I
七

0
キ
ロ
雙
十
八
差

常
述
糸
升
＿
県
腎
）
が

一
階
紐
上
に
出

◇

さ
―
l
1
七
五
キ
ロ
織
二
＾
四
名
＿

伍

周

以

正

夫

砿

讐

＿

鳩
し
た
た
め
翡
名
っ
た
が
．
そ
の

一
位
高
紐
器
i

(B

.
-g

隊

中
か
ら
四
十
九
年
・
咋
年
二
位
に
な
•
-
i

靡
一引
＾
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i位
山
3
官
｀
笑
冠
瞥

＿

た

m忠
紐
け
出
し
、
切
の
出
鳩
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を

＿
i位
轟
井
嘉
光
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暉
一

i
闘
二
引
分

糧
得
し
た
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六
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-T七
0
キ
ロ
級
で
は

一
闘
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敗
一
引
分

三
位
糸
井
義

一

一屈
讐
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ペ
テ
ラ
ン
闘
東
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腎
）
に
糸
井
が
ど

三
位

成

嫁
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雄

莉

靡

ー

―

-
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11分

の
よ
う
な
戦
いを
砒
む
か
注U
さ
れ
た
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一敗
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分
四
位
霞
ば
美
広
露

~I
l
l
)

が
．
＂
屯
＄
心
と
体
買
攻
の
た
め

＿元
訊
匹
位
今
成
信
可

(nfJ暉
）

0

七

O
I八
0
キ
ロ
織
（＋
七
名
）

と
な
り
．
印
伸
連
続
出
瓜
八
回
は
な
ら
蔽

一引
分

一位
斉
輝
正
己
蔽
I
l
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口

二
騎
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引
分
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g
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二
位
稟
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秀
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伊
勢
崎
屈
埠

三
引
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扇
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事
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利
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＊
事
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＿
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引
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位

鼠

政

幸
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＊
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災

編
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上
静
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位
＊
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引
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位
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）
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．
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野
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井
、
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東
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鶴
、
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は
大
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暑
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井

高

）
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引
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四

位

碩
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高
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二

位

暉

井

良

一

百

泊
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敗
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引
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闘
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五

位

塩

田
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一
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邑

三
位
鮨
轡
塑
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（

利

醐

）

＝

＿

販

一
引
分

県警察柔道大会

昭
和
五
十
二
年
度
群
馬
蹂
臀
寒
柔
這

＊
会
は
．
i
＂□3
-i
n

（金
）
は
武
道
館

で
行
わ
れ
た
。
今
年
は
例
年
の
人
会
と

異
な
り
民
賽
大
会
と
別
の
日
に
実
靡
し

d

試
合
は
す
ぺ
て
リ
ー
グ
戦
で
げ
っ
た
．

そ
の
結
果
．

i
nllでは
m菜
郎
が

一

六
年
ぶ
り
二
度
め
．

二
郎
で
は
人
間
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が
六
年
ぶ
り
三
度
め
の
優
＂
を
成
し
追

げ
な
試
合
は
舒
H
が
迎
紐
放
＊
引
件

拉
査
の
た
吃
＄
属
の
他
．
本
部
．
ゃ

れ
を
含
め
た
二

0
ナ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ

一
郎・

ニ
郎
に
分
か
れ
子
道
リ
ー
グ
を

行
い
、
名
H
l
i
位
が
心
藉
＂
’
ー
グ
に
道

出
し
覇
を
紐
い
あ
っ
た
。
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又
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＂
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＊

0
個
人
（
群
＊
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＂
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．
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介

裟

の

輝

広

潰
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51
福
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懸
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3
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煎
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東
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初
段
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英
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柔
遅
専
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関
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柔
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岳
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．
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東
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会
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遵
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晒
}
g
”
芯
箪
別
爛
人
摯
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一
の
閏
棧
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高
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、
東
＊
牢
゜

戟

一学
と
の
螂
二
位
0
52年
県
段
別
這
0
“
幽
箭
紐

予
櫨
切
段
の
部
鑽
謄
。
昭
和
＂
中
亭

．

凩
野
政
奉
四
阪
日
＊
火
災
潟
上
動
精
。
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甚
猾
繊
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ロ
以
上
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．
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岡
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．
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懺
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醐
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葦
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第
二
回
閏
東
プ
ロ
ッ
ク
中
千

t柔
這

＊
会
は
八
pl̂
Elll本
武
遅
皿
で
間
償
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＊
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弘
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昂
悶
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中
学
選
抜
大
会
も

新
治
が
優
勝
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H
醤
嗚
生
遍
皇
這
大
会
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．

呑
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武
這
鰭
で
行
わ
れ
た
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麟

化
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会
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＊
会
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よ
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争
わ
れ
令
輯
人
輯
に
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昂
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し
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＂
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＂
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＂
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＊
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．
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g
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．
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＂
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閉
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樹
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官
靡
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祐
川
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1
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弘

(JlillI中一

寄
士
扁
畔
馬
県
ス
ポ
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少
年
団

大
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総
＂
閏
会
人
は
．
＾

1
1
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I
m

岱
峡
直
技
悶
で
間

1
さ
れ
｀
次
い
で
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柔
滋
鰊
仕
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蔑
覇
で
＂
わ
れ

令
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参
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八
年
閏
ゼ
＂
＂
皿
樗

さ
れ
る
豆
柔
滋
な
の
熱
限
が
展
間
さ
れ

た
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小
f
．
生
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郎
で
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北
小
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A
が
F

に
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中
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製

屈
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摩

ー
ム
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＊
間
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町
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し
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。
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◇
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＂
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＊
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叫
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隣
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小
馴

0
内
111

神
宮
大
会
に
出
場

人
生
観
を
培
う

福

島

広

司

第
二
十
七
回
は
下
高
等
学
校
柔
這
這

屯

会

整

二

土

ハ

雙

酋

高

等

5t

呈

月

平
臭

全

夏

唇

の

団

体

輯

は

脊

tEl`
憫
人
煎
は
二
士
ハ

n．
羹
羅
で
闇
償
さ
れ
た
。

仝
翌
は

四
ニ
チ
ー
ム
が
参
加
し
．

nlJ躙
は
準

蒻

で

晨
二
を
敗
り
．
訣
更
道
出
。

悶
請
利
儀
躙
討
宵
壼

mは＿
“
f
l

の
ま
攣
代
哀
噴
と
な
り
．

二
回
の
代
X

輯
も
引
分
け
｀
抽
遍
と
な
っ
た
。
過
去

8
"
 

前
醐

2

n

t

l

l
瓜
醐

た
x
引
分
け

X
高
ほ

恣
群
i
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引
分
＂

x
止

m

巾紐
x
引
分
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X
小
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副
小
畑

e
往
打
り
△
成
壕

さ

唇

優

勢

仝

m郎

◇

一

位
前
檎
高
集
高
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二
位
利
損
商
集
高

g

1
1
1
 塁
二

守

英

＿抽
道
）

前 商四連勝
個人は小畑、阿部、後藤

全国高校大会予選

二
度
間
暉
に
抽
遺
で
眼
を
広
ん
だ
利
惧

靡
は
三
度
目
に
し
て
籍
ち
を
お
さ
め
｀

訣
更
逮
出
し
た
。
前
醐
は
ポ
イ
ン
ト

ゲ
ッ
ク
ー
小
畑
が
＂
ち
優
位
と
な
っ
た

森

鴨

は

脊

阿

郎

（利
瓜
暉
）
と

守
ゑ
瞑
竺
饒
暉
）
と
な
り
｀
あ
せ
る

阿
郎
か
ら

r
4効
』
を

m
"、
そ
の
ま

ま
峙
間
と
な
っ
た
。

◇
ク
蒻

前

膚
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藤
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二
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高

育

芙
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高

利
楓
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1
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鵡
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庫
誌
暉
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庸
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1
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躙

三
位
農
＊
第
二
高
臼

＊

屈

育

英

嚢

◇
●
人
職

二
三
七
名
の
選
手
が
各
繊

一
名
の

m

代
豪
の
直
贔
い
あ
っ
た
。
口
崖
艤
は

小
竺
蘭
）
が
屈
総
体
に
次
ぎ
二
這

覇
を
し
た
。
中
葦
縁
は
シ
ー
ド
の
高
積

が
燻
沢
（
万
蝸
）
に
敗
れ
．
黒
沢
を
敗

っ
た
胄
部
が
優
麟
し
た
。
軽
鼠
級
は
全

く
の
混
戦
だ
っ
た
が
後
藤
祠
恨
輝
）

が
辛
随
し
た
。
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縁
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檸
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滋
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づ
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m心
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だ
さ
れ
ま
す
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醐
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柔
辺
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元
蓼
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院
隕

n
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黒
沢
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先
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字
虹
教
育
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．
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平
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先
生

下
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暉
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石
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轡
一
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男
先

t
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笠
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奥
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金
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栄
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和
杢
醤
笑
行
事
の
ー
つ
で
あ
る
曼
中
昌
明
六
段
．

a雲
案
段
ら
は
＿
紐

罷
嬰
ほ
＾
月
名
日
か
ら
二
十
一
日
ま
の
墨
出
を
採
む
間
も
な
い
賛

で
の
五
日
閏
蘭
檎
の
懸
道
鱈
で
闊
償
を
し
た
が
往
年
の
技
の
さ
え
を
兒
せ
つ

さ
れ
た
。
今
年
は
咋
年
よ
り
少
年
の
郎
け
、
硯
役
以
上
の
弧
り
切
り
よ
う
だ
っ

を
＿
碕
間
早
め
に
し
六
疇
か
ら
七
峙
ま
た
。

で
、
一
鰊
は
七
時
か
ら
工
時
ま
で
と
し
蓼
加
奢
紐
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九
四
五
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昨
年
よ
り

た
·

-
—
_
＿

五
名
少
な
く
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勁
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も一三
六

墨
眉
聾
匿
輝
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次
郎
七
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行
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に
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ま
っ
た
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．
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＾
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岱
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．
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縞
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．
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．
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．
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謂
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．
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＊
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懇
、
森
田
喜

(4)第 20号

八
殷
富
沢
貞

一

七
段
羽
鼻
霞
旦
松

•
佐
輝
準
次
郎

宮
川
喜

一
郎

屠次男

小
野
“
義

松一郎

光
山
武
嘉

＊ ＊ ＋ + • 

届）（こ（こ
（
高
崎
）

（こ
（安
中
）

（
鱈
体
）

（
罰
）

代
泊
、
田
中
芳
は

＊
高
崎
僭
爾
．
暑
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＊

伊

勢

崎

欄

生

遍

手

檀

大

会

食
tit

第
五
回
嗣
蘊
盟
零
雙
＾
会
は
六

小

学

の

麟

月

十

二

旦

望

市

工

青

年

の

家

柔

道

場

羹

醤

で

開

催

さ

れ

た

。

試

合

は

中

学

の

竺

斯
部
緻
｀
小
羹
泊
｀
小
Q
絨
一
｀
リ
ー
グ
戟
）
と
一
鰊
の
暉
（
ト
ー
ナ
メ

奔
羅
｀
齋
笛
、
志
壕
羹
．
奥
ン
ト
戟
）
と
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
。

紐
嗅
念
潤
一
．
丸
山
修
｀
丸
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中
学
の
郎
で
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出
磁
五
チ
ー
ム
の
う
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．
需
誠
、
国
亭
爬
男
天
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、
ち
車
中
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ー
ム
が
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の
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に
よ
り

早
雙
彦
．
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懇
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泊
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醤
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令
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郎
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＂
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山

仁

志
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9
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討
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＊
査
”m磁
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り
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庸

し

た
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．
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遺
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一

．
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年
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窒

念
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デ
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ら
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．
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位
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拿
逗
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｀
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し
た
粘
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と
蒻

a位
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千
遺
子
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叫
鈴
＊
烹
．
全
廷
庭
の
範
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

雷
態
茂
＊
績
饂
．
原
宅
亨
可
．

o
忠

の

瓢

迎
届
文
．
熊
沢
薫

一
位
東
中
学
ぽ

＊

嚢

蜀

二
位

吼

”

廣
鼠
一
郎
．

M
り

―二
位

閉

各

＊

靡

盪

0

一
唇
瓢

山
崎
賣
足
立
元
、
糧
津
薫
、
広
檎
一
位
印
＊
工
学
郎
B
チ
ー
ム

追

二
位
桐
工
＾
チ
ー
ム

*HI愚
鷹

三

位

這

士

会

窟

辛

＿
、

田

急

之

田

島

畏

＂

・

拉

塁

靡

塁

ほ

＊
繭
辺
鳩

（群

岱

D
)

友
Hl
聾

雇

．

曽

田

叫

情

Lll
鯰

＊

高

綺

頂

．

L
）^

小

事

凸

土

僭

簡

言

の

鶴

大

会

凰

景

＊
永
井
道
鳩

*If鰭
子

＊
武
道
館

鈴
木
裕
+

＊
桜
井
道
蝸

山
崎
恵
そ
樺
渾
紀
そ
肥

m庇
子

.|
,L

_

L

9
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|
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定

遍

制

富

校

県

大

会

冨
八
回
全
国
江
等
学
臼
定
通
訓
柔
這

＊
禽
予
道
会
は
、
七

g-13阻
武
這

館
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加
道
君
冗
名

が
九
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
か
れ
て
子
這
リ
ー

グ
昇
い
、
各
プ
ロ
ッ
ク
ー
位
の
者
で

翡
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
青
っ
た
。
上
位

七
名
が
八
月
二
十

一
日
車
立
講
這
館
で

行
わ
れ
る
全
国
＊
会
に
＊
県
代
蚊
と
し

.. 取
闘
賞

最
も
当
を
開
た
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
め
社
血
し
た
も
の
で
一
三
〇
名
の
父

鱗
話
か
ら
始
ま
っ
た
。
符
屈
嘉
母
．
チ
ピ
ッ
子
が
靡
し
た
。
町
嘉

岩
畳
身
｀
停
さ
ば

e写
基
＊
の
指
導
．
れ
る
烈
閉
扇
の
番
り
に
五
0
キ
ロ

昂
＾
）
驚
一
郎
七
殷
．
中
褪
一
五
段
．
小
の
厚
羞
し
電
蝿
に
な
っ
た
子
供
た
ら

為

谷

磁

一

貫

郁

酋

殿

、

山

琶

醤

房

拉

｀

、

(＂空
B
}

園
往
の
解
説
が
あ
っ
た
。
最
り
の
際

．

沼

田

市

民

大

会

は

遷

日

の

暑

さ

の

中

で

霊

mな
汗

象

．
s

：＇

介
臀
沼
お
墨
記
念
位
し
た
。
松
島
ヤ
成
、
原
い
五
段
、
中

5

"

.

-

l

,

1

、}

R-JIC屈

．

五
殿
の
極
の
撃
．
柔
の
形
等
が
あ
り
．

.
t『

.

.
y

二
位

扁

侵

岳

日

に

は

中

骨

殷

・

扉

農

に

；
＇

三
位

穫

侵

よ

る

醐

の

房

披

露

が

あ

り

．
峰
盆
匹

，●●●

―

四

位

中

闇

穏

に

峰

T
'た
。

疇

□
h̀
凰
:

'

湘
油
~[

-̀
」
[
{ ―-
i
"
"で
藤
井
に
敗
退

i

笥

盗

爵

憐

景

轡

母

岱

恨

臀

繹

塾

出

聾

詈

―-

心
r

醤

Ill工
高
柔
道
場
で
＂
わ
れ
た
。

『i
l

澁
五
碕
平
に
は
小
習
年
9
i
"
庄

l
C田
,ai
：

塁

塁

国

n益
墓

器

遺

（

京

都

畠

姦

＿

の

チ

ピ

手

祖

＾
＂
｀
七
時
巾

ま
で

一

暑

中

稽

古

佐

・

伊

支

鶴

醤

屯

含

七

見

＂

、

掘

岡

市

県

富

殿

者

大

会

ふ

叫

嬰

一

柔

道

部
“
を
は
じ
め
佐
濃
・
伊
勢
崎
＊
憚
（
磁
英
樹
＊
郎
民
体
冑
鱚
に
お
い
て
開
僅
さ

れ

た

。

＾

月

二

十

八

日

・
県
武
道
鱈

供
t11か
ら
碁
本
位
の
指
導
委
け
た
。

3
-
C衿
山
・
精
古
は
八
＂
ェ

'nよ
り
十
＊
叫
山
身
の
揮
沢
誡
ゥ
匝
殷

(
O餞

＾

》

五

段

服
打
究
符
・
ら
を
忠
に
し
て
の
四
＂
ま
で
の
五
日

rul．
伊
筍
崎
市
立
剛

W
動＂、

前
檎
”
賀
中
1
訓
檎
醐
某
ぷ
高
木
皿
雌

0
'^
小
山
滋
礁

乱
取
り
は
真
の
道
岨
を
紐
く
感
じ
さ

小
学
校
講
父
で
行
わ
れ
た
。
馘
川
栄

一

1
中
央
大
浮
ー
は
鱚
闘
し
た
が
匪
界
道
彦
磁

n行
X
1
X

約
木
昭
太
郎

せ
る
ほ
斎
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
五
殷
を
主
任
と
し
て
支
部
i
l
t
“
が
指
導
手
轡
―一
連
覇
の
轟
訊
Ji
段
に
illま
れ
情
神
成
公

一

X
1
X

玉
Illu出
雄

土
用
糟
古
邑
秦
鱈
林
支
部
に
あ
た
り
．
述

n約
ヒ
十
名
の
参
加
行
し
く
上
委
の
屯
羞
し
た
。

北

裕

匂

4,e
癌
篇
平

箇

・

館

梵

笹

”
K川
＂
古
は
八
が
綽
門
に
励
ん
だ

。
告
勁
ヤ
は
役
A
A
0
7
8臼
以
下
予
遺

11ー
グ

◇

六

段

H
六
日
か
・
年
―
-n
下』

11.n耀
＂
れ
、
参
加
窟

i

卜
五
れ
を
泣
・
『
へ
．
盛

i
t
l
e憬
訳
優
勢
＂
ら
加
躙
次
郎
金
井
次
郎

0
1
△

山

m宗
一

食
呼
ヽ
一
ま
で
の
六
El皿
．
缶
霞

一雌

た
っ
た
。

（

響

昴

ー

云

鏃

ガ

ス

）

0
七
段

よ
り
三
碕
ま
で
羹
館
武
道
館
で
豆
柔
道
軍
小
平
で
キ
ャ
ン
ブ

e隠
榮

刈

り

七

蝙

和

巳

隈

璧

蘊

X
1
X

＊
林
召
g

行

わ

れ

た

。

山

田

支

鶴

天

輝

H
^
）

お

く

や

み

眉

肴

嘉

象

全

lll聾
’
に
山
田
＊
郎
少
年
部
は
峠
出
笞
あ
It

(-―-iiiよ
り
つ
づ
く
）

磨

送

写

つ
い
て

r
織
し
い
自
然
、
ス
ピ
ー
ド
化

c
^
H十
八
．
＋
九

H
．

小

平

巖

元

＄

謄

岩

日

箆

殷

(Blオ）

さ
れ
た
社
会
、
高
度
文
叫
の
唇
賛
東
小
谷
在
で
キ
ャ
ン
プ
食
＂

っ
た
。

g
e
蜃

△

愚

沢

勢

多

郡

輯

里

村

武

井

l==^

た
螢
斧
下
の
覇
．．
 そ
の
中
で
の
生
ー
』
の
唇
唇
止
む
閏
の
少
い
日
で

8ほ
繊

(Goキ
ロ
培
・
）

勢
多
農
林
ぷ

n．
塑
嵩
旦
託
軟

怜
よ
り
鴎
全
な
肉
体

．
＂
坤
を
必
喝
あ
っ
ん
が

40名
の
少
年
這
が
参
加
し
た
。

◇

鰍

汝

輝

帥

．
＊
El＊
武
饂
会
群
馬
女
郁
軟
閻
．

と
す
る
。
そ
の
身
心

m鐵
鰊
の
鳩
と
し
公
谷
＊
郎
長
を
は
じ
め
と
す
る
指
導
H

因

I
l
l
e
優
勢
△
中
け
斯
黒
村
村
長
等
を
麿
任
。

て
の
土
Ill堕・
2
は
．
寓
魯
と
並
ん
で
の
や
£
ヤ
ャ
ン
プ
謹
代
｀
渭
撮
作
拿
｀

（間
暉
）

一

暴
二）

八
月
二
十
七
日
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ィ
ル
デ
i
ン
グ
．

町

の

塵

史

の

各

．

後

e
優
勢

q

鈴
木
謹
ん
で
富
悼
の
意
を
裏
し
ま
す
．

属

キ

る

．

夜
は
花
＊
＊
会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

(flI醐
）

＿

麿

）

＂

．．
 
ー・’'…編．．．．
．．
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・・・

..4占
コ

◇

成

績

羞

し

く

打

意

輯

な

二

B
閏
を
過
し
た
一

◇
盗

E

r

9

9

9

月
9
9
9
9
E

一位
お
爾
誠
鱚
つ
か
み
ど
り
大
会
厖

e

匿
〖
＾
畠
盪
魯
閏
の
胃
磁
道
の
唇
史
が

二

位

浅

川

糧

七

覇

開

琴

2
棗
軟
室
の
父
母
の
会
団
伸
で
優
輯
し
た
陣
醐
と
暉
人
で
優

19号
ま
で
の
紙
面
に
薯
約
さ
れ
て
い
る
．

三
位

加

古

邦

鑓

で

は

＾

月

二

十

＾
日
｀
鯉
糟
み
ど
り
＊
謄
し
た
小
畑
弥
富
（
煎
暉
<
”
陣
学
今
回
よ
り
広
鴫
郎
メ
ン
パ
ー
が
贅
っ
た

四

位

庫

田

元

会

食

E
っ
た
．
体
愴
否
醤
裳
大
田
覚
五
利
儀
暉
）
｀
後
暉
裕
次
郎

（
向
）
の

が
、
今
ま
で
阿
繕
召
1
を
愛
す
る
人
々

五
位
高
ほ
情
光
五
段
ゃ
父
曇
の
会
の
言
田
彗
云
塁
ら
＝
蓮
手
は
八
月
二
9
四
日
、
岡
山
県
倉
の
息
吹
曇
史
麿
史
を
伝
え
て
い
き
た

六

位

塚

本

欣

奇

が

．
ー
』
の
軟
宣
に
通
う
児
童
生
餌
と
そ
載
市
で
行
わ
れ
る
全
頃
K
会
に
＊
県
代
い
。
力
駄
王
疋
だ
が
。
一
生
鵬
命
頑
弧

七
位
．
且
給

一

の
父
母
指
導
書
と
の
朧
鴫
を
図
る
た
資
と
し
て
出
蝸
す
る
。
り
た
い
。
ー
』
玄
琶

rさ
い
。
（
山
本
）

軟
闘
賞

J
 
•
• 

E
1
出
｝

（
翌
）

（富
高
）

(

•

) 
（小）
藷
高
）

（暉高）

（
盟
）

．

• 

が
追
い
か
け
擢
え
た
も
の
を
鰭
二
く
に

し
た
り
｀
鱒
の
塩
輝
色
な
ど
で
椅
参
し

た
嬢
り
飯
を
鱗
弧
り
、
稟
し
い
一
日
を

過
し
た
。

ヽ

~-
.”r ... ---・ 鳴

こんなに大きいぞ／つかまえた

松勘製柔道衣

三星製柔道衣
｝西毛地区特約店

富岡市富岡1071番地
吉井店

ft 027 46-3 -0983代表
ft 02738-7 -3567 

新築開店

ゴ

富岡市銀座通り

焼きたてのフランスパンと洋菓子

電話 2-4182

． 

-82-
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冨
納
鰤
範
遺
馴

柔
道
は
心
身
の
力
を
贔
も

布
効
に
使
川
す
る
道
で
あ

る
そ
の
修
業
は
攻
撃
店
禦

の
練
言
に
由
っ
て
身
体
精

神
を
鍛
鰊
修
纂
し
闊
道
の

神
随
を

ff得
す
る
事
で
あ

る
さ
う
し
て
足
に
よ
っ

て
己
を

Iii益
す
る
が
柔
道

修
稟
の
究
覚
の
目
的
で
あ

る
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テ
ニ
ス
｀
卓
球
、
剣
這
等
か
つ
て
は
軟

員
の
樟
が
あ
っ
た
が
出
場
者
が
少
な
い

の
で
現
在
で
は
と
？
3-ら
れ
て
い
る
。

柔
道
で
は
円
検
討
す
る
必
饗
は
な
い
だ

ろ
う
か
？

◇

の

鑢

よ

眉

ち

＞
一
回
畔

佐

滅

3
1
1
餅

川

多

I
F
3
ー

1

占
閑

tt
稟

4
ー

0
躙

氷

邑

楽

2
ー
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山

山

▽
二
回
戦

利

恨

5
1
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佐

減

否

賽

2
1
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多
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甘
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_
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ー
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稟

▽

眉

輯

利

損
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1
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l
l
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刈
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狩
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墨

贔

山
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笑
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佐
暉
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層
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1
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i
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岡
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岡
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績

よ

委

麿

予

＞
茎

“
e●

＊
事
史
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．
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体

畜

0
田
中
昭
箪

北
丑

榎
村
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上
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皐
昭

野
村
喜

官
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禽
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〉

戴

固
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日
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輯
人
貸

別
遍
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会
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車
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ロ
縁

V-rm戟
村

よ

妥

窮

〉

不

戦

騎

マ
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回
戟

oii山
背
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村
上
睛
久

字
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弁
キ
ロ
饂

p
＿
回
戦

阿

部

学

訂
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不
輯
謄

マ
ー
皿
戟

0
下

m

十
ヤ
固

四

郎

学

象）
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.
，
一

豆
薗
崩
某
嬰
会
は
皇

這
上
9
`
k
モ
IiiruI仕
後
扱
で
十

n+

脊

〈H
菜

訓
ぷ

よ

り

ぶ
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醸
で
開
催
邑
れ
た
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卜
匹
引
繋
膚
か
ら
団
体
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郎

黛

f

h
名
ご

が

1
ム

、

屈

醤

蓬

―-i
名
）
四
チ
ー
ム
．
IIM

＾iL'八名
の

遣

t
が
参
加
し
た
。
試
合
は
団
体
i

闇

で
は
――
プ
＂
ッ
ク
に
分
れ
て
孟

リ
ー

グ
を
、
つ
い
で
名
プ

n
ッ
ク

Kh-
写

ー
ム
に
よ
る
決
謄
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
．
訓

g郎
で
は
給
m
IJ
I
グ
｀
躙
人
戟
で

は
40キ
蒻
の
部
．
40キ
以
上
の
部
は

リ
ー
ズ
他
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
f
r
?ん

闘

一
部
で
は
間
11
切
院

念渋Ill
)．

悼
―

一部
で
は
閲
口
店
壁
間
這
）が

そ
れ
ぞ
れ
昨
年
に
続
さ
速
闘
し
た
“

q農
ー

●
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孟
リ
ー
グ

＾
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ッ
ク
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輝
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縁

＞
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は
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＂
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口
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四
回
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祓
柏
緯
設
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敗
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ッ
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位
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吊

醤
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位

東

剪

・
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凌

店
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輯
一
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ー忌
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テ
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オ
ー
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▽
決
輝
ト
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メ
ン
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5
ー
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卓
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ー
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▽
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ぬ
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0
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崎
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司
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志
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野
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刃

馬
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崩

攀

0
浜

這
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決
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餌
虞
）

上

・
滋
川
襲
3
鋼
韓
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下
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閻
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団
＂
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＊
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也
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逗
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胃
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＋
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よ
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斎
九

月

十

分

県

醤

og
 

優

輝
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匹
＂

益

m
U
I
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硲

i
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醤
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〉
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輝
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敗
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三
位
明
凩
遁
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窪
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一
暉
一
敗
22点

匹
位
共
和
ド
ラ
イ
グ
ル
ー
ブ

三
敗
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Q
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賓
馨
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羹
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鶴

優

闘

松

荘

之

含

沢

聾

謬

）

＿＿
位

漿

”

i

i

l

貧

窒

洋

）

三
位
瓜
原
止
之

（

書

〉

．

孟

始

食

沢

聾

形

〉

ヱ
冨
奮
柔
潤
の
I
l
l

優

蒻

m

馬

利

や

〈

覇

閲

n
)

一
~位
佐
轟

9

(

＊
〉

三
位

干

叫

一
皐

(n
邑

•
北
沢
武
広
貪
沢
鼈
形
〉

＞
有
墓
―
40才
蚕

の

麟

優
籾
中
I
l
l
"

〈口

鯰

）

二
位
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腐

夫

《Fl木
噴
lt学
）

i
-
i

位
硲
＊
照
織
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"

t

*
）

ユ
賓
塁
孔
烹
以
上
の
瓢

煙
輝
訴
井
次
刃
薪
井
穏
肯
）

二

位

玉

111品
箪
宝
I
l
l
布
邑

．藍

岩

醤

太

郎

合

井

鑢

設

）

Z
露
著
の
I
l
l

優

輝

月

凹

JE

位
小
林
和
寧

3-

前虞二I』19
第

二

士

四

阿

懸

薗

褪

曇

蓋

＊
会
は
九

g
-B
〈

B)正
干
よ
り
｀

羹

醤

で

開

讐

れ

た

。

県
内
十
七
の
道
鳩
か
ら
四
百
四
十
名

の
道
手
が
参
加
し
、
小
山
ふ
上
生
の
郎
は

裟
別
．
＂
年
の
郎
は
段
別
に
分
れ
て

行
わ
れ
た
。

◇
小
学
――年
の
Ill

眉

g”
輝
央

Chlll
)

二

位

内

柊

佑

也

訂
i

氾
饂
）

品

漿

堡

宕

也

•

中
村
包

l
i
l
g

函
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軍

の
鵬

雇

古

山
攣

一

印

迅

二
位

閏

讀
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（
閲

）

屈

守

慮

利

久

（

こ

•
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沢
晨
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含
淵
）

◇

塁
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鶴

眉

昇

ゃ

靡
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（

閏

）
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茎

闊

忍

霰

也

.
n
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限
"

(111晶
〉

◇
茎
K
の
鵬

優
咀
輔

県
柔
道
場
連
合
会
大
会

盆
這
鑢
）

（
閏
〉
↑
む

前
橋
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中
初
優
勝

中
学
新
人
大
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寄
四
回
県
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斯
人
公
畏
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は
ト

-
＂

t_
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g．
災

遅

翌

“

い
て
行
わ
れ
た
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四
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ロ
ッ
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-＿チ

ー
ム
予
這
IJ
ー
グ
を
行
い
．
む
プ
8

ッ
ク
i

位
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決
輝
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メ
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ら

な
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．
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泊
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閲
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這
直
双
予
刈
小
林
暉

＊
悟
亨
壁
男
。Iii井
天
智
男

0
石
出
闘
久
崩
製
肇
神
保
鴎
夫

〇
茂
ホ
克
之
＾
“
一
林
次
男
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”
m
利
二
昭
和
渭
中

茂

＊

克

之

前

＝
l

中

輝
山
喜
塁
官
閏
中

廿
母
孵
閉
＇

浜

宜

阿

高

崎

一

中

五
年
は
市
東

↑
Ill〉原
〉

露
井
）

（
関

）

+
n
+
l
i
B.
H＊
武
罷
で
"

g
n1竺
た
。
．
一宮
の
技
の
冴
み
だ
．

わ
れ
た
、
日
．
仏
｀
ソ
姿
の
三
国
材
ー
ー
の
技
は

一
九

0
の
一一
宮
の
付
与
た
か

塾
詈
試
合
を
戴
靱
し
た
。
以
下
・＂
＾
づ
い
ら
で
き
る
こ
と
で

｀
識
も
が
で
き
る
―
―

念
を
列
平
し
て
み
て
よ
う
。
と
で
は
な
い
。

背
負
い
没
げ
は
今
苓
覇
人
必
瑣
＊
恥
出
身
の
征
ボ
博
之
四
殷

（間・雌

の
往
だ
と
い
う
号
え
を
ま

t手
隼
ヽ

1
中
大
l
覧
庁
）
は
18
キ
ロ
の
ジ
ャ

し
た
。
バ
仏
戟
で
は
四
膿
対
ソ
戟
で
―
I
n
(
I')

と

は

ぶ

外

刈

り

の

r

は
二
蒻
が
甘

nぃ
名
し
か
し
．
阿
じ
効
果
」
で
騎
っ
た
。
背
負
い
に
ス
ピ
ー

”
負
い
穂
”
で
し
遠
毯
翠
の
よ
う
に
ド
が
＂
し
、
励
の
よ
い
体
躙
白
で
｀
女

高
く
ば
し
て
か
け
る
の
も
あ
れ
ば
｀
心
し
て
兄
て
い
ら
れ
る
。

翡
．
m
用
の
よ
う
に
低
い
位
繁
情
の
山
下
が
ノ
ピ

n
フ
軌
梵
戟

ら
も
ぐ
り
込
む
の
麦
碍
心
と
す
る
の
を
な

一
咋
年
の
世
界
這
予
償
の
覧

も
あ
る
。
ど
ら
ら
も
鰈
は
畳
に
糟
か
な
ば
蘊
の
決
輯
で
は
．
遠
藤
と
ノ
ピ
弓

い
。
こ
の
背

nぃ
を
武
匹
巨
―

-A
と
も
が
対
戦
．
ぽ
蘊
の
ル
ー
ル
開
ら
｀
昨
年

世
界
這
正
薯
に
な
2

た
。

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
子
這
で
は
ま
た
対

し
か
し
．
籠
は
や
り
の
認
を
つ
0
戦
、
こ
の
＂
ザ
ピ

n
つ
が
優
輝
勢
ら

足
の
中
ま
で
行
い
て
か
け
る
背
負
い
で
し
た
。
鮎

M
ノ
ピ

n
つ
は
優
籾
し
．
濾

ば
せ
い
ぜ
い
「
効
果
」
し
か
と
れ
な
い
饉
な
敗
守
復
m
戦
で
＝―-位
に
な
っ
た
。

全
の
騎
念
の
中
の
貨
い
に
も
、
各
は
そ
の
壇
そ
に
今
予

＿追
随
し
．

こ

の

自

貨

い
で
、
や
：
と
輝
っ
た
名
実
と
も
に
H
＊

五

を

て

い

る

LIl

点
も
粒
点
含
ま
れ
て
い
る
。

ド
と
の
“
輯
で
、
そ
の
5
巣
は
幽
天
の

日
、
仏
、

ソ

三

国

関

心

の

的

だ

っ

た

。

ャ
H
に
＂
わ
れ
る

追
た

2
征
~
界
遺f
檀
の
鳥
鈴5級

の
決
と
兒
て
も
よ
い
e

し
か
し
．
内

対
抗
を
観
戦
し
て

看

井

礼

次

戴

吝

は

凡

輯

だ

っ

た

。

ノ

ピ

n
フ
に
戦
意

が
兄
ら
れ
な
か

ッ
令
ノ
ピ
コ
フ
が
ゴ

ー
ル
ド
メ
ダ
リ
ス
ト
の
名
を
情
し
人
で

s

*

9

靡
2
引
分
け
フ
ラ
ン
ス

か
：
£
羮
ぶ
r
そ
真
を
わ
ら

ッ
て

日
本

5
轡
itl分
け

ソ
這

互
い
の
蜘
さ
が
敵
し
い
場
合
は
糾
み
い
る
だ
＂

．
両
内
麿
か
＂
ん
き
り

予
が
十
分
に
と
れ
な
い
e
し
た
が
2

て

だ
。
副
畜
が

『指
導
』
を
し
そ
う
な
”

ぼ
い
組
み
小
で
も
、
宅
全
な
勢
か
け
に
111下
が
舷
を
か
＂
て
．
救
わ
れ
た
島

ら
れ
る
よ
う
な
絨
閲
を
し
て
お
く
こ
と
暉
が
再
三
あ
ゥ
た
。
引
き
分
け
な
し
の

は

非

常

に

＊

ツ

で

あ

る

．

試

＾

11
な
ら
ば
111下
の
闘
ら
だ
ろ
う
。
し

外

の

追

Etll負
け
し
な
い
た
か
し
．
布
効
な
ポ
イ
ン
ト
は
阿

つ
あ

め
に
だ
ろ
う
が
．

K
体
に
た
い
へ
ん
“
っ
た
わ
It
で
は
な
い
．
I
l
l
F
の
内
股
・

が
入
っ
て
い
免
嘉
は
点
に
“
が
＊
内
刈
り
を
ノ
ピ

n
つ
は
軽
く
閾
い
て

人
り
す
ぎ
る
と
展
か
も
ろ
く
な
る
が
．
い
た
“
へ

9
ン
ン
ク
．
ル
ス
カ
等
の
庶

国
際
試
＾
11
に
出
る
ほ
ど
の
者
は
｀
そ
の
代
の
メ
ダ
リ
ス
ト
に
止
べ
て
．
い
く
分

た
め
に
足
が
る
す
に
な
”
て
負
＂
る
と
見
劣
り
が
す
る
ノ
ピ

n
フ
に
は
．
闊
代

い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
と
な
い
．
し
か
し
の
逸

"tllド逍
予
は

t
ひ
、
は
ッ
き
り

こ
の
上
．
と
く
品
の
h
が
抜
け
れ
し
た
”
ら
力
を
示
し
て
ほ
し
か

っ
た
。

ば
も
:
と
よ
い
復
出
る
だ
ろ
う
に
。
ノ
ゾ
I
n
!
'
は
、
今
旧
は
”
頁
す
る

6

＂
噸
欝
が
さ
れ
い
な
内
股
で
ポ
が
な
く
｀
モ
ス
ク
ワ

£
gの
た
め
に
山

イ
ン
ト
し
た
が
．
膝
含
去
”
甲
を
行
I
t
F
の
小
子
調
ぺ
に
＊
た
の
な
ど
の
、
嫌

る
貨
い
よ
り
は
む
し
ろ
―
』
の
力
が
、
行
の
兄
力
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

よ
ほ
ど
効
果
的
に
感
じ
る
。
駿
を
希
か
世
界
漬
H
r
”
g吐
ma級
優
蒻
の
ル
ー
ジ

な
い
甘
れ
い
が
で
き
れ
ば
、
二
れ
が
い
ニ
フ
）

＂`

歎
送
憬
・遺
五
輪
．蛭

ら
ば
ん
よ
い
の
は
中
点
た
。
鼠
懇
眉
の
ネ
フ
ゾ
ロ
フ

（ソー

が
欠

今
年
の
ヨ
ー
ロ
え
這
手
慮
．
黒
迄
岨
し
た
試
合
は
郎
味
が
干
綾
し
た
。

別
絨
優
輝
の
パ
リ
ジ
（
フ
）
と
・
モ
ン
9
:
0
.
S
:
0
と
公
面
に
れ
わ
れ

ト
リ
オ
ー
ル
五

ii．涵
馨

和

の
二

合

幽

一に
感
わ
さ
れ
て
は
い
け
な
い
．

宮
と
の
バ
靱
は
、

三
3
の
直
に
刈
る
こ
れ
が
仏
．
ソ
の
駄
肇
の

1
/パ
ー
で

＊
外
に
パ
リ
ジ
杭
す
ゑ
町
な
く
倒
れ
位
は
甑
じ
て
あ
る
ま
い
。
大
際
の
点
年
は

宥
り
。
序
ら
K
り
き
わ
を
．
す
ぐ
ま
た
や
は
り
紙

一
霞
あ
る
か
な
し
だ
ろ
う
。

谷
寄
と
し
で
仕
布
り
を
と
ら
れ
て
あ
っ

（

県
・
体
追
柔
這
郎
魯

H
長
ー

-84-
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第
一
回
小

学

焦

荏

奮

鰊

往

露

iì
上
屯
J
l
i
間
．
県
祖
述
五

催
）
は
十

g
否

百

百

）

、

薗

違
館
で
開
隙
さ
れ
な

r
i翡
＂
士
ハ

A
．
四
年
生
．
白
二
十

A
．
五
苅
百
士
ハ
A
、
六
苅
百
一

ト
四
A
の^

g
せ
て
旧
．
七
十
六
人
の

憬
が
出
や
し
な
試
合
は
左
煽
体

収
訓
で
＂

っ
た
。
小
ゃ
濯
対
象
の
試
＾
＂

で
体
訳
副
を
採
111し
た
の
は
今
回
が
"

め
て
で
あ
り
、
今
ま
で
｀
泣
紐
に
押
さ

れ
れ
昧
だ
っ
た
軽

・
中
訳
の
選
手
は
の

び
の
び
と
試
＾
＂
行
い
．

i

揮
す
る
こ
と
が
で
邑
た
e

勾
体
の
小
さ

ぃ
れ
が
柔
lttば
な
れ
を
し
て
い
る
昨
＾
’・

体
直
訓
の
試
介
は
必
辺
の
胃
及
に
好
5

集
を

t
む
に
違
い
な
い
e

又
、
伸
び
磁

り
の
小
下
屯
に
減
litを
さ
せ
な
い
ん
め

の
配
慮
か
ら
、
薯
瑣
の
小
で

r体
直
の
・

馘
ほ
は
し
な
い
こ
と
」
と
い
う

H
mを

も
う
＂

｀
試
＾

Ern
3キ
rJ
烈
度
の
体

爪
の
オ
ー
パ

ー
を
認
め
た
の
は
好
感
を

も
た
れ
た
2

し
か
し
．
襲
の
み
を
追

う
と
．
こ
れ
を
沿
子
に
と
る
よ
う
な
こ

と
も
で
て
く
る
可
紐
性
が
あ
る
。

あ
る
三
府
は
ミ
ナ
ミ
紐
に
出
因
L

令
勾
体
が
K
さ
い
の
で
阿
計
黛
し
た

と
こ
ろ
八
キ
ロ

・
オ
ー
パ
ー
し
て
い
た

の
で
．
そ
の
時
点
で
憲
傭
し
て
も
・
も

た
。
叩
の
＂
減
に
＾
l
l
t
,
〗
た
と
い
う
。

翡
係
に
も
ミ
ス
は
あ
ッ
た
が
、

＊
米

ヤ
マ
シ
タ
級
に
出
鳩
す
ぺ
｀
』
選

f
を
ミ

ナ
ミ
紐
に
出
鳩
さ
せ
る
の
は
問
で
あ

る
：
本
供
の
純
粋
な
少
兵
A
の
エ
ゴ

で
旧
つ
け
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で

あ
る
。0
-―
―
年
ミ
ナ
ミ
縁

(26キ
ロ
釆
潤
）

優

開

飯

m康
弘

（
英
九
●
）

二
位

村

LIi克
之

（

関
）

三
位

UI緞
微

一

桜

井

）

•
代
I
l
l
"
之
〈
＊
）

o＿一＿
年
フ
ジ
イ
縁
印
キ
ロ
未
潤）

属

謄

閲

宜

叫

（

閲

）

_
＿位

m辺
宏

（

＊

〉

＝
匠
剣
＂
宣
真
窺
ヶ
岡
）

•
慈
堕
止
m

貧
岡
〉

0
-_＿
亭
ヤ
マ
シ
タ
縁
印
キ
ロ
以
上
）

眉

岡

泉

茂

露

岡

）

王
位

薗

―

綱

生

）

を
慈
る
て

長

桜

井

弘

， 

”
 

三
位

＊ 

ば

饂

一

食

井

）

守

国

利

久

（

閏

）

◇
匹
そ
｀
ナ

i`

｀
紐
翁
キ
ロ
羹
〉

隈
H
K金
弥

桐

生

〉

二
位

ヽ

醤

二

食

浅）

入
賞
お
め
で
と

腐
の
盤
の
評
及
と
確
化
を
め
ざ

し
て
開
か
れ
た
第

一
皿
小
学
生
総
体
柔

辺
麟
拉
は
羹
し
た
大
会
と
な
り
疇
ぁ

す
の
懸
五
這
界
に
叫
る
い
庫

mを
間
い

た
。
＾
大
会
で
小
t
ん
だ
tlJめ
て

r体

品

:

王

5111し
た
。
小
学
生
に
人
気

の
あ
る
瓜
役
遺

T
の
名
前
か
ら
諜
111し

た
ヤ
マ
シ
ク
繊
含
揖
級
〉
亀
フ
ジ
イ

級
〈
中
飛
級
）
ミ
ナ
｀
．
｀
級
窮
煩
絨
〉

の
呼
び
名
も
少
年
た
ら
の
問
に
す
ぐ
に

広
ま
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
”
k
aは
頂

m-

級
の

r
-
A舞
台
」
で
あ
っ
た
が
．
今

大
会
の
軽

・
中
鼠
級
道
小
の
試
＾
＂
は
の

醐
圏
嘉
置
冒
置
謳

萎
縣
慧
釜
墨
需
塞
縣
膨
靡

彦
多
””ガ
”
索
ぎ
鳥
置
胃

唸
祐
ャ

苓
弱
宰
●●
装
穿
す
54●
●

.””が
ダ

、X”
ぇ
吝
ナ

中

仲

咽

薪

町

）

瞑

骨

（

墳

〉

◇
霞
年
フ
ジ
イ
織
⑭
キ
ロ
拿
潤
）

届

＾

＃

歴

薪

町

）

二
位

坂

な

和

男

薪

m
)

王
位

松

名

男

含

井

）

・
酉
笛
一

↑

む

◇
111年
ヤ
マ
シ
タ
織

3
キ
ロ
以
上
〉

鴛
輝
競
”
{
r

象
井
〉

―
-fit
鼠

ff
研

（
閲

〉

-.iit
洩

兄

繁

出

盆

岡

）

ぅ

＊

ru“隣"m
~
晶
）

◇
手
｀
｀
ナ
｀
｀
蘊

9
キ

ロ

奎

置
ル
K
波
叫租
む

i

＿位

軒

紺

i

桐

生

）

三
位
憤
山
舷
隠
窺
ヶ
岡
）

.Jig弘
潟

浅

）

◇

年

フ
ジ
イ
織

⑭

g
g
 

眉
I
l
l
瀬
秀
叫
裔

町

〉

＿＿
位

岡

HI
繋
食

浅

〉

局
．丹羽芝
裔

町

）

•
東
原
英
樹
窃

Lu)

◇
£
年
ヤ
マ
シ
＆

印
キ
ロ
以
上
〉

欝
巾
墨

"
g

-
i
位
＾
氾
｀
＇
忍
裔

田

）

び
の
び
と
し
、
ス
ピ
ー
ド
あ
る
左
右
の

替
充
分
に
復
し
た
．

34団
体
か
ら

炉
が
参
加
し
．
試
＾
＂
内
芥
＆
而
度
な

も
の
が
あ
り
．
抒
及
な
ら
び
に
雉
化
珀

勁
が
如
実
に
駁
わ
れ
た
大
会
だ
っ
た
。

欝
捐
母
累
は
案
上
し
た
誓
を
錢

揮
し
た
。
ま
た
｀
関

m這
預
Ill)の

屈

が

脊

．

靡

應

．翡

逍

鳩

禽
崎
）
が
こ
れ
に
続
い
た
。
紘
名
の
女

と
這
予
も
柄
紐
し
た
が
．
あ
す
の
柔
道

界
を
ク
み
て
＂
退
し
品
し
い
。

繋
n
ン
ビ
の
ほ
馴
も
笠
で
u
れ
よ

う
。
―

-R"t上
人
賞
宅
中
の
士
に

14名

は
鵬
の
マ
ン

・
ツ
ー
・
マ
ン
の
指
導
を

爵

て

い

る

。

名

の

勢

n1t

に
対
す
る
信
頼
感
は
大
き
い
。
こ
れ
か

.. 一云阪

＞
一
縁
の
麟

小
体

剛
貧
辿

宮
沢
芙
儀
盆
窃
）

鎌
浪
良

一
含
邑

．．
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7
闘
1
敗

8
靡
l
敗

1
0
"
1敗

八
名
が
抜
覇

閑
Ii士
一年

度

紅

n試
合
は
九

且
習
"
(
U〉
•
印
武
辺
館
で
開
催
さ

れ
令
試
合
は
一
繊
か
ら
四
殷
ま
で
に

分
れ
て
の
蒻
ち
抜
き
戦
で
あ
り
、
六
人

以
上
（
云
廂
ち
上
人
を
含
む
ご
輝
ら

抜
い
た
名
は
即

n
H段
と
あ

っ
て
烈
輯

が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

愚

若

ぷ

迫

r
(
f
f渓
高
〉
を
ば

じ
め
＾
人
の
選

F
が
抜
訂
し
．
即
H
昇

段
を
認
め
ら
れ
た
。

8
疇

i
 
已雫
9ト毛

＂点
●籠

胃
晨

ふ竺鼠出

井
K
英
叫
薪
町
小
）

命
百
切
段
へ

＞
初
の
霞

椙
天
壬
"g邑

溢
義
泊

10闘
l
敗

9
騎
1
敗

6
謄
1
分

.W
英
高
｀

lll代
汽
貧
英
硲
）

小

林

只
(
K
Ill店
）

即

u弐
段
へ

8
闘
1
敗

8
謄
1
敗閲

中
毛
地
区
二
連
勝

第
二
回
県
接
骨
師
会
柔
道
大
会

筍

屈

諄

師

含

母

災

分

は

．

九

"-i
古
―

u
g
梵
閃
峙
よ
り
．

高
崎
市
武
辺
館
で
訓
償
さ
れ
た
。
県
内

を
四
プ
ロ

ッ
ク
に
分
け
．
各
プ
ロ
ッ
ク

が
じ
斉
と
し
て
伯
ら
ま
わ
り
と
す
る
こ

の
人
会
は
｀
今
M
良
搭
＂
陣
＾
＾
匹
毛
プ

ロ
ッ
ク
の
為
で
＂
わ
れ
た

a

＂ 毛
R-R-R-＂ 

隼

鼻

．．
 
＂ ー 3
 
2
 
4
 

一
〇
偏
人
職

凹

慌

糧

袈

。

切

石

井

ほ

0
こ
な
島
畳
体
寄
•
斯
井
秀
夫

:
m
“
背
撃
裟
0
•
内
田
嘉
火

訟

岨

が

弐

＂

ば

屑

o
i
r
l
瑣
穫
隠
小
内

•

中
村
武
雄

＋
令
ボ
八
郎
ィ
輯

0
．
珀
蘊
忍

参
IEm利
礁
引
分
●
ぷ
檎
栄
一

上
昇
正
町
屡

Q
小
林

"IVI

四
＊
渕

W

隊

四

＊

郭

肩

＊
以

i
.
學
霞
．
嗽
博

ふ

漬

”

*

＊

伊

藤

況

任

ふ

繹

弘

．

エ

＊

ぷ

"

*

〇
＊
横
谷
利
夫
不
咽

o
ri木
柘
火
A

9

＊
攻
柑
樗

11分

＊
謙
ぽ
正
良

ぶ
窃
f

紐

． ． 

a
 

・
昇
緊

五

井

得

彦

•
m中
唇

*
I
l
l
屈
敏
阻

？
小
林
．
l

郎

町
照
?
園
岱
給

樹
＇
翌
滋
滋

i
 

＊
合
会
長
賞

人
令
訓
貧
賞

＊ 

＊
会
餐
只
伍
賞＇ か

出
昂
叫
六
段

佐
藤
烹
四
段

人
渕
墜
四
段

＊
石
債
四
段

翌

条

高

惇

k
)
や
其
他
の
群
師
の
が
、
中
学
年
稟
雌
の
懸
下
の
大
会
で
は

"+2ば
U
nの

"IIより翌
厳
し
い
決
＂
で
訂
師
に
磁
れ
た
が
体
の
小
さ
い

も
の
で
あ
り
｀
講
閉
皿
皿
翡
宵
＂
門
桐
中
の
柔
辺
部
が
納
閏
＂
出
求
を

j

と．

の
岱
舌
ん
に
携
＂
ら
れ
通

し

で

芭

更
に
中
で
も
ひ
曲
な
私
が
八
戦
七
膝
し

届
る
皿
も
な
い

m母
伍

に

た

事

は

給
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訟
“

一
郎

閾次男

〇
問
“
重
繊

＂
羽
文
繊

四
月
二
十
八
日
、
講
道
鱈

0
成
績
（
上
段
が
闘
渇
）

＞
五
段
の
闇

袋

町

織

点

0
涌

（神
き

0
醤

牛
袷
祥
府
不
職

Q
几
口

（斬
邑
含
＂
＊
柔
迅
累
繊
大
会
は
天
皇
墓
分
十
四
妙
．
そ
れ
ぞ
れ
欄
四
カ
国
め

U

東
北
柔

9

肇
崎

nft
返
使
〇
怜
＂

（神
奈
）
生
日
の
月
・
干
九

H
.
l万
華
人
決
め
た
．
浚
疇
職
は
濾
顧
乞
痛
み
分
け
参
＊
雙

Q
点

”

不

囀

川

小

藷

野

）
の
攣
攣
を
鼠
め
＂
本
武
辺
鴫

n"わ
れ
に
よ
り
蘊
川
し
て
0
た
H
杢
ハ
殷
（
東
弐
北
貞
3

0111中
訳
払
麟
佐
藤
で
）
た
．
轡
＂
の
山
下
塾
術
四
殷

(m当
東
）
と
の
＂
職
と
な
っ
た
．
息
品
・
け
カ

爵
累
引
分
警
（
東
迅
は
委
這
鵬
し
た
．
＊
の
右
手
を
封
じ
つ
つ
．
撃
姦
＊
•
訟

l
f
l
o

9
心

沢

紺

司

鰤

製

武

田

8
繭
輯
．
伊
藤
五
段
（
北
満
さ
に
外
刈
り
．
冨
＊
ー
』
ら
さ
盈
な
く
鑽
鉦
・
円
＂

吝
設
の
郎
紺
し
て
独
雙
裟
品
箆
繊
み
‘
*
-
＊
と
な
る
•
•
野
口

歴

R
i

引
分
北
“

（北
躙
）
山
[
"
か
ら
績
匹
労
＂
め
に
決
め
た
．
ー1
-li
l
職
0
し
村
攣
は
幽
[
”
祠
定
だ
•
飯
“

朴
岳

m
大
内

Q
畠
（
農
）
饉
か
一
分
年8-
―
―
幽
載
は
上
村
っ
た
が
．
紬
の
試
合
は
相
三
土
事
せ
つ

~
2扁

北
爪
臓
繊
引
分
助
川
｛
卓
京
）
五
殴
（
九
州
）
と
の
対
．
＃
岱

Itず
．
見
事
な
莉
武
看
繊
り
の
山
下
だ
参
鍼
山
3

内
山
登
醤
払
を
Q
房
（
神
窓
し
に
く
る
と
こ
ろ
を
つ
ぷ
し
て
調
聞
技
っ
た
．
“
這
薦
下
殴
（
富
勇
．
二

"

•
大d

1
1
1
小
政
一

引
分
嘉
簾
）
に
入
る
も
決
ら
ず
．
山
は
大
刈
り
．
巽
殷

（
九
也
．
紺
璧
竺
九
•
水
島

ば
＂
巾
内
殿
石
川
（
な
邑
大
内
刈
り
も
効
果
な
し
．

Llrで
筏
に
が
負
傷
す
る
な
ど
大
会
が
や
、
直
り
上
弐
中
巽
3

金
ル
次
輝
引
分

Ill囚
祠
＊
了
＾
ら
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
上
＂
巧
み
に
り
に
欠
け
た
一
』
と
が
帽
し
ま
れ
る
．
参
神
田
弐
富
111e

＊
犀
呉
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東
北
柔
専
に

川

丹

竺

中

楓

（

東

京

）

織

に

拿

わ

り

．
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萬

惨
敗

＞

七

殿

の

訊

す

．

そ

の

墜

名

の

使

需

磁

な

く

．

上

裔

翌

溢

Q
・
"
a
H背
g設
げ

に

ゆ

く

さ

』

ろ

を

山

下

つ

参

爵

萩
＂
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．
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叫
四
和
五
十
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試
合
．
堕
皐
•
高

0
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東
京
）
副
書
の
駅
は
紅
白
に
分
れ
た
が
．
主
畜
北
犀
道
専
問
学
校
攣
善
試
合
は
十
ー
百
~
弐
●
我

D

竹
内
（
兵
庫
）
は
山
下
の
鴫
ち
を
立
し
た
•
四
血
職
の
十
一
日
．
鼠
武
道
鱚
で
行
わ
れ
た
．
＊
参
沖
口

桜
井
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ポ
）
巾
村
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隕
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ご
恒
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．
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邑
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．
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査
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霰
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四
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．
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ハ

ン
ガ
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れ
た
「

ハ
ン
ガ
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カ
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国
瓢
柔
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七
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＾
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＊
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．
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．
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．
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．
咋
年
虞

e譴
”
柔
道
大
会
が
中

止
に
な
っ
た
膨
響
も
あ
っ
て
世
界
の

肇
肇
．
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．
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•
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日
私
は
縫
目
』
の意
職

あ
る
大
会
を
躙
る
懺
会
に
“
ま
れ
た
の

で
以
下
攣
た
ま
ヽ
を
素
肛
に
記
し
て
み

た
い
と
忠
う
．

m．
柔
這
衣
に
つ
い
て

例
外
な
く
．
全
只
讀
耀
な
柔
辺
言
乞

裔
し
て
い
た
こ
と
に

if鳩
を
饂
い
た

121．
姿
勢
に
つ
い
て

＿
、
二

e鰐
を
峰
い
て
は
皐
し
て
良

好
で
．
麟
を
引
會
．
騎
を
突
鵬
る
兄
苦

し
い
饗
勢
の
選
手
を
見
な
か
っ
た
こ
と

は
淘
に
喜
ば
し
い
．

g
1

運
棒
紐
に
つ
い
て

襲
な
蘊
追
に
よ
っ
て
相
手
を
う
査

＜
扇
し
て
誼
を
纏
し
た
が
動
を
賽
さ
な

か
っ
た
闘
で
も
相
手
の
体
勢
が
崩
れ
る

こ
と
は
あ
る
．
そ
0
鵬
れ
を
．
そ

eま

宣
見
這
し
祖
手
の
立
直
る
の
を
筍
っ
て

鯖
し
く
次
の
妓
を
篇
す
と
い
う
の
で
は

な
く
。
そ
の
刷
れ
に
閾
髪
を
い
れ
ず
に

次

e鮫
を
編
し
．

g』
ま
で
も
霞
底
的

に
轡

T
姦
め
攣
け
て
綬
げ
る

eが
拉

笠
0
運
編
絃
で
あ
る
が
、
こ
の
日
の
全

試
合
を
遍
し
て
．
ー
』
0
遍
編
妓
を
瓢
饒

し
た
選
手
が
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た

eは
遭
憾
で
あ
っ
た
．
帽
手
に
抜
を
纏

金
日
＊
見
学
の
一
行

り
の
バ
ス
内
で
少
年
た
ち
は
目
を
輝
か

せ
て
山
下
選
手

eよ
う
に
葦
く
な
り
た

い
と
言
っ
た
．

績
川
か
ら
は
躙
辺
蝙
と
北
小
羹
這
ク

ラ
ブ
の
少
年
た
ら
．
玉

"Ire石
Ill這

蝙
の
少
年
た
ち
は
マ
イ
ク
ロ
パ
ス
で
．

長
患
績
倉
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
兄

熱
心
な
先
庄
方
．
依
編
守
の
惰
繹
．

そ
し
て
少
年
た
ち
．

m側
よ
り
＊
出
に

ー
』
苦
労
織
で
し
た
．

ttた
ち
少
年
の
中
一
・

か
ら
全
日
本
選
手
櫂
看
が
で
る
よ
う
紘

＊
躙
輩
ろ
う
．
討
が
全
日
本
這
手
籠
＊

会
に
出
嶋
す
る
と
書
．
私
た
ら
ば
何
白

も
の
バ
ス
を
つ
・
つ
ね
て
応
鑽
に
＂
こ
う

学

し

た

．

ぅ

．
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一
回
戦
で
敗
退

全
日
本
選
手
檀
圃
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予
還
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回
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直
渭
・
L
i
i渭

日
本
選
手
檀
大
会
に
綱
精
し
た
．
諭
化
布
意
●
な
一
日
で
あ
っ
た
．

瓢
（
鵬
谷
鵬
之
聾
さ
と
曹
及
鑢
（
霰
讐
“
●
●
墾
江
麟

日
本
は
大
会
八
疇
繊
の
う
ち
五
霞
艤

を
創
疇
し
た
が
t

艤
訳
還
手
は
ー
』
の
う

ち
の
七
十
八
キ
ロ
艤
に
山
蝙
し
．
決
鵬
井
弘
”
き
が
中
心
と
な
り
．
肇
化
指
「
全
日
＊
比
年
も
今
年
で
立
年
の
．

pq

で
フ
ラ
ン
ス
の
チ
ュ
リ
ュ
ー
ヤ
ン
雪
ヂ
這
遭
手
と
言
及
螂
墨
躙
の
少
年
た

3
士
ハ
名
の
名
が
甕
し
た
．
門
贔

に
判
定
で
鵬
ち
．
曇
疇
し
た
．
閾
塁
一
名
が
試
合
を
旦
学
し
た
．

二
十
九
且
・
畠
の
少
年
は
註
”
ば
．
召
『
．
鱚
檸
．

前
i
"
”
．
バ
ス
は
以
武
這
飢
を
出
錢
し
長
良
守
文
字
通
り
全
い
下
か
・
ウ
奮
て
く

の
試
合
は
．
贋
最
が
切
め
鱚
元
ハ

ン
ガ
リ

'
9に
次
々
一
本
●
ち
を
お

さ
め
た
が
．

m決
鴫
．
決
鵬
で
苦
職
．
た
．
鵬
谷
．
堡
蔚
費
よ
り
試
合
の
れ
た
．
吃
ヰ
た
ら
は
小
悶
緯
体
や

n

対
チ
ュ
リ
ュ
ー
ヤ
ン
鵬
で
は
贋
璽
五
と
こ
ろ
ゃ
予
鑢
が
き
さ
れ
．
参
加
行
蟻
暑
会
の
“
＄
品
な
じ
み
で
あ

全

ae予
姐
拉
稟
が
行
わ
れ
た
．
優
鵬
り
．
バ
ス
内
も
緯
納
な
＿
こ
や
か
な
雰
闘

が
＿
虞
は
組
手
に
ポ
イ
ン
ト
を
と
ら
れ

た
も
の
の
、
終
蛤
攻
撃
し
た
の
と

m手

が
「
這
げ
j

で
警
代
罰
則
を
畳
It
．
か
鮫
繍
は
山
下
”
名
．
這
薦
13
名．

W
閾
気
だ
っ
た
．
試
合
会
場
で
は
山
ド
這

r

ら
く
も
疇
っ
た
．

B
名
．
上
村
5
名
と
山
下
が
圧
劃
的
に
や
蝠
鰤
這
手
が
山
て
く
る
と
＊
“
で
"

同
選
手
は
園

・
芳

賃

中

で

央

の

中

多

か

っ

た

．

量

す

る

な

ど

．

真

剣

に

仕

？

し

な

爛

＇

冑

丙

鋼

．

盆

た

ち

は

プ

関

口

杯

支

部

対

抗

観

戦

記

野

先

生

が

鵬

顧

の

帽

意

を

籟

え

た

の

が

い

で

．

蒙

世

＾

外

刈

で

攻

め

る

が

鋤

ゥ

ffll疇
間

で

は

イ

ン
9
ハ
イ

中
量
織
五
位
の
あ
と
中
大
柔
辺
麟
で
話

躙

し

た

．

合

の

脈

翌

．

筍

攣

的

に

口

を

兄

な

が

ら

鵬

囀

し

．

裔

で

＂

蘊

胸

で

拉

げ

よ

．

で

あ

る

．

鱗

臓

す

る

止

が

な

い

の

で

阿

幽

で

も

―

J

れ
を
く
り
返

は
中
止
と
な
っ
た
が
世
界
璽
・111e予
し
た
．
決
諭

g
1
1
1ド
の
人
外

iUlg

伊

藤

顕

道

も

な

く

．

m手
の
胸
に
ー
」
の
胸
を
翌
＂
す
と
い
う
柔
這
と
は
見
ら
れ
な
い
肩

製
か
っ
さ
い
•
あ
た
を
月
分
が
儀
欝
爛
漫
の
四
月
士
ハ
日
．
墨
五
し
恨
・
の
岱
が
崩
れ
た
な
ら
ば
一
』
れ

一させ
て
拉
げ
よ
．
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
の
大
外
刈
一
本
檜
で
攻
め
る
と
い
う
嶋

遍
で
柄
臓
．
各
乞

2^
五
人
の
肇
化
還

手
の
ワ
ク
に
入
り
｀
這
抜
さ
れ
た
．

員

9

の
編
切
め
て
の
鰤
外
辿
麟
し
た
か
の
よ
う
な
聾
』
び
よ
う
益
『
“
で
｀

m
+~
画
閾
u
杯
支
“
対
筑
柔
＿
」
そ
軍
絡
核
を
編
す
絶
好
の
懺
会
で
あ
払
麟
に
つ
い
て
も
全
く
閾
織
で
あ
る
．
面
が
多
く
み
ら
れ
た
が
．
ー
』
れ
で
は
．

証
で
所
IUte目
的

が

這

虞

で

書

て

う

れ

た

．

這

大

会

が

蟻

＊

に

掌

行

さ

れ

た

こ

と

は

る

こ

と

を

直

ね

て

肇

躙

し

た

い

．

ー

』

の

見

地

か

ら

＊

易

試

合

を

見

る

と

相

手

が

m心
し
て
防
ぎ
昌
い
体
勢
を
と

し
い
・
眉
で
書
た
も
のe
試
合
内
右
爛
路
ヤ
磁
役
器
悶
癌
匹
；

~
位
偉
大
な
る
墨
靡
調
口
茎
羹
生9
1
4
1．
左
右
名
に
つ
い
て
胸
で
拉
げ
た
這
手
は
曇

・2
な
か
っ
た
る
の
で
．
一
晨
は
會
か
な
く
な
る
た

ま
で
の
ズ
パ
リ

iE"行は
な
か
っ
た
が
．

e
＿
員
と
し
て
哀
心
闊
に
慶
び
に
皐
え
拉
妓
に
上
這
す
る
為
に
は
、
右
も
左
今
織
こ
の
点
の
エ
夫
と
“
練
を
聾
輝
し
め
に
直
に
剛
口
に
な
っ
て
し
宣
ぅ
．

は
苦
畷
で
．
隣
は
肇
い
と
い
う

eが

天
だ
っ
た
．
外
国
遷
手
に
肛
じ
っ
て

の
試
介
は
．
ず
い
ぷ
ん
鱚
弧
に
な
っ
た
優
鵬
阜
．

二
絡
菜
．
王
位
泣
饂
．
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
．
裔
も
嶋
下
か
も
鰭
鰊
す
る
必
聾
が
あ
る
が
．
＊
日
の
た
い
．
—

J
Oよ
う
な
嶋
o^
．
輯
述
の
遍
緒
妓

き
＾
ク
ワ
の
代
滅
這
手
に
な
れ
る
よ
蓄
を
孟
組
し
命
崎
柔
辺
祭
の
竹
ら
―
ら
の

Ill唇
彗

illftして試
＾
そ
彎
左
右
0
唇

庸

し

た

景

171
．

貨

且

に

つ

い

て

嘉

皐

れ

ば

堕

畢

が

あ

が

る

が

肇

引

昂

乳

が

i
位
と
な
り
．
鬱
谷
符
ぉ
歓
び
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
あ
は
緬
め
て
少
な
か
っ
た
．
左
と
の
技
が
製
を
真
前
か
前
閾
に
刷
し
た
疇
閏
一
本
で
は
、
相
手
が

m・
心
す
る
文
で

う
が
ん
ば
り
た
ぃ
．

9
1
9
1
1
1
1
9
9
,

＇II
 
よ
り
柔
長
を
剛
・
り
れ
た
．． 
位

品

ろ

う

．

出

来

れ

ば

．

一
方
の
抜
で
攻
め
て
癒
を
が

g繋
鼻
け
る
懺
会
で
あ
る
が
．
鼻
る
．
雌
食
箭
品
手
を
靡
し
て

謡
盟
井
出
＂
剛
六
殴

．．
．．
 
位

は

鎮

さ

な

か

っ

た

登

品

llJ.
！

―霜
二
試
＾
品
で
．
巧
な
背
氏
警
棗
房
で
塁
晨
げ
る
の
と
．

9

で
攻
め
る
と
い
う
よ
う
に
．
次
＊
と
攻
し
て
相
手
を
攻
め
た
て
て
い
貸
手
が
は
金
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
U
注

め
る
手
が
打
て
．

BL取
U
も
宣
化
が
生
兄
ら
れ
た
が
．
い
ず
れ
の
蟻
合
も
｀
軍
意
し
た
い
．

れ
そ
の
編
果
竺
＾
書
い
二
塁
0
這
島
か
ら
マ
ッ
ト
に
つ

v
eで
誼
と
し
て
認

5
．
躙
誼
に
つ
い
て

想
し
て
橙
用
す
れ
ば
＿
誡
緬
果
は
大
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
．
皐
に
慎
と
し
祖
手
を
設
げ
た
が
魯
な
く
．
恨

書
く
な
る
．
そ
こ
で
．
品
懺
会
に
．
て
認
め
ら
れ
な
い
丈
な
ら
傘
り
問
戯
な
が
仰
貞
け
に
直
は
．
う
つ
伏
せ
に
な
っ

奏
二
誓
畠
が
樗
て
る
填
讐
迄
い
が
．
頭
か
ら
奴
げ
る
と
い
う
こ
と
は
．
た
贖
塁
孟
§
ず
に
抑
技
か
覧

畠
す
る
こ
と
を
お
霙
め
し
た
い
．
壱
墨
を
誓
蝙
合
も
あ
る
の
で
極
で
又
は
潤
躙
誓
駆
筐
し
て
量
屡

151・
大
内
刈
生
日
に
つ
い
て
め
て
紅
順
で
あ
る
と
揖
鯛
せ
ざ
る
を
得
に
塁
妥
め
立
て
れ
ば
．
誓
腐

繋
が
塵
を
引
〇
靡
嘉
鼠
っ
た
姿
な
い
．
私
の
目
の
先
輩
倉
口
鍵
之
馳
果
が
躙
樗
IIJ来
る
の
に
．
こ
の
給
忍

勢

eと
れ
ば
．
＿
』

e棗
勢
は
．
左
右
ー
ー
氏
が
旧
副
ホ
誡
鰤
瓢
の
軟
鰤
で
あ
っ
た
蠣
会
を
兄
這
し
て
．

m手
が
立
直
る

e

r
 

は
肇
い
が
．
躙
織
に
は
躙
ぃ
．
き
』
で

g
．
生
筵
に
汀
艮
老
覇
し
て
い
て
．
を
藍
翌
疇
め
て
い
る
と
い
う
蟻
面
が

gょ
う
な
饗
”
を
と
っ
た
相
手
を
．
生
縫
の
背

a役
で
頭
か
・
っ
マ
ッ
ト
に
罵
祖
当
多
く
兄
ら
れ
た
が
洲
に
帽
し
い
―
』

大
内
刈
公
E
別
で
攻
め
た
て
る
と
効
畢
嘉
織
を
折
っ
て
印
死
し
た
と
い
う
悲
と
で
あ
る
．
詞
緯
．
拉
誼
か
ら
閾
妓
ヘ

が
大
●
い
に
贔
わ
ら
ず
―
る
よ
う
な
鰺
な
事
例
が
あ
り
．
佃
に
も
鯖
閾
テ
レ
の
連
縞
と
か
、
闘
技
の
遍
絡
霙
化
に
つ

嶋
画
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
一
』
と
は
賎
念

一
ピ
翌
で
閾
織
な
状
態
で
印
死
し
た
と
い
い
て
苔
．
農
し
昌
す
る
必
饗
0

で
あ
る
．
試
合
”
に
特
に
布
効
な
―
』
の
う
輯
這
を
み
て
い
る
の
で
鐵
に
注
意
し
あ
る
こ
と
を
覇
疇
し
た
．

技
が
と
う
し
て
洒
用
さ
れ
な
い

eで
あ
た
い
．

011．
籟
“

ろ
う
か
了
鱗
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
あ
↓
で
は
、
頭
か
ら
拉
げ
る
の
を
防
ぐ
に
以
上
攣
た
ま
ま
を
記
述
し
て
み
た
が

161．
麟
麟
払
麟

に

つ

い

て

は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
・

rue上
体
を
饗
は
．
平
攣
の
研
究
修
緯
甕
反
覆
重
ね

閾
口
会
長
が
柔
這
誌
に
中
”
正
―
I

一
先
繭
屈
さ
せ
な
い
で
．
＂
を
肇

9
拉
げ
る
以
外
に
改
善
遍
歩

e方
攣
は
な
い
．

器
遍
雙
記
を
載
苫
い
る
が
．
そ
の
な
が
ら
相
手

e躙
瓢
を
引
書
上
げ
る
よ
五
＾
年
畔
属

a体
で
曇
鴫
と
い
う
二
＾

一
鰤
に
「
中
野
覆
J
!
!
つ
い
て
述
ぺ
う
に
す
る
．
こ
の
引
上
げ
が
躙
い
と
国
纏
に
向
っ
て
驀
遭
さ
れ
ん
こ
と
を
切

て
い
る
．
そ
の
中
に
墜
唇
胸
で
拉
げ
頭
か
・2
マ
ッ
ト
に
つ
く

-nEな
る
．
に
瓢
っ
て
止
ま
な
い
．

ょ
．
と
い
う
項
が
あ
る
．
中
野
先
生
e
1
8
1．
饂
這
で
な
い
剛
這
に
つ
い
て
鼠
麟
這
遷
輩
桐
麟
設

鵬
塵
は
天
下
ー
で
あ
っ
た
が
．
そ
の
中
・
相
手
を
合
法
的
に
崩
す
』
と
を
し
な

，
 

會
＊
柔
道
璽
極
大
会
閾
墨
・
遭
一
回
鵬
で
敗
追
し
た
．

彗
一
月
二
十
六
日
．
千
葦
麟
袴
紬
で

0
試

合

闊

躙
饂
さ
れ
た
．
本
県
か
ら
＊
等
肩
．
一
犠
庫
真
（
芭
＊
外
刈
頴
羹
行

山
崎
忠
男
．
糸
井
麟

一
｀
稟
原
秀
行
の
臓
＊
亭

＿

S
3
編
匹
方
＊
賽
昂
利

四
遍
手
が
出
蝙
し
名
試
合
は
ト
ー
ナ
昂
中
芳
幸
（
鳩
帽
姜
糸
井
曇

一

メ
ン
ト
法
で
行
わ
れ
た
が
．
四
選
手
は
直
谷
文
行
貸
ー
払
暉

111崎
忠
男

関 接 渋川四ツ角

誠 道 館 関
柔道整復師

同

同

骨
道
関

関

関

場

院
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久
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肉
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綱
本
名
東
）

小
”

（江
戸
川
）

g
（冨
鰤
）

.

0

石

川

一中
央

p
小
学
六
年
の
“

0
石
改
輯
明

佐
繭
遭
'

． 

久
米
野

（茨
誠
）

0
宮
人

一練
屈
）

▽
中
キ

ー
年
の
“

0
松

m
苔
東
）

鑓
口

（文
京
）

武．

4
3覺
行
は
随
分
と
多
い
だ
ろ

う
が
．
払
口
の
愛
苓
は
少
い
の
で
は

な
い
か
と
出

R
し
て
い
る
．
正
に
下
手

の
横
好
さ
の
見
本
で
あ
る
う
．
各
縄
の

武
這
人
会
に
は
．
以
下
は
も
と
よ
り
中

火
に
も
山
向
い
て
鵬
輯
す
る
の
が
阿
よ

り
の
稟
し
み
な
の
で
あ
る
か
ら
、
訂
膏

古
以
上
か
も
知
れ
な
い
．

歴
柔
道
戻
網
）
と
の
馴
れ
初
め

は
箱
心
の
つ
い
た
5
か
ら
で
あ
る
ぶ

嚢
の
免
許
ま
＂
っ
て
い
た
父
か
ら

―――

ォ
ltlよ
り
U
網
の
冗
a
-
』
と
を
軟
え
・
ワ

れ
た
．
小
学
の
上
級
に
な
る
に
つ
れ

閥
覆
の
軍
騎
惰
を
含
め
桐
当
は
げ
し

＜
攣
え
ら
れ
た
．
父
は
ビ
』
か
0
m
蝙

で
本
格
的
に
修
集
さ
せ
た
か
っ
た
ら
し

く`

近
く
に
あ
っ
た
這
嶋
を
躙
ぺ
に
行

っ
た
が
．
『
あ
の
這
蝙
は
鴫
手
(
-
』
ん

な
澱
覗
誓
し
た
）
を
載
え
て
い
る
か
ら

駄
目
だ
j

と
言
う
こ
と
で
．
道
蝙
で
の

修
は
嚢
し
な
か
っ
た
．
小
学
校
で

は
創
這
鑢
に
入
っ
た
．
上
違
し
な
か
っ

た
が
｀
攣
a
e
本
格
的
修
畢
に
は
大
い

に
役
立
っ
た
．

旧
制
の
前
中

8
に
入
学
し
．
正
繹

と
し
て
饂
道
が
鐸
せ
ら
れ
た
．

l-
一
年
生

か
ら
柔
道
“
a
に
な
っ
た
が
．

ど
う
し

>
六
段．
 

長

谷

＾

（Illm)

肇
•

安
）

小
坂
縞
正
泊
(

常
見
和
民
一
佐

・
伊）

＞
中
年
．一
年

の

隅

闇

雙

正

行

（

0
松
川
辺
U

摩
u
m
巨
・
館
）

井
＂

n
-高崎
―

”
”
桂
次
郎

｛前
編
）

駄

*

0
諷

山

藷

飾
）

馘
汲
斉
夫
甜
崎
）
神
成
＾
ム
一
T
m
零
箪
（
北

・
諏
）
＊
平
太
一

（山

~
烹
m
設
の
郎
•
一
塁
m
l
T
蘊
•
安
田

n

山
）

田
村
鱗
疇
（
礁•
安

て
も
柔
鞘
の
妓
が

111る
・
り
し
く
．
た
生

や
先
輩
か
ら
「
お
餌
の
柔
辺
ば
邪
這
だ

と
批
刊
さ
れ
．
す
っ
か
り
や
る
“
を
な

く
し
て

t
ま
っ
た
．
県
下
大
会
前
の
夏

の
繊
曹
も
怠
It．
畳
＊
鑢
な
ら
ぬ
水
泳

に
鰊
中
し
た
m
暴
．
＊
詠
だ
け
は
好
記

録
を
出
し
た
．
B
*
紘
法
太
田
諏
の
免

許
を
許
さ
れ
る
事
で
に
上
這
し
た
が
．

肝
心
e
柔
這
0
方
は
さ
っ
ば
り
う
だ
っ

が
あ
が
ら
な
か
っ
た
．

不
世
出
の
木
村
と
対
戦

全
鐵
閃
代
で
あ
り
．
立
っ
て
良
し
．
雹

て
良
し
で
慧
敵
を
”
っ
て
い
た
．
臼
望

の
対
囀
の
繊
会
を
”
た
．
「
木
村
阿
T

る
も
の
ぞ
．
＂
意
の
膚
節
技
で
鰐
く
鵬

っ
て
見
せ
る
」
と
意
公
＿
J

み
だ
け
は
繊

ん
で
あ
っ
た
が
．
＊
＂
＂
意
の
靡
が
ら

み
で
慕
を
a
偽
し
て
し
士
っ
た
．
正

に
慢
心
の
鼻
を
折
ら
れ
た
と
言
う
ぺ

e

で
あ
ろ
う
．
左
騎
が
不
出
山
に
な
り
．

悲
嗅
を
か
―
こ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
．
当
”

沖
織
か
ら
上
京
さ
れ
．

g呉
享
に

呼
e改
め
費
及
活
動
を
さ
れ
て
い
た

輯
鑢
載
珍
先
生
に
お
会
い
し
た
．
先
生

に
軟
え
を
受
け
空
手
の
修
戴
を
瓢
け
た

段
位
合
計
二
十
八
段

そ
の
織
．
帽
々
e
武
道
を
“
"
し
た

囀
e
中
は
剣
這
の
先
生
違
に
実
畷
隈
で

あ
る
戸
山
諏
寧
刀
術
を
指
導
し
た
ー
』
と

も
あ
っ
弓
緯
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審
判
綱
胃
会
は
五
月
七
日
．
県
武
辺

戴
で
行
わ
れ
た
．
疇
“
は
鱈
＊
元
一
置

導
麟
墨
業
匹
太
郎
閻
副
闇
母
斬

弁
●
次
郎
寓
体
遷
蹂
這
鯖
重
“
長
．
約

50名
が
参
加
し
．
縫
日
熱
心
に
研
究
し

あ
っ
た
．
午
前
中
は
審
判
規
定
の
酬
究

午
級
は

g馘
試
合
を
と
う
し
て
審
判
火

燃
え
た
試
合
練
詈
寓
停
遍
鑑
道
饂

LIl硲
体

述

柔

m

唇

肴

一十
五
・

~
＿十
六
日
の
i
-
E
l
闘
．
以
外
麻
佼
チ
ー

ム
を
m
e
．
試
合
綽
官
を
行
っ
た
．
泣

く
ば
鑢
披
エ
．
富
山
工
．
そ
し
て
．
慮

生
（
埼
玉
｝
｀
暉
躙
祠
）
．
児
玉

(

同
）
．
＊
更
埠
中
火
字
躙
）
．
茂
犀

贔
（
巴
．
安
山
学
躙
函
迅
．
若

醤
面
邑
が
参
加
し
た
．
“
内
か

ら
は
潤
暉
利
駁
躙
．
農
そ
繭
図
｀

翌
．
娑
怠
が
参
加
．
県
武
辺
“

e
=-l会
場
を
フ
ル
に
使
川
し
．
触
囀
を

眉
し
た
．
監
瞥
団
ぶ
の
胡
し
＾
E

い
で

試
＾
＂
を
行
う
の
で
．
う
っ
か
り
す
る
と

試
合
が
で
む
な
く
な
る
．． 
回
で
も
多

く
試
合
を
す
べ
く
皿
田
は
あ
ら
こ
ら

へ
“
丘
休
み
も
と
ら
ず
｀
五
闘
平
ま
で

糾
気
に
つ
ヽ
ま
れ
た~―B
I
U
I
で
あ
っ
た

符
鯨
法
人
・
日
際
文
化
交
祉
基
金
は
＂
本

の
文
化
を
世
W
各
口
へ
紺
介
し
て
い
る

が
．
世
界
的
ス
ポ
ー
ツ
と
な
っ
た
太
辺

e
わ
か
り
や

T
ふ
る
た
め
に
映
圏
を
作

製
し
た
．
内
古
は
柔
這
の
艤
史
．
修

の
H
的
．
受
り
．
形
．
乱
取

"
t々
.

全
＂
人
遵
枷
苔
山
下
四
段
の

IlLIDI"

鳩
面
も
あ
る
．

こ
の
中
の
「
辺
鳩
の

＂
」
に
閥
悶

的
な
町
道
鳩
と
し
て
前
i
i
i
o
m
“
辺

嶋
面
蘭
“
r
t

だ
さ
れ
た
．

八
段
）
が
這
ば
れ

ぢ

―
JiJl+
-
U
に
馘
膨
．
四
月
＋
n

日
に
は
m
“
辺
場
で
ぶ
召
が
行
わ
れ

ぢ

出

随

し

た

門

悶

悶

醤

者

の

比
る
な
か
．
二
旧
に
b
た
り
芙
晶
に
よ

る
騨
況
の
鮮
叫
な
カ
ラ
ー
峡
両
が
び
し

各
摂
さ
を
行
っ
た
少
年
遥
が
辺
嶋
ヘ

＂

v
'む
か
え
る
館
良
と
敏
院
益

r

礼
注
．
そ
の
小
に
あ
ゑ
自
の
心
が
鱈

級
さ
れ
て
い
く
．
安
全
性
の
観
点
か
ら
．
―

サ
を
あ
げ
屯
ド
の
ス
プ
リ
ン
グ
が
び
さ

れ
る
．
受
勾
．
＂
り
綽
苔
．
乱
収
り
と

紐
S
．
練
州
位
の
礼
が

lliび
と
＂
あ
げ

膨

鳳． 

貼
“
体
直
柔
五
郎
ば
は

53年
虞
よ
り

雄
化
瓢
を
つ
く
り
．
置
手
強
化
に
本
格

的
に
収
り
f
f
l
“
―
ー
と
に
な

っ
た
．
過
上

7
琶
ー
と
の
強
化
ピ
け
だ
っ
た
が
．
今

紐
は
公
述
強
化
郎
と
述
翡
し
な
が
・
2
の

弧
化
が
則
岱
さ
れ
る
．

O
i-
．
g
-卜
五
．

＿＿
ト
パ

11．
以
外
は

と
の
繹
胄
試
＾
6

．

〇
丘
月
上

s．
強
化
閉
這
選
f
置
Ill.

0
ム
月
・
ト
＂
．
唄
ぽ
大
会
1
1
1
嶋
テ
ー
ム

圃
の
フ
ィ
ル
ム
の
I

―分
の

ら
れ
る
．
辺
嶋
0
闊
．
鉗
七
と
25
分

が

"a辺

嶋
で
の
場
面
で
あ
る
．

に
肇
化
瓢
／

妓
研
修
．
世
界
e
柔
辺
H
の
動
向
と
国

塁
追
審
判
嵐
定
に
つ
い
て
．
世
界
這

手
櫂
大
会
が
行
b
れ
ら
女
子
柔
這
に
つ

い
て
．
鍼
織
に
編
0
形
．
柔
の
影
の
躙

”
と
肇
り
訳
山
の
内
苓
に
充
輿
し
た
講

冒
会
で
あ
っ
た
．
し
か
し
．
内
官
が
充

火
し
て
い
た
が
紘
に
参
右
の
少
な
か

っ
た
―
』
と
が
情
し
拿
れ
る
．
蝠
力
に
い

て
な
か
な
か
研
修
の
Ill会
e
な
い
私
た

ら
に
は
醤
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
．
忙

が
し
い
中
で
あ
る
が
．
こ
e
よ
う
な
纏

＾
＾
を
大
い
に
店
f
f
l
し
た
い
も
e
で
あ
る

積
極
的
に
参
加
し
、
研
修
し
よ
う

審
判
講
習
会

＂
＊
元

一
指
騎
釉
“
は
か
ね
て
よ
り

邑
警
の
懺
闘
紐
「
上
嘔
警
友
」
に
“
月

覆
し
て
書
た
「
身
体
づ
く
り
」
「
い

e
ら
の
ト
リ
ム
」
「

g
重
葎
」
の
一
―
-
0
-

を
セ
ッ
ト
に
し
て
山
版
す
る
―
ー
と
に
な

身体づ〈り
っ
た
．

いのちのトリム

体霞自

蛉木元ー著

「
g
体
づ
く
り
」
は
讐
瞑
W
C

け
に

g
体
づ
く
り
を
．
ス
ポ
ー
ツ
・
武

辺
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

・レ
ク
リ
ュ
ー
シ

及
び
出
鳩
選
手
の
合
臼
輝
官

0
七
月
下
り
・
・全
国
大
会
山
蝙
チ

r
ム

及
び
鯛
人
を
|
心
と
し
た
合
阿
練
冑
．

。
＾
H
.
以
下
実
力
佼
e
臨
化
＾
函
及

び
合
旧
繊
曹

0
+
H
．
自
体
這
平
を
巾
心
に
．
自
由

参
加
に
よ
る
合
閾
絨
曹
．

0

+
-
H
．
強
ftlfi定
這
手
道
山
．
＾
a

団
練
冑
．

0
+
-
iH
K
"
・
ウ
ェ
イ
ト
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
．
サ
ー
キ

ッ
ト

・
ト
レ

r
ニ
ン

グ
綱
腎
会
．

そ
の
他
．
巾
・
直
・
ぼ
•
北
弔
紬
X

と
も
す
れ
ば
ス
ポ
ー
ツ
繭
の
み
が
直

調
さ
れ
が
ら
な
現
在
．
こ
の
峡
画
は
柔

這
の
も
つ
＂
神
面
に
も
閉
み
込
ん
で
お

り．

iEし
い
柔
コ
の
＂
及
に
口
猷
で
書

る
臼
重
な
も
の
で
あ
る
．

纏

且，＂＂
IJ
ム

i

雪

で
は
＿
唇
け
に
日
嘗
覇
の
中
で
私
第
二
嬰
量
・
績
JII春
學

塁

這

醤

。

aOAO
醤

翠

函

翠

饗

1
函
。
aoROtgooaogoAio
。

翠

修
道
館
木
暮
道
場

這
が
聞
皐
に
で
書
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
e
会
は
四
g
-
+
―
-
＿
B
｀
誠
J
l
t
エ
●
寓
筐

と
り
あ
げ
て
い
る
•
最
儀
e
「
自
謳
体
鑑
這
蟻
で
行
わ
れ
た
．
小
学
―
_
＿
年
か
ら

岳
這
鐸
掌
奢
む
け
の
も
の
で
あ
り
．
一
般
拿
で
二

ili-H・名
の
選
手
が
参
加
太
田
市
の
柔
這
畳
好
＊
＂
望
の
柔
這
瓢
躙
に
●
鵬
攣
“
＾
殿
＊
井
碍
繊

璽
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
中
心
と
な
っ
し
．
熱
気
あ
ふ
れ
る
試
合
を
編
躙
し
た
・
編
が
問
市
守
井
に
克
虞
．
咋
年
九
月
四
＾
殿
ら
乏
蘊
え
｀
薗
長
＊
●
鴨
繊
氏
｀

贔
醤
e
g
農
＾
段
・
z
e
翌
鷹
＊
費
固
羞
』
0
這
嶋
は
．
四

器

全

国

化

さ

れ

た

U
会

の

中

＞

小

学i-＿
年

の

“

繊

脊

這

艤

闘

會

が

行

わ

れ

r‘
饂

十

八

為

戴

で

つ

り

な

わ

豆

芦

＊

で．

R
2を
動
か
す
ー
』
と
が
少
な
く
な
〇
斉
藤
栄
臀
枯
雪
'
e
石
井
名
は
襲
g
＊
蒻
財
繊
氏
＝
＾
殷
．

Ill
（-
―

-n.
＊
誠
．
晏
驀
e
、

っ
て
嚢
g
a
．
霞
山
名
｀
そ
し
て
｀
剛

0
日

農

棧

は

苗

滋

筐

祖

闘

闘

主

事

で

走

"flJ嚢
を
偏
ぇ
．
坦
翌
嘉
S

皇

い
か
に
し
た
ら
饂
饗
依
ら
．
よ
り
弧
＞
小
学
四
年
の
紐
年
退
疇
さ
れ
た
が
．
そ
れ
宣
で
一
貫
し
覧
器
写
予
二
氏
醜
」
e
●
を
編

閾
な
体
力
を
も
て
る
か
を
科
学
的
に
鱈
e
1
1
1
辺
宏
②
嬰
明
繁
局
久
て
柔
這
の
轡
上
．

B且
力
さ
れ
．

11て
い
る
．
現
在
日
よ
臣
．
畜
四

誠

し

た

も

の

で

．

塁

条

で

あ

る

．

腎

山

姜

盪

を

闘

く

の

が

夢

だ

っ

た

と

い

う

．

人

を

含

み

七

十

人

傘

．

＿

＿

一覧
か
ら
四

9

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

I

>

小

学

五

年

の

間

是

“

0

塵

さ

ん

が

1
殴
．
次
女
の
う
た
十
蹴
宣
で
が
汗
し
て
い
る
．

彎
[
[
〗
ニ
冒
疇

を
決
め
る
力
法
を
と
っ
に
．
十
哭
＂
e
魯
＂
千
賢
店
盟
勢
嬰

t

曇

曼

沢

庫

久

職

い

．

な

お

潤

名

を

し

の

翌

も

元

繁

牙

睾

繊

＞

嚢

70
キ

ロ

m

織

綱

菱

●

●

囀

膿

冨

寛

會

v
g
G
o
キ
D
以

下

爾

亀

翠

行

要

暮

修

③

鑽

m

欝

＿

璽

塁

慇

四

攀

纏

-

0

証

体

載

臀

本

文

魯

i

l

t

f

l

l

四

鵞

塁

屑

黛

田

羹

一

月

ー

を

一

E

l

、

翌

g

e

畜

>

＿

唇

螂

岨

で

午

前

十

暉

よ

り

審

判

閾

詈

研

究

会

_
＿
位
霰
井
這
場
冠
崎
市
）

利

泊

臀

山

翡

二

位

下

U
山
少
年
団
？
に
m
町
）
＞

嚢

70
キ
Cl
以

下

鼈

躙

貫

鯖

井

讀

可

佐

鰤

羹

伊

午

緯

＿

闘

よ

品

＿

lru綱
生
殷
訓
遍
手

忌
磁
ケ
岡
小
学
竺
訂
馬
町
）

①

眉

爵

勢

成

蘭

賃

薦

●

零

平

昇

器

耀

会

が
行
わ
れ
た
．
審
判
鵬
曹
酬
完

塁

屏

退

（纏
名
町
）

ー9
ー
，
＇
ー

'

J

_
_

_
 

9

ー'
_
1

ー
会
は
冨
塁
墨
し
く
謂
闘
し
、
正

O

隈

塁

遵

貪

寒

帽

古

邑

奉

・

館

林

支

鶴

0

び

し

く

．

を

ぃ

爾

古

で

あ

っ

た

．

し

い
審
判
に
堡
立
て
よ
う
と
す
る
も
の

竹

暑

．

埜

農

玉

奢

l

,

"

字

屑

＊
嘉

竺

下
儲
．
f
l
l
g
爵
例
の
寒
喜
は

に
IUー

印
＊

ロ
・
歴
犯
ケ
閾
中

i
n
十
七
H
よ
り
芋
一
n
ま
で
の
五
中
“
醒
薔
小
贅
叫
小
山
鵬
口
鯖
六
曰
昌
軍
町
塁
＊
天
会

里

竺

耳

”

＿

品

．

芦

昇

”

半

よ

り

＾

闘

ま

で

．

各

羅

利

和

翼

醤

蜃

佐

＞

小

学

低

茎

・

の

闇

-

0

患

闘

貫

醤

醤

“

で

行

わ

れ

た

．

＊

さ

の

中

一

位

石

れ

益

謬

一
＿
位
断
井
エ

袋

堡

夫

＿唇

神

宮

災

。ド

全

忠

年

か

・

盈

器

喜

晋

六

蒙

七

回

飯

倉

町

柔

道

大

会

一＿＿整
＾
1
1
1
則
謬
小
鴫
安
心

仁
u
t
t
l
g
虞

＿翠

岡

）

久

t"を
＿＿
芸
襲
で
あ
っ
た
．
二
十
磨
血
飯
倉
旦
翌
＾
会
は
烹
月

十

＞

＄

幕

年

の

閏

畠

竺

石

井

ー

百

，に
は

T
前
J
L
m
i-l十
分
よ
り
鱗
闘

二
E
l
．
板
倉
町
立
武
道
1
1
1
で
行
わ
れ
た
．

一
位
石
凶
用
巳

0
妓
随
官
き
べ
存
い
．
g
汗
識
し
た
あ
と
．
予

―
l~
Q
攣
が
小
学
の
麒
．
中
学
一＿＿位
井
田
知
巳

p
界

遺

場

よ

り

お

し

を

届

づ

つ

み

を

う

ち

．

今

年

の

嶋

嚢

．

＿

窟

麒

に

分

れ

熱

囀

V
女
子
e
瓢

．

雙

一

．

醤

嬰

．

＂

野

汲

．

の

魯

虚

5

り

合

っ

た

．

鑑

参

加

人

“

を

嵐

闘

し

た

．

＿

位

宙

＊

臭

感

沢

剛

｀

芝

凶

忍

彗

一

九

五

名

を

薮

え

．

惰

勁

者

は

口

0

虞

鯛

―

―

ー位
藁
原
玲
子

＞

下

仁

m

名

翌

"

o

I

i

六
殴
以
平
J

L

名

だ

っ

た

．

＞

小

学

の

麟

＞

中

学

の

”

上

犀

岱

.

=

＿

澗

m

．

肇

嶋

憫

．

綱

生

支

鶴

零

糟

古

一

位

小

山

箆

―

i位
荻
＂
淳
＿
位
斬
井
好
愕

翌

冨

直

．

市
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10秒
期
袴
通
り
．
点
去
が
閥
い
た
試
合
で
も
躙
々
の

は
50砂
す
奮
患
い
切
っ
た
左
払
麟
に
は

65
キ
ロ
級
サ
ポ
ー
対
白
石
．
サ
ポ
ー
＂
右
内
戟
で

一
本
鵬
ち
．
内
害
は
伯
仲
し
て
い
て
兄
＿
』
た
え
が
あ

い
り
技
可
り
｀
そ
の
犠
も
勁
畢
．
宥
効
は
輯
の
試
合
で
助
骨
を
輯
め
た
の
が
jlj

闘
級
工

nヴ
ァ
ー
チ
対
蝙

iI．
百
九
っ
た
：
こ
で
れ
の
付
い
た
点
を
い
く

を
と
り
危
げ
な
く
押
し
切
っ
た
．
負
し
．
縞
み
分
lt
．

十

ニ
セ
ン
チ

e長
身
の
エ

n
ヴ
ァ
ー
チ
つ
か
あ
げ
て
み
よ
う
．

71
キ
ロ
縁
シ
ー
ル
対
田
躙
．
田
躙
右
岡
級
ト
ゥ
ン
チ
名
磁
東
．
モ
ン
ト
は
カ
ナ
ダ
の
肇
豪
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
を

一
．
外
国
選
手
に
つ
い
て

の
け
ん
か
四
つ
．

25砂
田
躙
0
磁
足
払
リ
オ
ー
ル
五
輪
＿―-
位
0
卜
っ
ン
チ
ク
は

12妙
．
大
外
刈
り
で
馘
っ
て
の
立
嶋
．

s
ル
ー
ル
を
態
知
し
て
い
る
．
当

い
効
埒
シ
ー
ル
反
撃
し
た
が
、
田
渕

40
妙
．
得
意
の
小
外
鑽
け
で
打
効
を
と
し
か
し
．
“
江
は
う
ま
い
輯
み
手
か
・つ
綿
の
こ
と
だ
が
．
ー
』
の
ー
』
と
で
う
ま
い

う
ま
く
さ
ば
書
．
内
唇
く
る
と
こ
ろ
る
．
そ
の
級

m軍
の
反
撃
を
防
ぐ
た
め

1
分
31砂
爵

唇

快

圃

し

た

．

試

合

を

し

て

い

る

．

象
内
殿
で
サ
魯
を
と
っ
た
．
島
を
し
ぽ
っ
て
い
て
指
導
を
受
け
る
．

95
ざ
口
以
級
ヴ
ァ
ル
ガ
対
邑
”
・
向
ス
そ
｀
ナ
が
あ
る
．
攻
め
続
け

78
キ
D
級
ジ
ア
ー
ニ
対
枷
沢
．
嘉
納
ぼ
．
醤
攻
撃
す
る
が
．
実
力
伯
仲
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
対
土
現
惜
．
土
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
因
”
ル
ー
ル
で
は

璧

巽

届

＊

ft誕

tlfJ鳩
し
で
抜
が
書
ま
・つ
な
い
ま
ヽ
試
＾
a
縫

7
.
a
t品
ほ
的
に
攻
撃
す
る
が
．
巨

A
ク
ミ
ナ
は
鵬
敗
を
決
す
る
重
要
な
饗

た
概
沢
は
左
組
み
の
ジ
ァ
ー
ニ
を
う
ま

71
キ
ロ
艤
モ
ル
ナ
ー
ル
苔
鵜
．

m
腐
ヴ
ァ
ル
ガ
．
ペ
ト
ロ
ッ
ス
キ
ー
に
は
素
で
あ
る
．

く
さ
そ
い
．

1
分
50
妙
あ
ざ
や
か
な
右

＿
橋
は

22妙
大
外
刈
り
で
効
果
を
と
る
が

19ぃ
．
終
疇
ス
ク
ミ
ナ
A
l
t
し
．
り
低
い
姿
勢
篇
手
を
攻
め
る
．

曰
m
"
月
畠
鬱
副
罰
鼠
闘
鳳
1
i
l
m印ム
の

リ

ー

グ

戦

で

行

"＂＂
11日
阿

羅

薗

霰

霰

警

置

悩

鬱

こ

”

り

・

・

ホ

ー

い

益

わ

れ

た

B
光
見
物

-g
と
し
て
上
京
す
る
と
．
そ
の
あ
と
を

＿
翌
塁
に
置
鵬
し
た
．
山
下
爵
“

一
101で
醤
主
儲
の
レ
セ
ブ
シ
ョ
ン
が
饂

”
 

~
三
国
詔
聘
決
定
と
雷

＿

oず
．
旨
セ
の
足
技
に
敗
れ
た
．

95
キ
ロ
級
グ
リ
ー
ン
ウ
ュ
イ
対
小
林

一
斬
J
p
礼
次
郎
西
屠
坦
醤

g

#

-般
は
95
キ
ロ
以
上
級
．
箪
羞
贔
に
鰻

aれ
た
．
多
数
の
送
が

111を
．

柔

二

Î
B.11登
惚

篇

．

醍

グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
の
体
を
．
小
林
の
5

叫
和
五
士
―
一
年
に
な
る
と
．
58IJI体

0
さ
麒
ぐ
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
に
が
．

．
 

嚢

“IPI鑽
雀
口
の
辿
え
る
な
か
．
鯛
四
ハ
践
も
這
孟
届
＂
し
た
。
副

＊
外
刈
り
の
麟
位
と
な
っ
た
が
．

1
分

m
棗
往
尼
0
か
を
選
手
強
化
の

iAl
-閥
Ia^
凪
の
会
鱗
を
開
書
．
悶

g
-

――
-111と
群
馬
の
選
手
凶
が
人
岨
し
な
令
．
―
-
界
を
峰
え
る
差
の
並
念
＜
ぐ

4
0秒
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
は
足
取
り
で
効
で
鷹
極
的
な
崖
霞
の
必
肇
性
が
肇
く
な
を
つ
く
り
あ
げ
た
．
会
晨
籟
”
．
選
手
団

2
介
•
関
紙
艇
慶
り
東
印
古
へ
疇
兄
サ
は
東
照
出
だ
け
に

●

納

治

五

郎

杯

情

＊

閑

知

事

の

祝

紐

絨

い

面

賃

凶

っ

た

の

で

ゆ

っ

く

り

見

る

こ

と

が

で

き

．「
上
＂
“
選
手
団
は
伊
畜
保
存
い

一

巣
を
ぇ
．
過
去
二
回
全
日
い
火
藁
団
漏
り
．
そ

e
＿
-
『
と
し
ヤ
』

ra1納
計

IL血

の
重
量
級
で
優
鵬
し
た
小
林
は
内
股
．

5
屈

塁

畏

会

の

あ

と

．

外

旧

遺

予

国

圃

柔

道

大

会

崎

市

紙

の

屹

盃

の

畠

で

況

と

に

は

い

た

．

あ

る

段

nは
111
つ
g

r
払
は
今
届
嘉
い
て
く
だ
っ
た
．

w段
か
ら

講

遇

鱚

綱

立

百

閃

年

記

念

事

凛

の

一

っ

た

．

旧

峨

の

な

い

始

樟

な

ご

や

か

な

ま

で

世

W
各
馳
を
綜
し
ま
し
た
が
．
ー
』
北
Iiに
出
る
谷
川
岳
ば
す
で
に
ま
っ
口

臼

＊
外
刈
0
で
反
撃
し
た
が
、
グ
リ
ー
ン
.
を
開
謁
に
組
関
し
．
試
合
や
繹
密
を
し

攣

ウ
ェ
イ
は
逃
げ
書
っ
た
．

攣
て
は
ど
う
か
」
と
い
う
意
見
が
拉
貝
の
環
と
し
て
．
峯

納

泊

五

螂

杯

国

際

柔

辺

“

闘

気

に

っ

仕

遍

公

＊

県

し

を

』

と

eよ
う
に
直
し
い
紐
軍
掬
を
兄
た
こ
と
く
な
っ
て
い
た
。
臼
い
似
予
を
交
わ
し
．

0
四
同
職
ペ
ル
ギ
ー
討
欝

"
T
H
I
U
lで
日

わ

れ

た

．

こ

れ

が

可

陣

か

ど

う

の

あ

る

ハ

ン

ガ

リ

ー

の

ヴ

ァ

ル

ガ

や

サ

は

あ

り

ま

せ

ん

』

再

会

を

鵞

い

．

ペ

ル

ギ

ー

．

カ

ナ

ダ

の

一
翌
翌
開
へ
．
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
道

”
 

さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ー

60
キ
ロ
級
゜
扁
｀
少
屯
よ
く
囀
っ

“
か
檎
討
さ
れ
．

111饂
で
あ
る
と
の
皐
tJ
-

ポ
ー
は
大
勢
の
ム
人
と
の
ilj会
を

え

に
が
f
l
l
千
e
尖
力
が
広
七

．
が
得
・
つ
れ
た
•
I
L
n-．II
Iの
m
I
f珂
事
で
い

た
．
千

M
lは
餅
叫
へ
と
別
れ
て
いっ
に
．

9
．

孟

品

．

fjlg．
揖
＊
＊
テ
ル

一

一

65
キ
ロ
艤
デ
‘
<
”
塁
．
“
軍
の
公
に
翫
寧
さ
れ
．
“
品
の

M
畢
．
ペ
ル

寓

崎

市

役

所

訪

問

一

剛

の

広

漿

別

れ

の

パ

ー

テ

ー

が

mi

一

一
け
ん
か
四
つ
．
組
み
忠
い
が
鱗
い
た
号
ギ
ー
・
カ
ナ
9
．
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
三
国

-

i

↓

û
．
午
煎
十

'g-―ー
十
分
．．
．
 
＿

さ
れ
た
．

ぷ
Lil遺
手
団
は
次
々
と
感
霧

彎

が
4
分
30妙
岱

の

左
＊
外
藩
し
．
見

＇
手

一
月
"-十
ヒ

nぢ
―_＿

+13虫
で

国
選
手
団
設
a
I
i閲
口
会
紬
と
共
に
以
の
気
”
ら
を
辿
ぺ
た
．

一

事
に
＿
本
．

”
扉
鳩
に
組
閲
し
．
「
＋
＾

nに
心
崎
市

71
キ
ロ
級
9
ン

プ

ー

討

山

呵

爵

阻

111で
＿
＿
＿
匹
と
群
馬
の
四
チ
ー

ム

で

庁

を

訪

れ

た

ぶ

＊

知

事

は

快

よ

く
辿

r開
の
ぶ
合
で
は
ブ
レ
ッ
シ
ャ
ー

凪

払

の

局

m躙
送
足
払
い
で
＂
効
巴
悶
麿

柔

這

欝

閲

大

会

を

闘

髄

す

る

え

．
騨
馬
の
雌
雌
．
闊
史
．

諷
上
．
塵
が
か
か
ら
ず
．

n分
の
技
を
直
で
書

唇

隕

明

を

し

た

．

ま

し

た

．

＂

鼠

が

な

か

っ

た

こ

と

と

．

-

i

 

ー
を
と
り
這
げ
さ
る
か
と
み
え
た
が
．
鴫
ー
』
と
を
決
定
し
た
．
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
以

午
復

一
峙
．
選
手
閲
は

m崎
fli醤
嬰

呑

諷

し

な

か

っ

た

0
が
よ
か

i
 

分
50紗
左
に
動
く
と
こ
ろ
を
タ
ン
プ
ー

疇
前
か
ら
開
と
箋
関
係
が
あ
り
．
ぺ

l

の
醤
払
い
一
閃
．
あ
ざ
や
か
だ
っ
た
”
ル
ギ
ー
は

m馬
以

翠

で

国

111囚
際

を

訪

Puk五
罰

廿

じ

め

醤

っ

た

急

い

攣

す

』

（ベ
ル
ギ
ー
・
ク

78キ
ロ
級
サ
ラ
ザ
ン

gill．丸
山
＿
節

苺

姜

瓢

一
郎
八
殴
が
悶
二
火

魯

の

歓

辿

を

受

け

た

．

嘉

崎

名

喜

ン

ブ

ー

這

子

）

だ
る
ま
を
躙
・つ
れ
．

r
且

＾

起
J

が

r
冨
納
泊
五
“
“
大
会
で
｀
駄
は
わ

x
 

の
図
ぃ
を
サ
ラ
ザ
ン
靡
力
の
強
さ
で
年
か
・
年
五
年
間
指
導
し
た
こ
と
が
あ

防
ぐ
；
＾

9
ミ
ナ
負
け
し
た
丸
山
は
防
一
り
．
カ
ナ
ダ
は
隋
北
ア
メ
リ
カ
か
・呂
5

だ
る
事
の
最
え
る
人
生
調
で
あ
る
こ
と
ず
か
13砂
で
n
l
tま
し
た
．

t閲

嘉
長
か
ら
臓
明
さ
れ
た
．
そ
の
あ
と
．

em筍
が
な
け
れ
ば
．

13砂
と
い
う

m

g
 

職
に
な
り
．4
分
3
5秒
指
導
．
~
分
4
5
“
謁
と
日
等
の
レ
ペ
ル
と
い
う
こ
と
で
這

砂
警
出
で
敗
れ
た
．

t
ば

れ

た

．

観

汀

山

ヘ

ド

ラ

イ

ブ

．

攣

g
o
g
皐
だ
け
を
も
っ
て

m
mし
な
け
れ
ば
な

栖
．
竹
苔
ィ
ン
ブ
を
57秒
右

内

七

g.+＿
日

．

笥

面

の

準

鱗

い

っ

と

き

心

aを
体
め
て
．
試
＾
c
会
嶋
り
ま
せ
ん
で
し
た
．

llf島
で
一二
試
合
で

殷
で
．
岡
級
枷
沢
も
ス
プ
レ
ン
ゲ
ー
ル
は
会
を
闘
0
．
鉛
委

＿

啜

日

長

を

中

の

富

崎

市

存

餡

へ

む

か

っ

た．

g』
と
を
心
か
・ュ
閾
し
ま
す
」

（

を
大
内
刈
り
で
有
効
．
効
畢
を
と
っ
た
心
に
悶
に
入
っ
た
．

十

一

月

切

匂

綽

体

可

組

で

は
午
前
九
”
か
ら
松
＊
＊
カ
ナ
ダ
・
カ
ー
ク
ー
遭
手
）

血
血
貰
齢
即
叫
叫
~
叫
叫
叫
呻
訊
間
訓
~

一

．．
 

• 

量
量
置

X
X
裏
裏
置
置
置
置
菖
買
｝
裏
富
鼠
●
＿
量
置
嘗
鼠
攣
裏
＊

閾軍 ・テン（へう書大：外着しでくだ.,.

特
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
輯
・
中
量
級
の
遍

手
は
足
妓
を
多
用
し
て
い

u.

曰
槃
し
た
遷
ナ
と
し
て
．
ペ
ル

ギ
ー
の

9
ン
プ
ー
・
カ
ナ
グ
の
力
1
9

バ
遍
手
糧
大
会
で
ノ
ヴ
ィ

n
フ
を
肇
っ

ー
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ト
ゥ
ン
チ
ク
が
あ

ifら
れ
る
．
フ
ァ
イ
ト
が
あ
り
．
ス
ク

ミ
ナ
が
あ
り
．
技
も
あ
る
．
ョ
ー
ロ
ッ

よ
い
鯖
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
祈

念
い
た
し
ま
す
．

た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

9
ァ
ル
ガ
は
重
輯
寧

の
よ
う
な
力
肇
さ
を
鳩
じ
さ
せ
た
．

二
．
畔
鳩
県
遍
手
に
つ
い
て

璽
麟
ル
ー
ル
U
不
g
れ
で
あ
っ

た
が．

檀
蘊
的
な
攻
撃
は
よ
か
っ
た
．
＂
に
枷

沢
．
属
東
は
動
＊
』
も
遍
く
｀
伎
の
壼
れ

が
鼠
か
っ
た
．
竹
ば
．
蠣
江
の
内
殷
．

木
暮
の
＿
本
背

aい
も
あ
ざ
や
か
で
あ

り

1
醤
石
＿
小
軍
の
鰊
闘
も
光
っ
た
．

し
か
し
．
技
惰
｀
筋
力
｀
ス

9
ミ
ナ
．

精
神
回
に
ま
だ
ま
だ
問
閾
が
あ
屯
必

ず
鵬
つ
と
い
う
鐵
し
い
攻
撃

m神
を
も

っ
て
．
正
し
い
抜
肇
試
合
”
皿
い
っ
ば

い
か
け
攣
け
る
こ
と
の
で
會
る
筋
“
.

ス
9
ミ
ナ
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
・

2
只ぃ．

-
』
の
貴
重
な
“
麟
を
生
か
し
て
．
政
汲

e鵡
歩
を
頸
み
た
い
．

臼
を
犀
め
X
い
會
ま
し
ょ
う
．
贔
復
に
．

阻
氾
柔
遷
の
聾
凪
を
祈
念
い
に
し
ま

す．
ニ

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
シ
ャ
ー
ギ

M
駄
）

仝
は
が
潤
口
会
比
は
じ
め
柔
述
は
“

会
口
に
鳩
紺
の
慈
を
れ
わ
し
．
磁
か
っ

た
が
稟
し
く
打
意
義
っ
た
群
鳩
の
峠

を
出
り
合
っ
た
．

再
会
を
約
東
し
て

ー
つ
の
事
集
を
終
え
て

w故
も
な
く
．
＂
が

m馬
の
訟
を
楽

し
み
．
感
園
し
つ
ヽ
煽

mし
て
い
っ
た
．

大
成
功
の
う
ち
に
緯
T
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三
笠
艦
記
念
柔
道
大
会

恒
例
の
第

一
九
阿
＿＿
＿
笠
鑑
記
念
閾
東

七
臥
対
航
柔
道
這
手
権
大
会
が
．
今
年

は
．
綱
須
賀
市
0
攣
＾
品
＂
会

11の
賽

成
を
記
念
し
て
｀
贋
東
柔
辺
這
平
耀
＊

会
と
同
じ
＿
―

-g-五
El
．
績
”
i
i
i
給

合
体
W
会
鱚
で
行
わ
れ
た
．

今
回
は
．
特
に
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
と
し

て．

二
0
オ
未
漏
三
人
で
チ
ー
ム
編
成

す
る
こ
と
に
な
っ
た
．

麟
馬
以
這
手
は
．

高
校
の
闇
須

m
m之
（前
鵡
）

第
一
阿
臓

先

舛
谷

鑽
頭
賀

し
・，
 

＊
 

で
饉
笠
で
幻
け
た
． )< 

丑
揚
D
1

竹
尿
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山
嶋
＾
チ
ー
ム
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
鵬

で
．
坤
元
績
須
＂
が
置
鵬
し
た
．

（鈴
木
元
一
記

霰
井
小
畑
珀

m 扉
謁

訳^
＂は．

＊
キ
の
部
桜
井

・
守
面
＊
）

と
級
の
節
小
畑
弥
富
前
訊
）

で
あ
っ
た
．
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教
帥
を
汗
命
記

m闊
阻
師
範
予
校
扇
．
群
馬
＊
キ
贔

＂
字
郎

）

群
馬
以
立
蒻
緯`
中
学
校
（
衷
．
間
櫨
“

零
学
校
）

開
属
鼠
逼
冗
敦
嘉
頑
．
畔
属
県
警

稟
↑
校
）

人
＂
本
武
認
会
＂
罵
支
瓢

つ
い
て
．

n年
PIJn．
左
紀
の
柔
辺

四
、

弘
道
館
誕
生

二
、
先
生
柔
道
敦
靡
を
拝
傘

＂
由
四
十
五
竺

―
-n1+
-
a

群
馬
以
立
繊
枷
学
校
取
．

工
年
琶

”
馬
大
学

そ
の

5
．
綱
辺
饂
の
鬼
と
畏
敬
さ
れ

た
講
這
飢
四
裕
の
冨

7
＾
肴
．
椙
山

作
次
郎
先
生
が
．

当
峙
一
設
だ
っ
た
―――

船
久
“
氏
等
を
饂
え
て
．

量
の
窟

弘
辺
鯖
を
訪
れ
て
楢
＋
11
さ
れ
を
』
と
も

あ
っ
た
が
．
こ
れ
ば
．
“
納
臼
範
が
．

先
牛
を
符
に
直
況
さ
れ
て
お
っ
た
紙
左

で
あ
る
．

先
生
の
天
資

石
ば
財
重
氏

羽
田
畏

柔
辺
聞
士
．
八
設
鵬
口
孝
五
繹
先
生

は
二
翌
翌
年
十

一
月
十
四
fl
．
北
欝

閲
扉
白
鐸
井
村
中
繹

ー
五
パ
に
生
る
．

IPIifr.
H．五
雙
月
．
訳
川
町
頑
訳

111也
荒

＊
叫
斬
誠
柔
術
指
隋
．
ITJ
＋

a之
＾
先
生
の
門
に
入
り
柔
術
鰭
工
を

ぬ
め
る
ゃ

n々
闊
疇
之
”
め
．
少
壮
に

し
て
よ
く
そ
の
枠
を
体
＂
せ
ら
れ
た
．

閉
泊
一
ギ
・
九
年

＿

n十
九

n．
綱
辺

飢
に
人
門
す
る
や
屈
ち
に
l
l
J
糾
に
編
入

さ
る
．
先
生
の
抜

mの
技
圃
と
店
輝
な

る
人
格
は
．
講
辺
飢
K
冨
納
泊
五
郎
先

生
の
深
く
“
較
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
．

閾
墨
綱
“
柔
辺
を
繹
北
群
閲
に
精
先
生
は
．
天
賣
肱
閉
宜
E
に
し
て

及
せ
ん
と
の
人
土
を
紺
さ
．
＂
出
．

5
卜
誠
表
深
く
貨
少
年
を
愛
さ
れ
．
書
は

i
 
•• 

年
-―
-H
前
綱
＂
北
輪
町
六

11雷学
校
舷
曹
所
武
鑢
会
亨
で
．
直
は
必
辺

地
辺
芯
山
肛
四
口
聾
形
外
科
印
鯖
で
柔
道
を
軟
覆
し
．
柔
辺
を
通
し
て

g}
に
．
贔
納
綽
霞
の
命
名
に
な
ゑ
2

人
問
の
打
成
に
精
魂

eつ
く
し
八
甜

1"

嶋
弘
這
飢
を
閥
設
し
．
名
某
共
に
群
馬
腎
の
柄
閾
を
さ
れ
た
．

五
、
門
下
生
と
先
生
の
載
馴

柔

mの
中
ド
と
な
る
．

綱
で
“
名
な
水
戸
の
弘
辺
飢
は
．

7

皿
を
弘
め
て
人
材
を
餐
成
し
．
前
鵜

｛

払
が
弘
這
館
に
入
門
し
た
の
は
．
人

後
．
戟
川
）
の
弘
這
笥
3
．
柔
這
を
払

一
正
四
年
匹
"
-
U
で
あ
っ
た
。
私
は
小

め
て
人
材
を
賛
成
し
又
、
鴨
成
し
つ
ヽ
ぶ
汝
闘
代
．

fll当
な
騎
口
で
あ
っ
た
の

あ
る
．
先
生
の
弘
醤
盆
唇
ら
れ

一
で
．
凶
苔
．
柔
道
で
更
に
品
邑

E

る
や
．
先
生
の
石
穏
と
優
れ
た
技
重
を
な
る
で
あ
ろ
う
ー
』
と
を
お
そ
れ
人
門
を

mぃ
．
辿
＜
鼠
内
各
雌
よ
り
入
門
打
が
庁
さ
な
か
っ
た
の
で
．
社
を
誠
い
て
依

塾

到

し

た

．

証

人

と

し

な

そ

の

当

四

の

先

輩

陣

小
沢
利
平
氏
鐸
原
秀
占
氏

石

編

門

氏

小

a
松焚

山
田
卯
秋
氏

日
輩
陣
Illu林
IL郎
氏

市

111藤
人
郎
氏

兄
誠

一
覧

立

＊

＊

良

濾
辺
磁
氏
氏
金
谷
輯

li

後
閾
闘
樹
沢
泊
三
郎

大
烏
緑
益
氏

少
年
糾
闘
U
釘
五
郎
氏

―
―
-
、
鑽
山
作
次
鱒
先
生
来
鱈

ヽ

由
太
郎
氏

い
た
が
．

a臓
が
此
続
合
し
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
．

し
た
．一
般
に
．
丑
身
は
．

tlJ
．
心
苓
丈
が
練

青
す
る
も
の
、
よ
う
に
膏
え
ら
れ
て
来

た
が
、
受
勾
と
い
う
も
の
は
．
柔
道
修

稟
●
る

IIUは
“
練
を
重
ね
る
必
疫
の
あ

さ

遠

急
、
鳴
．心
濾
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六、

道
場
菫
り

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
体
認
し
た
．
竺

ぞ

五

生

の

乱

遍

切

g-』
m導

は、

．こ
の
受
身
の
熱
遠
に
依
っ
て
纏
敏

．
の
馴
に
外
な
ら
な
い
．

性
や
巧
緻
性
を
砧
に
つ
け
る
ー
』
と
が
出

来
た
と

titじ
て
い
る
．

紐
年
．

絨
を
訪
れ
た
”
.

合
い
は
―
ー
の
閃
で
あ
っ
た
．

氏
は
．
軍
庫
を
除
繹
級
．
閾
東
モ
ー

ク
ー
ス
直
＾
＾

e絹
環
紐
“
に
就
任
の

g

m
品
け
一
氏
と
の

Ill
占
礼
“
志
の
総
意
を
招
集
し
て
こ
れ
が

一
薗
翌
翌
為
に
．
同
門
の
士
に
依
っ

て
弘
辺
館
再
直
会
を
組
織
し
．
再
鰈
実

行
委
U
会
が
そ
の
中
心
と
な
っ
て
再
這

5

＿
月
雌
緯
に
転
は
．
翌
四
＂
弘
辺
飢
に

．

入
門
さ
れ
た
．
私
は
．
＊
陣
に
荏
。

瓢
道
岨
蹴
り
の
去
来
な
ど
も
あ
り
．

一
・一
以
上
の
成
巣
至
収
め
る
こ
と
の
山
来
た

抹
の
不
安
を
編
い
て
い
た
が
．
実
力
筆

Ill訟
氏
が
．

は
．
ー
』
の
不
安
を

一
絲
．
舅
罐
．
大
紐

に
紺
る
こ
と
が
山
来
た
．

九
、
先
生
の
ご
逝
去
と

弘
道
鰭
再
璽

大
騎
の
名
を
．

爵

墜
＂
私
の
“
師
在
学
の

ttl
．
夏
休
み
を
利

し
た
こ
と
が
あ
る
が
．

flIi「て
か
．
弘
辺
餡
に
も
よ
く
辺
覆

っ
た
の
で
．
阿
皿
と
な
く
臀
霞
さ
れ
り
が
去
来
し
た
．
そ
の
閉
．
私
も
．

た
け
れ
ど
ま
の
軍
虞
か
す
り
偏
だ
に
弘
這
田
の
暑
中
綱
古
に
出
”
し
て
い
た
・

gな
か
っ
た
の
は
．
芦
の
鵬
で
あ
の
で
．
先
生
を
わ
ず
ら
わ
す
ま
で
も
な

っ
た
と
Iii尼
て
い
る
．

iv．
い
た
め
つ
け
て
退
警
せ
て
い
た

又
．
畿
年
．
先
生
か
・
ど
う
い
う
IIu
iが
．
今
は
せ
．
鱈
か
し
い
思
い
出
の

一

怠
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
．

＿
つ
で
も
あ
る
．

＿
七
、
弘
道
鱈
の
行
事

r
柔
辺
の
乱
取
で
は
．
製
を
選
ば

．

ず

．

識

と

で

も

戴

多

く

の

人

と

絨

空

’

弘

屠

を

中

核

と

し

て

．

舟

岱

冠

貸
に
績
骨
師
会
の
鈍
誠
の
為
に
．
多

を
と
が
＊
啓
．
＂
に
．
ゃ

nに
く
仏
母
で
は
．
“
辺
館
の
け
事
に
な

躙

口

農

農

魯
冨
ー
氏

＿
ぃ
累
の
恨
＿
＿
そ
．
進
ん
で
誠
胄
す
ら
っ
て
．
梨
骨
．
箪
誓
式
を
実
年
に
U
り
献
為
な
尽
力
を
さ
れ
た
偽

万
拿
と
い
う
門
工
の
中
か
ら
記
饂
に
緩
輩
陣
と
し
て
．
翼
創
に
練
苔
を
重
ぺ
含
ビ
．
ー
』
の
草
の
相
手
を
．

CcIIli
箪

し

て

い

た

．

＊

な

る

忠

師

閥

口

李

五

郎

爵

且

．

あ
る
人
士
を
亭
ti
て
み
た
が
．
五
十
年
ね
実
力
を
騎
に
つ

11g.g告
｀
い
つ
で
も
設
げ
る
こ
と
が
山
来
る

一

熱
心
な
帽
小
2

の
級
．
お
汁
紛
み
か
ん
．
進
に
出
瓢
の
お
か
す
と
こ
ろ
と
な
り
．

位
年
年
前
の
記
饂
な
の
で
寓
＿
試

aの
石

眉

農

扁

謂

身

の

掏

沢

ta．
工
香
品
を
重
ね
な
け
れ
ば

19
を
韻
壺
な
が
・
品
告
画
ん
で
．
和
幽
411
.i十
八

年

月

貸

＾

十

一文

り

が

あ

ら

ば

ご

貰

願

い

た

い

．

祐

――“
氏
が
い
た
二
出
罠
は
大
成
し
の
舷
梵
違
し
な
い

f

試
轟
々
を
ぃ
玉
2
を
過
し
た
こ
と
も
の
必
齢
を
も
っ
又
墓
を
這
げ
ら
れ

姜
溢
＂
で
．
実
農
柔
望
た
が
．
属
沢
氏
は
．

RiJ
俎
歴
Ill紙
先

生
は
．
ー
』
の
馴
合
を
し
て
丈
慎
か
し
い
醤
で
あ
る
．
ー
』
の
U
.
“
た
こ
と
は
．
門
盃
両
蘭

iU

練
磨
さ
れ
大
成
さ
れ
た
の
は
．
災
輝
糸
門
学
校
に
辿
み
．
そ
の
儀
英
が
JUI
で
な
く
．
紐
多
く
の
人
と
絨
＂
す
る
躙

ー園
で
先
生
を
中
心
に
．
枯
五
鰈
．
竺
屈
の
翌
り
に
た
え
ず
．
仕
盗
塁

罰
続
書
修
鰈

§

・つ
れ
た
中
沢
利
綺
さ
れ
て
い
た
が

[
9して
肉
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
．

一五
農
を
は
じ
め
門
下
の
謳
貸
農

ー
に
対
し
心
よ
り
追
靡
姜
｀
る
も
の

平

氏

で

あ

ろ

う

．

設

さ

れ

に

．

紺

に

．

ゼ

ぃ

人

物

で

あ

学

校

で

は

い

つ

も

団

じ

人

と

聾

3

す

ーや
払
な
ど
で
記
念
巧

g
を
羅
っ
て
い
た
で
あ
る
．

＇

直

ね

．

女

恩

．

閾

っ

た

．

る

こ

と

に

“

る

の

で

．

巡

在

召

翠

ーが

．

闘

折

．

こ

塁

を

姜

世

．

此

笹

．

門

下

の

“

志

見

芍

．

先

r
翌
会
の
幽
』
を
閾
じ
た
こ
と
は
あ

『
小
和
組
の
中
心
は
．
駁
柔
連

igllU
武
攣
会
へ

．
g
器
農
J

し
て
お
供
出
闘
が
檎
か
し
§
U
I
さ
れ
る
。
生
の
塁
を
聞
撃

-mlu児
一
年．

っ
た
が
．
私
は
．
不
嘩
に
点
叫
唇
ュ

蘭

爵

で

あ

っ

た

。

r訥
糟
は
以
を
さ
せ
て
詈
．
数
多
く
の
人
と

g
、̂
弘
畠
に
別
れ
躙
繋
＾
社

一
県
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
9
1
網

i
g

＿
度
も
抒
兄
し
に
こ
と
は
薫
か
っ
た
．
葦
よ
り
ガ
し
』
の
賣
え
に
“
れ
ず
．
級
ず
る
識
会
を
い
す
え
ら
れ
た
こ
と
は
．
た
私
は

E和
一年

t-n.IH調
鉄

か

贔
）
す
る
と
と
も
に
．
裔
．
儡
の

さ
り
“
が
ら
．
羹
を
愛
し
熱
心
で
年
飛
躙
の
さ
を
見
せ
て
い
た
．
羽
＂
生
の
ご
配
虞
の
叫
で
あ
っ
て
．
忘
れ
耐

ーら
の
詔
囀
で
日
社
に
入
社
の
力
＊
騨
に

一塁
誓
尊
し
て
．
載
綱
に
火
っ
た

あ
っ
た
こ
と
に
は
農
を
汲
し
た
い
．
を
．
日
問
岱
3

少
年
組
で
よ
く
精
r
3

な
い
感
諏
で
あ
る
．

―賦
っ
た
が
．
令
翼
鯰
柔
展
岳
毒
山
緒
あ
る
名
辺
嶋
弘
辺
飢
elHI下
生
の

石
績
lfl
一
氏
の
柔
吾
．
強
引
の
力
を
し
て
い
に
．
閾
L
I
戻
聾
氏
．

IlJ利
用

の

私

が

．

よ

苺

遵

醤

人

偽

醤

盟

事

と

の

試

合

が

．

Ill屈
子

に

依

っ

て
jtj紐
し
．
純
iE
な
る
摂
“

の
奮
で
あ
っ
た
よ
う
な
記

g
が

残

っ

太

罠

．

金

店

．
氏
な
ど
b
そ
の
ば
門

ー
級

品

人

．
八
翡
段
．

JLiii．
一
窃

帥

癸

塁

亙

せ

羹

さ

れ

た

館

柔

辺

の

夏

，

＇

せ

ん

も

の

と

て

い

色

の

名

糾

で

雙

＂

熱

心

で

あ

っ

に

．

一
段
．
十
年
農

IIU寧た
こ
と
は
そ
の
懺
に
．
寸
暇
を
利

iniJ
-
ヌ
飢
な
努
力
を
紐
け
て
皐
た
書
閉
．

小
ぬ
訟
爵
U
．
当
悶
．
凶

3
中
予
右
酋
年
匹
月
．
弘
這
旬
に
入
門
し

の
柔
辺
軟
閾
で
あ
っ
た
が
．
検
年
．
前
た
私
は
．

UIIII先
生
か
・
？
“
患
』
指
導

縞
忠
・
羹
母
哲
笠
・
つ
れ
た
．

＿
怠
い
た
．

t"b*自
じ

醤

の
繹
町
で
．
伎
の
平
ほ
ど
き
は
令
く
な

足
伎
が
得
怠
で
あ
っ
た
．

IllmuII秋
氏
は
．
＂
占
熱
心
で
｀

IIJ

か
っ
に
．
こ
の
頃
先
生
か
・り

R
皇
な

品
唇
さ
先
生
の
助
手
を
つ
と
め
る
贔
ゑ
頑
い
た
こ
と
を
．
＾
つ
で
も
叩
磁
に

な
ど
樗
来
を
剛
紅
さ
れ
て
い
た
が
．

tffn土
g
し
て
い
る
．

し
く
も
背
く
し
て
"iJtさ
れ
た
．

『
柔
口
に
熟
遠
T
る
為
に
は
．
先
ず

同
輩
＂
で
．
鰐
輩
を
衷
て
い
た
の
受
身
を
諏
底
的
に
修
綽
す
る
こ
と
だ
．

は
．
足
ほ
を
財
意
と
す
る
閥

u林
五
郎
畳
身
の
練
密
が
不
允
分
の
者
は
．
椙
ふ
・

氏
で
あ
っ
た
．
紙
笥
壁
繋
之
．
柔
よ
く
か
ら
設
げ
・り
れ
た
口
の
衝
撃
を
恐
れ
．

剛
を
副
す
』
＿
一
の
柔
辺
で
．
観
て
い
て
＂
分
か
・
目
忠
い
り
っ
て
使
を
揖
け
よ
う

と
し
な
い
・
-
』
れ
に
以
し
．
羹
身
に
熟

賓
快
を
覺
ゆ
る
技
で
あ
っ
た
．

Iltill
,

＂
が
登
・

W
門
牛
婆
柔
辺
麟
で
．
＂
名
逗
し
た
名
．
設

If
.2
苔
』
と
を
恐

を
は
せ
た
の
も
決
し
て
偶
然
に
し
て
9
↓
れ
ず
禎
極
的
に
妓
を
“
け
る
の
で
．
使

え
ら
れ
た
も
の
で
は
薫
か
っ
た
．
の
上
遵
翠
い
」
．

．

．．
 

lIilll藤
太
郎
氏
は
．
熱
心
に
修
繹
を
払
は
．
た
屯
の
こ
の
訓
を
忠
火
に
守

頂
ね
火
力
も
あ
り
．
樗
来
を
属
＂
さ
れ
っ
て
い
つ
ま
で
も
受
“
の
絨
百
に
“
念

た
~
人
で
あ
●
た
が
．
練
密
を
巾
断
さ

れ
て
し
ま
っ
に
の
で
大
成
し
な
か
っ
た

悧
し
い
人
蒻
で
あ
る
．

減
辺
紺
長
氏
も
．
弘
辺
飢
で
は
よ
く

精

し

．
市
川
氏
同
紐
に
翡
さ
れ
て

d
"
 

；
●
 

日
門
に
な
ら
れ
た
の
で
払

資
金
の
寡
級
に
”
め
た
と
こ
ろ
．．
 

各
位

の
絶
大
な
る
ご
脇
力
に
依
っ
て
．
予
剛

こ
と
は
・
全
く
．
先
生
の
御
遣
鑢
の
然

ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
岡
闘
に
．

門
下
打
志
の
糧
鱗
あ
る
尽
力

e園
で
あ

っ
て
．
直
心
磁
瓢
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
＋
、
再
璽
肇
の
弘
道
鱈

“
来
．
ー
』
の
靡
史
あ
る
弘
辺
lllは．

関
い
出
五
鰈
名
鰤
伍
の
繊
＊
に
し
て
緻

嘗
な
遍
営
の
下
．
以
下
柔
這
負
誠
の
巾

砿
と
な
っ
て
名
実
と
も
に
．

nん
の
名

辺
鳩
と
し
て
織
多
の
人
材
慎
笑
を
輩
出

し
て
い
る
こ
と
は
．
弘
道
111門
下
の

一

人
と
し
て
．
洵
に
慶
び
に
堪
え
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
．

出
師
｀

年
IL郎
先
乍
に
は
．
磁
下
か

ら
こ
の
饂
容
を
属
望
さ
れ
天
鋼
と
し
て

お
歓
び
に
な
っ
t

ふ
・
つ
れ
る
で
あ
ろ
う

先
生
が
．
叫i
f
t
-
9-十
三
年
~
-
i
n
.
I
I

納
師
範
の
命
名
に
な
る
弘
辺
aIIU口
辺

場
を
関
設
さ
れ
て
か
・
ワ
よ
年

q.

u
~は
．

そ
の
七
十
九
鳩
年
に
“
る
。

払
と
も
弘
辺
館
門
下
の

P
は
．
こ
の

-
』
と
を
ふ
ま
え
て
先
生
．
生
訓
の
心
を

心
と
し
て
．
益
々
譲
辺

m柔
辺
に

m追

し
よ
う
．

撞
壽
中
の
，
．
八
殿

． 

院 長

副院長

渋川市辰巳町1703番地

関

関
ロ
ロ

丙

電話

恒

欽
五
五

02792-2
 

郎

郎

-2378（代

-101-
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躙
一
回
日
本
体
饂
公
認
ス
ポ
ー
ツ
鑽

導
『
躙
外
研
鰭
臼
員
と
し
て
．
全
日
名

蝸
区
ス
ポ
ー
ツ
●
技
団
体
代
攣
10名
と

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
e
ス
ポ
ー
ツ
事
情
を
見
聞

す
る
織
会
を
樗
た
．
咋
年
1
1
月
2
日
か

ら
12月
2
a
ま
で
の
＂
日
閾
｀
イ
ギ
リ

そ
フ
ラ
ン
ス
．
ュ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
．

ギ
リ
シ
ャ
．
イ
9
リ
ア
乏
訪
れ
た
．

国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
麟
舅
と
麟
抜
力
e

向
上
に
賣
す
き
』
と
を
国
的
と
し
て
．

各
の
蟷
械
乏
墓
纏
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ

組
織
e
実
疇
．
指
導
法

・
洒
動
ブ
ロ
グ

9
ム
e
1
1
立
．
体
麟
を
中
心
と
し
た
研

修
、
当
謀
直
の
ス
ポ
ー
ツ
事
情

h
ポ^

ー
ツ
科
ヰ
覇
究
所
．
篇
諷
等
の
鼠
稟
を

含
む
）
の
“
査
・
賓
科
収
集
を
行
っ
た

◇
イ
ギ
リ
ス
の
犀
辺

"
H
i
B到
雹
ば
．
ロ
ン
ド
ン
蜘

外
の
ナ
シ
11
ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
9
1

の
柔
這
繊
胄
会
嶋
で
．
マ
n
ー
ネ
ル
と

ス
9
ー
プ
ロ
ッ
ク
と
い
う
2
人
の
遭
手

か
・2
汲
叩
を
閾
い
た
．

ァ
．
遭
平
葦
化
騨
曹

こ
の
日
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
メ
ン
パ
ー
の

葎
に
繰
胄
中
で
あ
っ
た
．

ー
ケ
H
に
一

国
令
国
か
ら
遭
手
を
編
め
て
．

ア
密
一

B
の
合
屈
曹
が
あ
り
．
月

＿
回
各
紬

を
ま
わ
っ
て
櫨
化
糠
苔
会
を
1
1
う
と
い

ぅ
・
,
,
,
』
に
参
加
し
て
い
た
遍
手
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
畿
Iii"・
ジ
ュ
ニ
ア
70.

人
悶
u
名

2l納
杯
口
関
大
会
IU場

の
た
め
卓
京
へ
行
く
遷
手
7
名
を
含
む

で
あ
っ
に
．

室
内
鰤
贔
は
．
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
冷

加
剛
罵
ふ

ぶ
．．．．． 
ク
．．
 
、．．
 

涵
”"f̂It”

3
 

•••. 

"3r.：
4ts"
ノ
9

.g
ふ
．．
 
、か”ー．

•

5
"
”
\
Lふ
←
＾

.‘
 
・ゞヽ

・・
・

•
中畠
欝
i
"

瑶
訊
＞
令
i

0

讐

窪

・
亭
輝

・
大
学
な
ど
で
鑑

這
を
や
ら
せ
て
い
る
が
．
讐
事
で
は
自

e
防
法
と
し
て
行
っ
て
い
る
．

〇
柔
道
精
神
は
、
一

麟
的
に
は
守

ら
れ
て
い
る
が
．
礼
怯
は
あ
寧
り
良
く

な
い
．
特
に
柔
這
衣
e
着
か
た
が
瓢
い
一

0
ィ
ギ
リ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
鰤
戴

我
々
は
．
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
が

用
意
し
た
パ
ス
で
．
毎
日
疇
旱
く
か
ら

夜
10闘
す
ぎ
ま
で
｀
い
ろ
い
る
な
ス
ポ

ー
ツ
饉
載
を
ま
わ
り
．
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

ク
ー
を
見
学
し
．
学
校
や
市
阪
所
へ
も

行
っ
て
胡
を
聞
い
た
．
そ
し
て
．
＊
紬
．

ス
カ
ッ
シ
ュ
．
テ
―
ー
ス
．
ロ
ー
ン
ポ
ー

ル
．
ゴ
ル
フ
．
ダ
ン
ス
か
ら
射
事
に
い

リ
ン
ピ
ッ
ク
ゃ
a
”
大
会
に
“
け
る
成

鯛
の
皇
い
看
に
“
す
る
格
付
け
（
組
し
．

5
殷
は
”
オ
以
）
．
も
う
ー
つ
は
．

そ
の
紬
の
書
u
つ
い
て
｀
上
位
段
者
に

疇
っ
て
二
年
閥
に
百
点
を
あ
げ
た
者
（

但
し
．

35
オ
以
上
は
10点．

40
オ
以
レ

は
50点
で
可
）
．
覗
在
の
織
冨
殷
位
は

レ
ゲ
ッ
9
氏
の
七
霞
で
あ
る
．
し
か
し
｀

日
本
へ
素
て
．
麟
這
鯖
の
殿
位
を
も
っ

て
い
る
看
の
方
が
本
も
0
だ
と
い
う
呵

ぇ
力
が
非
常
に
葦
ぃ
．

＊
｀
普
及
状
況

攣
た
ら
は
8
オ
m
か
ら
繊
密
さ
せ
る

こ
と
を
希
費
し
て
い
る
が
．
実
”
に
は

1
1
オ
以
上
で
．
中
学
生
か
・ユ
試
合
を
本

格
的
に
や
ら
せ
て
い
る
．
葦
化
選
手
は

＂
オ
が
贔
年
少
で
平
均

27オ
で
あ
る
．

裏
g
“
メ
ン
パ
ー
は
1
6
才
以
上
が
約

2
J
i
s
干
人
い
る
．

ヵ
．
塁
醐

暑

暑

墨

含

．
国
か
ら
ス
ポ
ー

ッ
カ
ウ
ン
シ
ル

ース
ポ
ー
ツ
評
識
色

を
と
お
し
て
7
5
"
．

農

青

の

2
5
"

で
あ
る
．
メ
ン
パ
ー
ラ
イ
セ
ン
ス
と
し
ル
で
は
．
あ
ら
ゆ
る
帽
日
の
ス
ポ
ー
ツ

て．

g-アは
一
年
め
旧
ポ
ン
ド
．
が
で
魯
る
よ
う
に
鵬
駁
が
襲
鯛
さ
れ
て

-l
lliめ
2
ポ
ン
ド
｀
成
人
は

2
ポ
ン
ド
1

い
る
．
鰤
近
に
は
30面
か
ら
60園
の
正

3
ポ
ン
ド
の
年
会
費
誓
徽
収
し
て
い
る
式
サ
ッ
カ
ー
鳩

｛又
は
ラ
グ
ピ
ー
場
）

14名
の
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
畿
綸
這
手
に
は
が
と
れ
る
見
事
な
Z
生
が
油
平
織
ま
で

会
社
•
寄
附
・
ス
ポ
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
広
が
っ
て
い
る
．
こ
う
し
た
崖
設
が
．

ル
が

111只
嗜
と
な
り
．
月
60ポ
ン
ド
を
寧
で
5
な
い
し
10
分
"
v
l
J-U
!.!ある

支
給
し
て
い
る
．

そ

鑢

感

〇

遍

去

一
面
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

ナ
シ
”
ナ
ル
チ
ー
ム
の
＃
嵐
n
1
そ

の
成
績
が
良
か
っ
た
の
で
．
学
校
で
は

が
2
人
．
パ
ー
ト
e
n
1
チ
が
＇
人
で
ト
ー
ケ
ー
量
遭
會
で
鼠
軍
中
の
鱒
＊

U

あ
っ
た
•
n
ー
チ
の
手
当
て
は
．
金
・

上
の
7
闘
皿
で
食
費
．
布
泊
費
．
交
逼

費
は
綱
と
し
て
25ポ
ン
ド
（
約
二
n
P
l
)

で
あ
る
．

ゥ
．
I
l
l
.

パ
ー
マ
会
長

（
世
界
柔
遷
会

長

は

神
織
畿
い
で
．
そ
e
下
に
6
人
の
"
•

G
員
が
い
て
｀
編
金
は

13蟻
区
に
分
れ

て
い
る
・
年
＿
回
e
織
会
で
役
員
改
遍
．―

を
け
う
が
．
会
位
下
ほ
と
ん
ど
の
徴

只
が
震
・

2
只
と
と
い
う
．

工
．
段
位
割

I
l
l
内
段
位
で
一
＿
つ
の
点
敦
訓
盲
点

ィ
.
n
ー
チ

た
る
攣
で
．
ス
ポ
ー
ツ
と
名
の
つ
く
全

て
の
も
の
を
実
m
に
や
っ
て
み
る
鑽
会

を
＂
た
．
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
ク
ー
の
合
布

所
へ
泊
っ
た
り
．
鰊
狂
的
な
ブ
ロ
サ
ッ

カ
ー
も
見
学
で
き
た
．

戴
鳥
の
只

n緯
合
遍
I
l
l
遍
に
編
枷
を

か
け
た
く
ら
い
大
書
な
ス
ポ
ー
ツ
ホ
ー

事
た
．
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
ク
ー
に
は
必
ず

と
い
っ
て
よ
い
く
ら
い
直
内
0
-
＊
)

ブ
ー
ル
が
あ
り
｀
飛
込
台
ま
で
汲
編
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
•
-
＾
癸

年
5
の
旧
会
法
で
決
め
ら
れ
品
の
鰭

繁
だ
と
い
う
こ
と
で
．
レ
ク
リ
エ
ー
シ

墨
ン
の
た
め
に
優
翡
に
土
軸
警
霞
鍼

し．

g
＊
ブ
ー
ル
と
宣
内
●
技
嶋
を
つ

く
る
・
』
と
が
1
5
直
的
に
遭
め
ら
れ
て
い

た
と
い
う
．
覗
在
で
も
．

こ
う
し
た
立

諏
な
崖
設
づ
く
り
の
紐
費
や
鑽
導
宅
の

手
当
て
｀
遍
手
の
鎮
化
合
布
費
か
ら
従

露
費
の
綸
与
ま
で
．
そ
の
75
％
は
国
賣

で
支
出
さ
れ
て
い
る
．
逼
躇
．
学
校
．

露
●
｀
編
祉
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
の
饉

筐
と
指
導
打
に
沢
山
の
金
を
か
け
て
い

る．
う
に
な
っ
た
．

翼
点
）
を
鐸
っ
て
い
る
．

一
っ
は
．
＊

ポ
ク
シ
ン
グ
を
や
め
．
霰
這
を
行
う
よ

に
最
も
良
い•
I
J
I
を
つ
く
る
こ
と
が
大

切
だ
と
い
う
．
日
本
で
は
醤
か
ら
、
這

蝙
は
修
雲
累
織
鵬
す
る
e
が
あ
た
り

拿
え
だ
が
‘
-
』
-
』
で
は
別
e
人
が
や
る

印
戴
に
頼
っ
た
名
｀
ド
ッ
ク
畳
改

遭
し
た
ポ
ー
ト
蟻
．
人
エ
ス
キ
ー
蝙
．

ハ
イ
キ
ン
グ
n
'
そ
サ
イ
ク
リ
ン
グ

n
ー
ス
．
そ
し
て
豆
山
織
曹
の
で
書
る

肖
嚢
等
で
あ
る
．
特
に
す
ば
ら
し

い
e
l
t
.
m
績
あ
る
晏
の
履
戴
鰭
が

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
9
ー
の
石
縁
レ
ス
ト
ラ

ン
と
し
て
大
事
に
鰊
わ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
．
ー
』
れ
が
＿
―
-力
所
あ
っ
た
．

It

と
ん
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
9
1
に
パ
ー

が
あ
る
の
に
は
●
い
た
．
人
々
は
．
ス

ポ
ー
ツ
を
稟
し
み
．
シ
ャ
ワ
ー
で
汗

e

庫
し
｀
ー
杯
飲
ん
で
爪
を
遍
転
し
て
羅

る
の
で
あ
る
．
お
国
柄
0
m
這
か
・r酔

う
ほ
ど
欽
ま
な
會
ゃ
い
い
ん
だ
よ
』
と

い
う
．
た
し
か
に
酔
っ
ば
ら
い
は
少
な

・ヽし0
パ
レ
ス
柔
辺
ク
ラ
プ
で
m
導

あ
ら
か
じ
め
麿
覇
が
＂
直
さ
れ

て
い
た
の
で
柔
道
衣
色
―
言
も
っ
て
行

っ
た
．
1
1
月
10B19
時
．
マ
イ
ク
ロ
パ

ス
で
臼
舎
か
ら
10
キ
ロ
ほ
ど
の
這
場
へ

指
導
に
行
っ
た
．

ァ
．
あ
ん
た
が
主
役

這
嶋
で
は•

+
供
の
麟
た
ら
ま
で
山

M
Z名
｀
四
え
て
く
れ
な
鋏
い
隅
風

に
マ
ッ
ト
畏
40枚

e載
い
た
だ
け
の
辺

嶋
で
あ
っ
た
が
．
“
に
紅
山
の
事
を
棗

り．

B
本
国
鱈

e紺
げ
て
歎
湿
し
て
く

れ
た
．
討
拿
は
．
子
齢
這
(
5
.
6
オ

か
ら
15
.
＂
キ
ま
で
）
約

50人
で
あ
っ

た
．
我
が
問
も
．
柔
這
を
や
る
の
は
一

人
だ
け
．
ま
さ
に
『
あ
ん
た
が
主
慇

阿
か
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
璽
ン
を
や
っ

て
く
れ
と
い
う
の
で
．
手
合
せ
し
た
こ

と
e
な
い
静
岡
の
永
田
先
生
の
受
で
．

扱
の
彫
を
一
通
り
ゆ
っ
く
り
や
っ
て
み

せ
た
．
子
供
に
ち
よ
り
鱗
た
ち
が

g
を

e
"
t
t
し
て
見
て
い
た
．

ィ
．
冨
本
繊
胃
m
導

続
い
て
｀
準
編
遍
動
の
前
に
礼
注
か

選
手
肇
化
箪
と
し
て
．
高
い
＊
翌

あ
る
書
に
は
．
選
手
生
洒
緯
も
社
会
人

と
し
て
．
大
学
生
と
し
て
生
話
が
で
専

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
9
1
e
農
は
る
よ
う
．
き
く
じ
な
ど
に
よ
る
羹
で

4
0ヘ
ク
ター
ル
•
2
0
,
還
手
が
訓
糧
肋
し
て
．
檎
心
因
面
に
わ
た
っ
て
偉

鰊
中
で
あ
っ
た
．
室
内
，
＇
は
．
一
輝
し
て
い
る
．
つ
ま
り
．
オ
リ
ン
ピ
ッ

グ
リ
ニ
ッ
テ
市
督
の
ス
ポ
ー
ツ
崖
‘一
百
9
0
x
百
7
0
m
．
嶋
百

m
ト
ラ
ッ
ク
を
ク
直
翠
に
鰊
れ
な
い
よ
う
に
し
て
．
遭

設
量
見
学
し
た
m
．
な
ぜ
柔
道
を
言
ム
と
っ
て
も
ま
だ
余
衛
が
あ
る
．
室
内
ブ
手
優
遍
処
霞
を
制
震
化
し
て
い
る
．

す
る
の
か
と
た
ず
ね
る
と
r
日
本
の
武
ー
ル
．
室
内
ト
ラ
ッ
ク
と
も
僅
導
F
が

這
は
も
e
す
I
J
v
(
!
(
い
点
を
も
っ
て
い

ー
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
情
導
し
て
い
る
．
2

あ
っ
た
．
ジ
ャ
パ
ン
の
ユ
ニ
フ
＊
ー
ム
る
．
＂
に
柔
辺
は
．
皐

U
レ
ク
リ
エ
ー
百
塁
の
＊
會
な
柔
道
嶋
も
あ
っ
た
．

乏
祖
て
い
る
と
．
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
シ
0

ン
や
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
だ
け
で
は
0
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ラ
プ

く
ら
い
柔
男
に
結
び
つ
け
て
誌
か
け
て
な
く
．
社
会
的
自
「
J

鰭
繍
（
輌
神
敏
冑
）

く
る
．
哉
が
団
員
も
心
U
た
も
の
で
r
ア
と
い
う
点
で
非
常
に
す
ぐ
れ
た
も
の
を

イ
ア
ム
ジ
ャ
パ
―

-L^
ジ
ュ
ー
も
っ
て
い
る
か
・
3
だ
』
と
戯
鴫
し
て
く

ド
ー
マ
ン
』
で
あ
る
．
そ
う
す
る
と
｀
れ
た
．

サ
イ
ン
を
く
れ
．
I
l
l
這
鱚
e
バ
ッ
ヂ
を

．

く
れ
と
大
査
な
人
気
で
高
っ
た
．
兄
弟

ゃ
先
生
の
分
ま
で
と
せ
が
ま
れ
、
予
定

の
峙
閾
に
遍
れ
る
ほ
ど
e
騒
曾
も
あ
っ

た
．
お
か
げ
で
．
紬
の
い
く
つ
か
の
辺

岨
か
ら
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
外
で
鑽
導
に

来
て
く
れ
と
声
が
か
か
っ
た
.
と
-
』
へ

ま
る
で
ス
ク
ー
な
み
の
サ
イ
ン
攻
め
に

0
サ
イ
ン
攻
め

各
大
会
蝙
や
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
ク
ー
で
．

•
P
• 

，
 

●
覇
完
胃
自
動
綱
霞
ク
ー
プ
ー
・
罠
ら
柔
遍
磨
●
か
た
攀
で
撞
導
し
た
．

.-＂ 

明
つ
會
e
人
工
量
内
サ
ッ
カ
ー
蝙
や
更
に
、
鑽
り
糟
喜
方
法
｀
拉
げ
合
い

璽
畳
も
電
光
農
頓
も
日
本
で
は
見
と
露
皐
な
●
男
法
を
載
え
．
乱
軍
鱗

ら

れ

な

い

も

e

も

あ

る

．

曹

も

靭

30分
や
っ
弓
緯
り
に
．
＂
a

我
々
は
．
寧
い
闘
ー
』
れ
に
耐
え
て
寧
拉
・
大
外
別
な
と
い
く
つ
か
名
を
麟

喜
を
し
｀
暑
い
"
u
あ
え
て
●
中
糧
”
し
て
や
る
き
．
子
償
た
ち
は
r
レ
イ
．

古
を
す
る
―』
と
が
拿
き
に
讀
神
修
費
で
ア
リ
ガ
占
ゴ
ザ
イ
マ
シ
ク
』
と
日
＊

あ
や
U
い
う
考
え
方
で
あ
る
が
・
-
』
-
』
1
1
で
績
謬
し
た
．

で
は
道
で
き
0
．
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
ク
ー
ウ
、
レ
セ
ブ
シ
9
ン

は
体
育
を
と
お
し
て
e
誓
の
蝙
で
あ

る
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
や
る
若
考
た
ち

雙
が
緯
る
と
二
塁
し
て
あ
っ
た

ワ
イ
ン
や
ピ
ー
ル
を
だ
し
、
這
蝙
で
纏

大
な
レ
セ
ブ
シ
冒
ン
を
や
っ
て
く
れ
た
．

直
北
そ
く
事
で
0
書
と
め
ら
れ
．
繹
る

這
も
わ
か
ら
な
い
菫
ま
団
只
金
員
で
ー
』

鵬
攣
に
な
っ
た
．

工
｀
礼
法
が
で
書
な
い

遭
蝙
い
る
子
儀
た
ち
は
．
正
塵
は
お

ろ
か
宏
塵
す
ら
で
書
な
い
．
鑽
に
な
っ

た
り
、
か
か
え
麟
を
し
た
り
す
る
e
で
．

a
*
e
置
蝙
の
礼
法
を
鑢
露
す
る
と
、

鵬
た
ち
ゃ
先
生
ま
で
慮
心
し
真
a
し
て

い
た
．

糟
古
e
島
と
0
ス
ピ
ー
チ
で
．
礼
法

が
軍
い
―
』
と
．
唇
い
響
込
み

・
引
込

み
が
多
い
こ
と
を
鑽
鯛
し
て
お
い
た
．

1J
Q
崎
麟
舌
を
つ
け
た
サ
ン
と
い
う
ZO

オ
0
讐
稟
官
を
日
本
へ
饂
遭
奮
学
さ
せ

た
い
と
｀
鵬
で
あ
る
会
e
事
霧
囚
“
が

手
縁
を
よ
こ
し
て
い
る
．

0
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ

・
オ
ー
ル

イ
ギ
リ
ス
で
は

Sn"
＂c●
fo"

と
か

Come"-u.‘

0
全
翠
ジ
ュ
―
ー
ア
柔
選
大
会

11日
．
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
9
1
這
蝙
で
．

ジ
ュ
ニ
ア
大
会
を
見
学
し
た
．
五
試
合

嶋
と
も
●
は
国
靡
大
会
な
み
．
響
判
の

一

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

や
り
方
は
日
本
と
同
じ
．
女
性
e
審
刊

一
ー
ズ
で
宜
伝
し
．

一
級
0
ス
ポ
ー
ツ
栖

日
が
い
た
が
．
ナ
シ
●
ナ
ル
n
ー
テ
e
動
が
非
霜
に

111ん
で
あ
る
．
各
事
“
u

口
格
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
．
攣
た
ら
．
“
が
な
い
の
で
．
公
共
の
広
蝙
畳
つ
く

先
生
．
応
纏
令
が
観
覧
窯
い
っ
ぱ
い
で
り
、
ス
ポ
ー
ツ
・
社
交
の
嶋
と
し
て
こ

あ
っ
た
．
柔
辺
協
会
縫
営
0
売
店
が
で
れ
を
＊
切
に
す
る
こ
と
．
嵐
外
で
遍
動

て
い
て
．
記
念
バ
ッ
デ
．
メ
タ
ル
．
シ

7
と
に
く
い
れ
象
条
件
の
た
め
に
．
冷
疇

ャ
ツ
か
ら
平
崖
攣
で
売
っ
て
い
た
．
名

ふ
巽
偏
の
編
諷
を
つ
く
さ
』
と
．
小
学

試
合
蟻
と
も
夏
梨
月
一
羅
ず
っ

一
校
で
は
雹
薗
を
だ
さ
な
い
．
テ
レ
ビ
も

筐
っ
て
い
た
・
日
本
で
は
．
昨
年
の
長
か
じ
り
つ
書
た
い
も
の
が
な
い
、
土

・

”
国
体
で
初
め
て
二
鑓
の
竃
光
軸
示
板
日
は
学
校
も
会
社
も
休
み
と
い
っ
た
社

が
諏
蝙
さ
れ
た
と
い
う
．
大
会
は
夜
9

会
的
躙
填
＂
絨
か
ら
．
ス
ポ

ー
ツ
洒
動

悶
頃
ま
で
行
わ
れ
．
笠
日
は
女
子
ジ
ュ
を
事
観
ぐ
る
み
で
行
う
よ
う
に
な
る
の

ニ
ア
の
大
会
を
一
日
か
け
て
や
っ
て
い
で
あ
る
． ・_

＿ 
．、

行
っ
て
も
柔
這
は
も
て
も
て
で
あ
っ
ト
、

◇
ト
ー
ケ
ー
ジ
ュ
ー
ド
ー
カ
イ

賓
予
定
の
鑑
遭
●
曹
｀
ト
ー
ケ

ィ
と
は
r
闘
墨
e
軍
で
．
裏
札
や
名

”
e
マ
ー
ク
事
で
1
1
．
が
筐
わ
れ
て
い

る
．
＊
人
e
●
●
”
閾
亭
で
．
2
0
”
か

ら
一
”
閾
半
立
ち
と
う
し
e
乱
軍
繹
詈

80．
く
ら
い
e
道
蝙
に
納
70
名
0
鱒
冒

者
で
い
っ
ば
い
で
あ
っ
た
．
軍
癸
会

へ
出
霙
i
l
l
i
l
Q
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
ジ
ャ
ッ
ク

ゃ
ニ
ー
ル
ア
ダ
ム
ス
と
も
糟
古
し
た
．

外
I
l
l
遍
手
と
や
る
と
書
U
は
｀
糟
古
で

も
力
を
ぬ
い
た
受
畠
は
で
書
な
い
．
．
 

底
し
て
拉
げ
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
あ
る
．

そ
れ
に
研
究
宣
や
瓢
書
書
で
あ
る
．
ぃ

わ
ば
憧
"
-
0
畢
肇
化
織
合
ス
ポ
ー

ッ
セ
ン
9
9
で
あ
る
．
た
ま
た
ま
｀
瓢

覆
0
賣
格
を
と
る
看
が
5
百
名
く
ら
い

躙
修
中
で
轟
っ
た
．
う
ち
3
百
50名
は

イ
ン
セ
ブ
の
重
内
●
上
●
饉
蝙

フ
ラ
ン
ス
で
一
壽
古
く
．
ぉ
そ
ら
く

一
営
界
で
騒
も
大
書
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
プ

で
あ
ろ
う
．
会

H
は
覗
在
1
万
8
干
ー

9

干
人
で
遍
手
は
~
1
5
千
人
で
あ
る

＿
＾
＾
―一
年
に
創
立
．
あ
と
匹
年
で
百

扇
年
．
霞
上
．
名
疇
槙
ゴ
ル
フ
．
柔

n.
＊
紬
．
ス
キ
ー
か
ら
射
攣
に
い
た

ー
に
五
日
閲
泊
っ
た
．
広
大
な
m
e
中
る
1
6
e
●
銭
麟
門
が
あ
る
．

に
9
グ
ピ
ー
や
サ
ッ
カ
ー
の
グ
ラ
ン
ド

ー

笠

員

団

暦

10
フ
ラ
ン
（
約
5

を
は
じ
め
｀
合
宙
所
．
宣
内
麗
上
麟
妓
干

n-．
選
手
l
B
オ
以
上
酉
50
フ
ラ
ン
．

蟻
．
i
l
l
*
ブ
ー
ル
．
宣
内
各
輝
妓
蝙
．

18オ
未
躙
75
フ
ラ
ン
．
轄
に
．

t-ス

0
イ
ン
セ
ブ
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
ク
ー

バ
リ
で
は
｀
バ
ン
セ
イ
ヌ
の
森
の
中

に
あ
る
イ
ン
セ
ブ
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
，

0
ュ
ー
ゴ
ス
ラ
ピ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ

ユ
ー
ゴ
で
は
．

主
と
し
て
ペ
オ
グ
ラ

は
成
年
2
千
フ
ラ
ン
．
ゴ
ル
フ
3
千
8

百
フ
ラ
ン
と
．
織
戴
は
立
珊
だ
が
金
賣

は
非
掌
に
富
ぃ
．

ブ
ロ
ー
1
1
'
I
Q
鵡
に
は
テ
―
=
＾
n
,

ト
だ
け
で
も
60薗
も
あ
っ
て
．
い
ろ
い

ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ
て
い
る
．
会

員
e
み
が
入
れ
る
立
讚
な
レ
ス
ト
ラ
ン

が
あ
る
が
｀
富
い
会
賣
が
払
え
な
け
れ

ば
ス
ポ
ー
ツ
も
稟
し
め
な
い
と
い
う
社

会
で
あ
る
．

＊
響
内
に
あ
る
零
這
蟻
で
―
1
n
9
ス

剛
畳
に
会
っ
た
．
フ
ラ
ン
ス
遍
手
檀

＊
＊
に
鑽
鴨
さ
れ
た
が
｀
日
糧
e
躙
繹

で
行
け
な
か
っ
た
．
立
讚
な
更
衣
宣
に

は
日
本
0

窒
e
写
真
が
鶉
げ
て
あ
っ

た．0
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ポ
ー
ツ

パ
リ
で
印
●
に
1
1
つ
て
い
る
の
は
｀

体
創
80靡
年
記
念
事
で
｀
賓
12

四
頃
ま
で
．
鰭
し
蝙
に
綱
臼
さ
れ
．
名

纏
麟
抜
e
ぁ
ざ
や
か
な
演
出
を
見
た
こ

と
．
ス
ポ
ー
ツ
大
臣
0
裂
膨
式
、
ブ
ロ

9
グ
ピ
ー
の

II囀
．
セ
ー
ヌ
阿
支
魔
で

ヵ
Jlt
1
の
麟
走
を
モ
ー
ク
ー
ポ
ー
ト
で

長
躙
閾
合
富
賣
修
を
し
て
い
た
．

フ
ラ
ン
ス
で
は
一
九
七
五
年
に
は
｀

寓
尋
靡
纏
と
体
育
囀
門
学
校
を
一
っ
に

し
．
金
て
の
園
嬰
会
に

111蝙
す
る
選

手
0
敦
育
瓢
鑢
を
す
る
と
い
う
｀

二
つ

の
瓢
官
方
針
が
決
め
ら
れ
た
．
追
馨
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
．
な
か
で

-
』
の
セ
ン
9
1
で
は
｀
小
学
生
か
ら
も
、
ユ
ネ
ス
n
本
塁
＜
に
あ
る
体
“

年
1
1
も
g
g
し
て
い
る
・
年
少
＊
＊
農
．
オ
ラ
ン
グ
な
ど
い
く
つ
か
の

対
象
に
遍
手
づ
く
り
．
年
麟
宥
は
軌
置
l
B
0
麟
妓
紐
体
鍼
や
国
の
皐
・
ば
酔
麟
が

の
息
愛
と
る
た
め
に
や
っ
て
い
る
．

一 大
々
的
な
討
編
を
し
て
い
た
―
』
と
．
っ

年
少
看
の
直
果
は
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
拿
り

9
口
と
ア
マ
に
つ
い
て
．

8
ド

い
が
．
＊
帥
に
躙
し
て
は
す
で
に
世
界

ー
ビ
ン
グ
に
つ
い
て
な
ど
．
モ
ニ
ク
ー

遍
手
欄
に
二
人
入
貫
名
を
山
し
て
い
る
・
テ
レ
ピ
で
＂
識
し
て
も

・つ
っ
た
こ
と
な

葦
化
費
は
．
這
平
を
撞
せ
ん
し
て
い
ど
で
あ
る
．

る
各
遷
聞
が
山
し
て
い
る
が
．
違
薗
に

対
し
国
か
ら
繍
助
金
が
出
て
い
る
か
ら

絨
2
は
国
0
金
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．

フ
ラ
ン
ス
の
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
．
轄
定

還
手
肇
化
に
最
菫
点
が
お
か
れ
て
い
る

よ
う
な
印
戴
を
受
け
た
．
柔
這
で
も
．

囀
定
選
手
e
肇
化
ば
か
な
り
遍
ん
で
い

る
よ
う
で
あ
る
．

一
麟
を
鯰
い
て
は
．

ス
ポ
ー
ツ
は
大
東
が
行
う
も
の
で
は
な

い
よ
う
に
見
え
る
[
I
l
l
g
庶
い

っ
て
い
た
よ
う
!
.
!
r
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

メ
ダ
ル
を
と
れ
る
可
唇
あ
あ
る
騒
目

や
選
手
に
は
金
を
か
け
て
弧
化
に
力
を

い
れ
る
」
と
い
っ
た
方
式
で
畠
る
．

ス
ポ
ー
ツ
遷
璽
e
遍
営
賣
金
の
5
0
%

を
．
公
営
e
ト
ト
カ
ル
チ
堕
に
た
よ
っ

て
い
る
の
も
繭
白
い
．
し
か
し
．
バ
チ

ン
n
・
麟
綸
．
麟
鵬
は
も
ら
ろ
ん
鯛
人

の
利
益
に
つ
な
が
る
よ
う
な
ゴ
ル
フ
蝸

ば
兄
ら
れ
な
か
っ
た
．

霧
が
ひ
ど
く
て
．
予
定
の
ド
ブ
ロ
ニ

ッ
ク
ヘ
飛
行
纏
が
讚
ぺ
な
い
の
で
．
ぺ

＊
グ
ラ
ー
ド
か
ら
国

□列
車
で

24"IHl

ー
ド
と
ノ
ピ
サ
n
の
あ
た
り
を
歩
い
た

ユ
ー
ゴ
の
載
胃
割
裏
は
．
n
*
と
ほ

と
ん
ど
阿
じ
で
あ
る
．
行
政
組
織
が
．

共
閥
I
n
ン
ミ
ュ
ー
ン
1
利
益
共
肩

i

＂＂り

""-i

あ
る
が
多
璽
繍
の
民
麟
が
敗
在
し
．

ス
ポ
ー
ツ
運
重
0
組
織
も
同
じ
よ
う
な
・

ユ
ー
h
で
は
．

カ
ヌ
ー
は
世
界
的
な
レ
ベ
ル
で
良
い
成

編
を
あ
げ
て
い
る
．

鯰
這
．
レ
ス
リ
ン
グ
な
ど
の
格
技
も

肇
ん
で
．
サ
ッ
カ
ー
・
パ
ス
ケ
ッ
ト
．

代
の
棗
が
そ
の
ま
ま
鱗
さ
れ
て
い
る
慮

じ
が
し
た
．
そ
し
て
裁
々
は
．
ス
ポ
ー

ツ
の
は
右
が
＊
111を
訪
れ
た
気
＂
で
あ

っ
た
．
古
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
遭
鷲
を

歩
き
．
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
を

PIIS.

ス
ボ
ー
ツ
の
駄
点
に
触
れ
る
鎌
い
で
あ

っ
た
．
ギ
リ
シ
ャ
で
兒
閾
し
た
こ
と
は

紙
r
i
d
e
藁
合
で
省
略
す
る
が
．
た
だ

っ
．
ス
ポ
ー
ツ
ロ
出
組
の
謙
閉
に
よ
る

と
．
一
九
七
五
年
法
狂
75
号
r
ス
ポ
ー

ツ
選
手
優
遇
鑓
置
』
に
よ
っ
て
．
侵
秀

這
手
は
遍
学
や
就
韓
な
ど
で
刊
別
筍
遇

を
受
け
て
い
る
と
い
う
．

爆
靡
は
ロ
ー
マ
か
・
え

mま
わ
り
．
テ

へ
う
ン
．
ポ
ン
ペ
イ
．
パ
ン
n
ク
紐
fll

で
幅
国
し
た
．
扇
柔
這
響
鰭
靡
“
}

ギ
リ
シ
ャ
の
裏
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

遭
●
冨

R
●
火
鐸
先
・
に
て
）

ギ
リ
シ
ャ
で
は
ス
ポ
ー
ツ
に
も
．
十
＂

ユ
ー
ド
ー
グ
ル
ー
ブ
』
と
い
っ
た
ら
．

r
*
1
ヤ
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ド
ー
』
と
い

っ
て
、
カ
ー
ド
ま
で
書
い
て
く
れ
｀
ノ

ー
チ
ェ
ッ
ク
で
通
し
て
く
れ
た
．

体
系
で
で
會
あ
が
っ
て
い
る
．
ス
ポ
ー
攣
り
級
け
て
．
ア
テ
ネ
ヘ
騎
出
し
た
．

ツ
篇
議
も
．
5
月
25
日
セ
ン
ク
ー
と
か
．
真
夜
中
に
国
蝶
を
編
え
る
時
．
山
入
lll

バ
ル
チ
ザ
ン
ク
ラ
プ
と
か
．
企
藁
と
同
の
檎
閾
に
来
た
軍
人
が
．
我
々
に
何
か

繊
国
宮
の
も
e
が
ぼ
と
ん
ど
で
あ
る
．
ぃ
っ
て
い
る
が
わ
か
ら
な
い
e
で
・r
ジ

ポ
イ
ポ
テ
4
ナ
社
会
負
泊
州
0
鼻
村

＊
リ
ン
ピ
ッ
ク
e
状
況
を
旦
閾
し
た
が
．

人
口
2
百
万
の
う
ち
2
千
3
百
50
ク
ラ

ブ．
35
万
人
が
30糧
目
を
行
っ
て
い
る
．

学
重
ス
ポ
ー
ツ
も
塵
ん
で
あ
る
が
．
社

会
体
育
と

一
体
を
な
し
て
い
る
嶋
じ
で

あ
る
．

0
ギ
リ
シ
ャ
で

ギ
リ
シ
ャ
で
は
．
ア
テ
ネ
u
s
i
e
I
.

オ
リ
ン
ピ
ア
で
2
泊
し
た
．

-102-
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苓
ぷ
麿
r

娑
釘
墨
寃
ふ
胡

譴
勝
羞
蒙
[

道
選
歪
権
虚

．り
k
:4位
蓉
“
§
"A
、

や

今
回
．
先
輩
讀
先
生
の
卿
捐
専
と
卿

什
折
り
に
よ
り
．
昇
殷
さ
せ
て
い
た
だ

0
ま
し
た
．
少
年
峙
｀
よ
り
柔
道
を
修

露
し
．
そ
の

Rll．
改
と
い
う
＂
に
は
余

り
こ
に
わ
ら
ず
に
過
し
て
書
ま
し
た
が

年
綱
を
J
と
に
改
位
の
“
さ
が
わ
か
っ

て
参
り
事
し
た
．

此
の
虞
の
昇
汲
ば
払
に
と
っ
て
は
此

の
上
な
い
言
び
で
あ
り
．
笥
り
で
あ
り

H
す．
●
び
の

I六
戴

遍
遍

B
の
祝
賣
金
0
罵
で
県
瞬
這
観
舅

織
攣
へ
大
会
長
永
井
先
生
は
柔
道
の
政
に

つ
い
て
の
意
兄
を
述
ぺ
ら
れ
ま
し
た
が

私
も
日
膿
で
す
．
柔
這
人
と
し
て
殴
は

ま
の
人
の
統
功
績
．
人
格
の
孵
饉

e

昇
殿
の
よ
ろ
こ
ぴ

六
段
票
願
賢
治

公
的
な
あ
ら
わ
れ
だ
と
し
た
と
雪
．
汲

の
＃
さ
は

nか
ら
判
る
と
息
い
ま
す
．

誕
っ
て
．
＂
殴
に
つ
い
て
は
．
道
で
も

考
え
．
瓢
い
．
喜
ぷ
＿
）
と
だ
と
111
5

い
ま

す
。
し
か
し
．
召
び
の
中
に
も
鐵
し
さ

は
＂
た
な
け
れ
ば
な
り
宣
せ
ん
．
駄

3

釆
熱
で
す
．
こ
れ
を
鑽
会
に
益
々
修
凜

し
．
心
・
伎
芸
に
恥
じ
な
い
そ
な
え
を

し
ょ
う
と
心

e衝
に
し
た
次
m
で
す
。

鍼
使
と
も
．
葦
化
の
文
字

エ
色
で
す
．

佐

攣

闘
に
点
で
は
醤
体
に
向
っ
て
名
頂
旧"“
 m
m
 

柔
這
も
然
り
．
饂
の
麟
舷
に
置
る
と
も

劣
・
つ
な
い
成
畢
を
菫
U
わ
け
で
す
が
．

こ
れ
は
鰭
化
の
言
躙
だ
け
で
な
く
．
豫

化
“
は
勿
論
．

柔
辺
界
全
体
の
打
薫

形
の
”
力
の
覗
れ
が
実
を
m
ぶ
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
．
拿
た
｀
柔
潤
界
の

低
辺
の
拡
大
も
大
切
ク
』
と
で
す
．
―

人
で
も
多
人
の
量
好
看
を
＂
成
す
る
よ

う
に
心
鼻
け
る
心
冥
で
す
．
私
は
下
頴

み
で
よ
い
．
も
い
人
違
を
押
し
上
げ
て

ゆ
く
生
話
が
し
た
い
と
息
っ
て
い
ま
す

昇
設
の
喜
び
と
共
に
．
―
J
O
m
巽
“

に
”
力
す
る
こ
と
を
お
誓
い
し
て
．
卿

礼
と
軍
し
攣
す
．

It 
く
だ
し
た
．丑“

疇
lf

*•' 
"'’" 

暑”“ 綽瓢嘉
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欄
人
会
四
段
の
箪
決
鴫
で
は
糸
井
が
僅

羞
で
＊
窮
を
く
だ
し
．
優
疇
し
て
い
る

が
．
＊
暮
は
魯
の
輯
快
な
働
含
を
封

じ．

E
辱
す
る
と
と
も
に
．
こ
の
大
会

〇
今
井
冠
崎
）
饂
望
須
藤
＿
警
寒
）

-9屡払
麟

星

野

6
-
＿岸
｝

＂
半
｀
糸
井
は
濾
い
動
書
か
ら
＊
尊
〇
久
繹
(
•

を
扇
そ
う
と
す
る
が
．
．
 
＊
専
は
体
さ
ば

き
よ
く
つ
い
て
い
く
．
糸
井
．
織
を
み

2
分
す
ざ
．
嶋
外
ぎ
わ
で
人
0
は
布
奥

え
り
を
と
り
＊
靡
に
は
い
る
と
．
幅
戴

の
糸
井
は
た
ま
ら
ず
償
転
し
．
布
効
と

な
る
。
そ
の
織
．
糸
井
は
反
攣
す
る
が

も
の
隅
輝
を
崩
せ
な
か
っ
た
。

ま
た
．
三
位
に
人
古
し
た
田
躙
酋

邑
稟

g
義
一
と
犀
下
武
＊
）
も
よ
く

載
っ
た
．
m
決
麟
．
出
渕
は
人
石
と
対

鴫
し
雙
翠
｀
敗
れ
は
し
た
が
．
＂
帽
皐

敢
な
攻
撃

lalnを
兄
汲
る
も
の
が
あ
っ

た．

M
は
門
阿
戦
で
わ
ィ
占
寄
磁
と

囀
．
川
東
を
う
わ
ま
b
る
動
さ
か
ら
低

い
背

R
役
げ
を
遷
兄
し
．
こ
の
弧
敵
を

高
校
生
榔

n
-g
}は以
沢

(U

賽
）
を
鑢
り
．
山
崎
萩
Ill
)
に
繹
ん

だ
が

R
縁

nけ
を
し
て
し
立
っ
た
．
も

う
し
積
極
的
に
動
き
．
強
豪
を
破
る

年
闘
の
昇
段
者
徴

（
棚
＼
五
段
）

叫
和
五
土
．．
 
年
r
;:
i
:
:

か
ら
今
年
の
~
一

H
ま
で

u．
閑
内
で
六
口
35名
が
界
阪

宣

Ill
-
□辰一
-agl“
辰
ー
ロ
籍
一
""llt
＿
バ
鵡

う
と
の
意
歎
が
蹴
し
か
っ
た
．

0
試
合
蘭
（
上
殷
疇
ち
）

＞
一
回
職

＞
二
回
職

悶

荏

――
年
度
羹
這
選
手
柵
以
下
33
名
が
贔
一
を
口
指
し
．
鍵
繭
し

ĝ-n胃
羹
這
鯖
で
圃
纏
さ
一
た
が
．
絨
疇
は
木
謳
と
糸
井
蘇
賽
）

igo＿
裔
）
上
四
今
井
腐
崎
）

れ
た
．
＿
＿＿
遷
鵬
を
ね
ら
う
木
馨

6̂
IR)
の
対
職
と
な
っ
た
．

二
月
の
阪
別
遍
手
て
払
●
か
・
？
支
約
込
足
に
変
化
し
た
が

0
大
塾
警
霞
）
瓢
笠
皐
ば
竺
洋
i

畢
費
山
●
書
＊
外
囀
り
で
く
だ
す
＊
”
は
そ
の
足
を
と
り
．
糸
井
を
倒
す
．

0
内
山
工
武
＿
•
鳥
山
面
磁
）

〇
箪
a
-
I
i
i
1
1
1
)
＾
屈
鵬
沢
（
一
＿＿洋
）

0
田
躙
(
a
き
上
四
輯
井
妥
中
）

〇
織
崎
葎
甕
＊
外
秋
山
（
宮
閾
）

C
飯
雹
下
哀
）
谷
竃
小
竺
警
事
）

〇
須
＊
（
一
＿
l

洋
）
不
嘱

2n（
富
躙
）

〇
邑
軍
（
警
寒
）
体
冨
金
子
（
上
武
）

〇
臼
石
箭
檎

r＊
外
成
瓢
（
三
洋
）

〇
庫
全
武
）
饉
売
墨
竺
警
霞
）

0
9竺
閾

）
崩
上
m
史
・

）

〇
山
崎
露

Ill)
小
外
加
●
王
武
）

e
(
＊

）
支
約
嵐
沢
薔
寡
）

〇
庸

至

葬
）
内

g
松
雙
・

｝

閤

（警
窪
）
隕
既
久
馘
ヱ
武
）

竺
＿i
回
鴫

0
杢
藝

C
輩
田

⇔
DJ
躙

O
飯
宣

.e
M車

）
＾
屋
匹
川
（
富
岡
）

-＊
"
R
 

内麟＊
外

胃殿差刈

人
沢
内
tll

瓢
崎
須
＊
白
石

庭
球
と
柔
道

払
の
柔
辺
と
い
え
ば
．
旧
割
の
薦
岡

中
校
”
代
か
ら
I
a
“
の
静
岡
“
干
年
・

佼
峙
代
の
話
で
あ
る
．

も
と
も
と
弘
は
運
動
闇
と
し
て
は
“

疎
蘭
に
I
i
i
し
て
い
た
．
当
峙
は
薦
閾
中

年
校
の
“
輝
麟
全
鍼
の
峙
代
で
あ
り
．

“
生
高
等
工
累
主
饉
の
全
田
中
等
学
校

“
”
大
会
に
置
鵬
す
る
や
・
？
県
下
の

中
学
校
員
＊
会
に
優
鵬
す
る
な
ど
し

て
．
そ
の
饂
●
を
蒻
っ
て
い
た
も
の
で

あ
る
．
織
に
憎
界
の
デ
ビ
ス
カ
ッ
プ
選

手
と
な
っ
た
禎
1
1
1
中
学
校
の
佐
藤
次
m

選
手
な
と
も
共
に
戦
っ
た
仲
閥
で
あ
っ

た
．
当
闘
の
中
学
校
で
は
．
柔
剣
辺
が

体
＂
の
正
料
に
な
っ
て
い
た
．
私
は
比

較
的
体
が
人
胴
で
あ
っ
た
の
で
柔
這
を

遍
択
し
て
練
胄
に
は
げ
ん
だ
．

．． で の• ・：属；

糸
井

〇
ばe山
崎

〇
糸
井

払

▽
四
回
嘱

＊
外
刈

〇
木
葬

OUJ躙
e庫〇糸
井vg麟輯e騨饉

礫

〇
糸
井
小
外
刈

e尊
▽
決
鵬
戦

＊
 

O
成

2

一
位

i

一位

i

二
位

♦ 

謹

（
鼠
警
）

＊
葬
口
利
（
木
蒻
攣
竹
）

魯
畢
一

山
躙
宦

＿酋

出

素

m

校
）

尿

博
之
（
上
武
大
字
）

"
＊
匹
辺
這
平
櫂
＊
会
関
東
予
唇
＊

＿

爵
表
と
し
て
1
1
1
蝸
す
る
こ
と
が
決
定

一

昇
馨
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一
四
和
五
士
四
年
虞
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紅
白
試
合
は
七

g-＋
九
Fl．
瓜
武
這
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で
行
わ
れ
た
．

m
名
が
一
級
か
ら
四
殴
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で
分
れ
て
熱
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し
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、
小
姻
一
孵
＊
）
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つ
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名
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印
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．
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欠
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欠
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．
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．
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試
合
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鴫
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卜
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．
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欠
嶋
す
る
．

又
．
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遭
手
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汲
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欠
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．
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．
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．
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．
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上
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．
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隼
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決
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佐
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瀾
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（飢
世
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中
学
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橋
二
中
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力
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藤
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田
（
前
商
）
を
破
る

黒
下
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．
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．
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．
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鵡
J
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で
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れ
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国
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．
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＊
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＂
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佐
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績
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湯
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薦
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光
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＞
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(
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磁
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膊
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光
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＂
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伸
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．
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群
＊
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＆
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1
敗

第
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弥
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賃
谷
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大
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騎
1
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と
桐
生
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ッ
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合

“
生
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柔
這
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柔
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軍
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．
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“
生
W
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宵
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這
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な
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生
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．
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＂
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．
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＂
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＞
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な
か
を
．
間
檎
巾
広
瀬
町
ri
T
1
1
．
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で
“
寡
し
た
．
昭
和
五
|
.
l
年
六
n
.

濶
小
ネ
校
の
東
に
あ
る
順
這
a
r

in
l
l
辺
—
』
-
』
広
瀬
に
鰭
骨
院
と
這
場
を
紐
て
．

場

を

“

ね

た

．

址

櫨
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々

の

纏

m

の

た

め

―
-
＊
立
て
で

玄
閲
を
入
る
と
．
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手
に
ロ
ッ
カ
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・
一
取
り
組
み
始
め
に
．
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訓
品
悶

羹
い
場
．
ト
イ
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．
iE面
に
28
塁
の
＾
殴
藤
柔
遷
衷
事
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．
山
岸
竺

七

乱
が
あ
る
．
窪
場
内
に
．
外
の
閾
を
殴
扁
逍
U
此
）
を
皿
え
た
．
輝
鰈
代

娼
じ
ら
れ
な
い
町
る
さ
と
練
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の
熱
2
-―
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嬌
四
殴
は
”
多
農
吋
代
に
は
柔
道
．
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あ
る
•
l
_-R
l
i
叫
男
師
霞
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-＿
櫨
好
醐
口
素
鼻
大
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に
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グ
レ
n
.

C
J
'・
マ

霞
代
の
m
導
の
も
と
．
約
3
0名
の
小
学
聖
レ
ス
リ
ン
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を
修
軍
．
昭
和
四
士
~

生
が
乱
順
に
汗
を
誡
し
て
い
る
．
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に
は
9
イ
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級
で
国
体
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も
出
嶋
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r
t
L
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し
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』
r
安
全
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を
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け
た
異
と
の
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．

て
m
導
し
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と
い
う
．
糠
週
前
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づ
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．
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範
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．
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．
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．
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京
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＂
“
り
疇
か
い
と
い
う
．
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友
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光
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且
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追
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狂
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．
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．
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●乾麺の質 〔食味
．
 

てぶりうと＂ん

茄時間〕を変えました。
従来の太物乾麺は茄時間が長くかヽり保存性のみが

強胴されてきましたが、当社の長年に亘る粉づくり

・麺づくりの中で研究してきた乾めんの本当のうま

さ、便利さを追求し、現代の食生活にマッチした風

味豊かな即席性のある新しいタイプの乾めんです。

．．
 

本社 ・工場

雪野”"奎株式会社

●4~5分で本場のうどんが味わえます。
ロ生めんにもないシコシコした歯応え、

通ってつるつるした食感で、

ロ茄で時間は、わずか4-5分です。

白く透き

群馬県山田雹大閾々町2458-2
TEL 02717 ③ 3 3 3 3代

-112-
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渭
＊
芳
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富
“
小

”
十
小

中
”
小
覇小
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今
凪
．
各
麟
・
団
体
・
支
闇

e話
動

内
”
を
特
集
し
た
．
人
か
ら
見
え
る
艤

で
洒
暉
す
る
人
、
そ
れ
を
疇
で
支
え
る

人
と
い
る
が
．
そ
の
謙
行
の
力
こ
そ
艤

織
に
と
っ
て
重
聾
で
あ
る
．
各
人
の
樗

一
ち
蟻
で
充
分
力
を
巽
輝
し
た
い
．
（山
本
）

編

集

後

記

し
く
な
っ
た
と
攣
に
悠

Illさ
れ
る
時
や

中
年
の
人
が
熱
心
に
楕
古
し
て
段
を
取

っ
た
り
し
た
峙
な
ど
だ
と
言
う
．
反
面
．

柔
這
を
身
に
つ
け
つ
ヽ
あ
る
少
年
が
．

塾

6
寧
）
と
0
葦
合
い
で
ゃ
め
て
い

く
”
が
一
雪
鴫
念
だ
と

e-』と．

と
も
あ
れ
．
雌
鰻
笠
も
あ
っ
て
．
賣

少
年
の
鑢
全
育
成
に
畢
す
役
割
も
大
奮

V
•
町
や
父
兄
か
ら
の
躙
待
を
組
い
つ

っ
｀
木
事
柔

m鱈
が
今
織
さ
ら
に
巽
“

し
て
行
く
ー
』
と
を
躙
信
し
て
い
る
．

奢
林
宏
宗
記
｝

娑
も
濃
じ
る
が
気
會
の
入
っ
た

喜
逗
互
雀
鱈
曇

修道館 木暮道場

木

館

暮

長

接

木

骨

暮
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．遭
訓

公
辺
は
心
身
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力
を
量
も
打
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に
置
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る
這
で
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る
そ
の
修
軍
は
攻
撃
防
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鑢
響
に
由
っ
て
騎
体
綱
神
を
戴
麟

修
し
綱
道
の
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●
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体
褐
す
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事
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る
そ
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し
て
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に
由
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て
巳
乏
完
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し
崖
鸞
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す
る
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饂
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修
行
の
究
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．

琵9T所
発行人
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血
叫
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囲
叫
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四
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支
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弱
心
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文
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対
抗

g
*

会
は
．
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壬
n
．
以
武
m
“
で
開

髄
さ
れ
た
．

^
“
で
は
利
搬
・
沼

a
・前
．

北

訂
馬
•

練
川
の
争
い
と
な
っ
た
が
．
対

佐
波
・
伊
勢
崎
に
鵬
っ
た
利
綱
・
沼
Ill

の
鰻
膊
が
決
ま
っ
た
．

群
島
完
闇
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n
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甘
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哀
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支
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置
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．
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畠
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員
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前
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（
一
部
）
•
富
岡
（
二
部
）

優
勝
回
数
を
重
ね
る
。

初
の
個
人
戦
•
田
渕
勝
つ

警
察
一
般
合
同

名
8
名
が
出
場
し
て
の
鯛
人
載
が
げ
ゎ

れ
た
．
シ
ー
ド
な
し
で
．

一
回
囀
で
霧

事
と

玉
般
が
対
畷
す
る
よ
う
組
合
わ
せ
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疇
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nn．
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武
m
m
で
開
繭
さ
れ
た
．

一
繹

・
ニ
“
に
分
か
れ
．
ヤ
選
リ
ー

グ
．
決
鵬
リ
ー
グ
で
戦
っ
た
が
．
一
闇

嶋＇

で
は
前
が
門
甲
噸
N
IIInlrJの
．
．
 ―
 

郎
で
は
富
岡
が~
伍
遠
紐
I
I
M
Hの
優

勝
を
飾
っ
に
．

今
年
は
じ
め
て
．
書
霞
と

一
穀
か
・
っ
―
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り
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弔
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の
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た
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一
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「
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只

一
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一
収
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位

人

訊

．

一収
1
0
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決

鴫
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ー
グ

．
位
窪
岡

一暉
面
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云
い

径
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ig
喝
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e

位

下
に
1
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3
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O
鑽
人
輯
一
園
臓

e山
崎
巾
笥
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e
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古
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o
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0
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綺
閉
潤
e江英
U

>
．
両
輯
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0
"
潤
古
．一

eN軍
t
大

〇
江
爵

▽

m決
鵬

思

渕
市
ー．

〇
閥
東
正
夫

冗 -
．闘
4
5
点

一
饒
ら
お
点

一ー
政
20点

・・西

25点

二
位

1

祓

安
中

B 

輯

松
井

m
二
勝
一
敗
40点

こ
鵬

敗

一
分
50点

＞
決
鵬

田
渕
さ

一

饉

差

◇
"
＂
受
賞
カ

＊
沢

均

祠

鵜
ー

這
糠
一
繊
迅

m
)
"木
fn蟷
露

illf
}

奔員

治

（口
岡
）

彦

雫

一
ー
北
野
懇

本
部
役
員
改
選

磁

悶

爵

霧

瓢

此

が

魯

し

た

こ
と
に
と
も
な
い
．
次
の
よ
う
に
貰

．を
改
這
し
た
．

晋
農
中
島
吃
芯
段

一

審
判
覆
勇
”
仕
介
井
委
唇
殿

E
体
“
憲
臼

裟

鉛

＊

竺

七

殴

富

刊

闇

仕

鵡

冥

副

七

FJt

．
講
道
館

・
試
合
規

定
大
巾
に
改
正

一

審
判
講
習
会

—

書
刊
肖

会
は
門
り
一
卜

n
．
出
沢
．

m
飢
で
け
わ
れ
に
．

講
n
11柔
辺
試
合
審
判
息
疋
が
．
i

＂

n
-
IJ
か・
ワ
人
巾
に
改
正
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
．
各
支
緯
か

•ユ
日
5
7名
が
参
加

し
｀
輯

n熱
・心
に
講
曹
を
受
け
た
．

ロm
云
運

(1
J
F
)
と
諷
道
餡
の

蜆
定
は
違
っ

て
い
る
が．

M
ー
で
あ
る

力
が
当
然
賃
拿
し
い
の
で
．
日
閲
柔
裏

の
綱
定
か
・
り
探
り
人
れ
・り
れ
る
も
の
は

採
り
人
れ
．
改
正
し
た
＂
し
か
し
．

柔

辺
の
正
し
い
琵
闘
と
い
う
兄
旭
か・
2
好

ま
し
く
な
い
も
の
は
採
り
人
れ
ず
．
N

際

q
遍
の
嶋
定
の
改
正
を
積
極
的
に
費

翠
し
て
い
く
ヵ
＂
で
あ
る
．

闘
甕
大

支部長

副支部長

’’ 
’’ 
’’ 
行事部長

即
即
即
即
即
即

6
6
5
5
5
5
 

、,¥、,`
‘`,＇‘、,̀
‘`,`
‘̀,＼

高
野
内
小
小
玉

柳
口
田
林
山
川

清策

雄望（会計）

善三郎
＝：国
ーカ

滋夫（会計）

日出雄

庶務部長

強化部長

審判部長

普及部長

少年団長

即
即
即
即
即

5
6
5
5
3
 

‘,`
‘`,`
‘、量'‘、,̀
‘、.¥

綱
野
小
田
根

祥

望

夫

祐

男

浩

雄

滋

健

康

島
口
山
中
本
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委

gli,＋置
会
を
濠
ね
定
し
た
が
．
遍
予
は
g
.. し
く
識
載

た
魯
＊
目
塁
塁
手
禰
大
会
は
．
一
を
目
し
た
．
世
界
這
贔
pq述鵬．

n

n
iふ
＇ぷ
1

日
．
磁
岡
巾
民
体
5
"
飢
で
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
に
全
て
を
鯖
け
て
書
た

け
わ
れ
に
．
躙
n
.
J
i
鶴
+
綻
訓
が
決
顧
閉
h
殴
は
「
ー
』
れ
が
払
の
最
験
の
ぶ

ー
五
輪
不
参
加c
 

モ
ス
ク
ワ

*
I
U
か
ら
瓜
這
手
N
l
l
*
＾
あ
上
i

名

-*
葬
a
傷
の
た
め
か
わ
っ
て
5

が
山
嶋
し
た
が
．
1
1
1
軍
の
厚
い
壁
に
は

ば
ま
れ
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山
崎
が
二
皿
輯
に
道
ん
だ
だ

け
で
随
は

一
血
囀
で
敗
退
し
た
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仏
い
輯

川
綱
百
~

払
い
耀

糸
井
籍
＿

払
い
靡

e山
崎
祖
”

山
下
五
段

史
上
初
の
四
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連

同

五
段
井

上

公

明

盟

五
段
牛

込

祥

同

浩

扁

"91Pー
鴫
遭

崎

五
段
大

前

環

事

長

支

五
段

同

桜

井

部

同

寛 弘

六
段
湯

浅

斉

夫

六
段
下

平

慶

助

副
支
蔀
長

七
段

支

部

長

松

本

大

五

郎

． 
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^
9
鱈
蜆
定
に
は
．
柔
這
衣
の
写

審
判
規
定
，
の
改
正

四
位
五
位
0
決
繭
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

＿
位
二
位
＿＿＿位

警
富
署

冑
工
会

＾
m
自
動
“一
轡
l
敗

一
引
分

讀
田
讀
鞠
一
堅
―
―
引
分

サ
ー
ピ
ス
攀
会
一
＿
＿
敗

一
引
分

史
に
な
っ
た
そ
う
で
す
が
．
て
分
け
さ
せ
令
こ
の
と
の
ヽ
ら
に

一

〇
紐
睾
試
介
が
始
ま
る
と
、
『
そ
名
角

＿
1
＿砂
く
・
つ
い
で
す
．

指

導

墨

長

ー

石

ー

倉

ー

貞

ー

幸

一
き

か

ら

r

よ

し

」

と

r

闘

門

な

＾

叢

直

蔓

＂
で
は
．
置
劣
が
町

一

盈
箔
＾
選
手
が
．
富
判
只
と
蘊
真
が
人
り
ま
し
た
ね
．

．
 

『
蛤
め
る
闘
以
外
は
．
試
合
”
問
か
ら
か
の
蝙
合
は
．
「
刊
定
」
と
呼
祢
し
て

ぃ

．

唸

薔

判

鼠

定

に

つ

い

て

．

景

〇

紐

来

墨

醤

柔

這

腐

竺

四

3
．
品
か
な
か
っ
た
が
．
晨
定
で
は

r

歴
げ
を
行
い
ま
せ
ん
が
．

と
し
て
．
試
合
を
す
る
と
書
に
．
何
処
四

一
苔
六
月
改
正
）
に
定
め
ら
れ
て
い

一
待
さ
か
ら
r
始
め
ら
暉
も
試
合
竺
0
そ
う
で
す
ね
．
田
内
恩
定
も
第
＿1

に
注
璽
し
た
ら
良
い
か
．
＇
品
ま
し
た
が
．
＿
需
晨
の
中
に
は
．
閥
か
ら
輸
か
れ
る
攣
に
な
り
｀
r
峙
躙

J
l

＾
条
で
慶
勢
麟
ち
の
福
を
定
め
攣
し

一

尋
を
曼

It名
対

囀

肴

に

馘

り

璽

い

よ

う

に

．

紬

を

細

と

い

う

宜

a

も

馳

か

れ

．

試

合

が

正

味

に

。ー
r
伎
あ
り
』
社
r
贄

flt」
が
あ

＾
遍
手
ー
響
判
綱
定
が
改
恐
れ
た
そ
く
し
た
柔
晏
魯
・
ワ
せ
．
公
要
ぶ

．
の
ぶ
令
閾
問
と
な
り
玉
し
た
．

う
で
す
が
．
織
日
か
・ヮ
羞
で
す
か
．
令
を
宵
●
る
―
J
』
』
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
：
遺
手
ー
以
前
．
品
に
．
試
＾
品
扁
っ
た
と
さ
．

〇

閏

粗

登

焚

R

-

a

か

・ワ
．
輌
＾
唇

T裔
さ
れ
た
r
抑
え
込
み
』

＿
絡

工
＂
図
腐
が
閏
；

』
え
ず
に
．
払
は
1
2
1
r
u
b
又
t
g
』
が
セ
？

嵐

定

が

羹

さ

れ

ま

す

．

は

．

場

内

に

引

占
入
れ
な
い
そ
う
で
す

．
幽
』
え
た
の
で
力
を
抜
い
た
と
こ
ろ
．

た

と

屯

象
こ
の
改
正
は
．
と
ん
な
力
針
が
．

＿
妓
を
揖
け
ら
れ
て
．
設
げ
ら
れ
r
て
6
1
3
1試
合
態
度

Es,乱

で
改
正
さ
れ
た
の
で
す
か
.

0
.

う
で
す
．
纂
＊
e
な
選
手
を

l』
と
裔
さ
れ
．
色
け
た
こ
と
が
あ

l
t
"
t
.
"
"
”

こ
＂
ぃ
年
に
a
I
l
l
し
た
嶋
合
の
ば

"
"
E
~
.
,

0
昭
和
五
十
年
に
一
節改
正
が
あ
り
•"
r
,
t
,
の
ま
ま
」
と
宜
告
し
て
．
嶋
内
に
ま
す
が
。

そ
の
饂
は
．
蔓
ば
な
か
っ
た
が
．
改
引
書
入
れ
る
の
は
．
抑
え
た
状
況
が
上

。

こ

う

い

う

こ

と

が

鰊

い

織

に

．

斬

白

．

臀

扱

い

が

変

っ

た

そ

う

で

す

が

．

」

！

眉

に
つ
い
て
覇
し
ま
す
．

器
嗣
昔
一
年

t
t
l
か
・2

出
て
い
て
．
り
．
呈
磁
~
が
鰊
い
の
で
．
続
け
て
も
綱
定
で
は
．
蔓

＂
堕
問緯
了
の
合
器
一

lの
祖
に
よ
り
．
そ
の
人
全
ゼ
・

1
2
1
品
の
判
麿
適
白
と
比
め
な
い
0
&
o
嶋
＾
且
．
第
四

一条
で
す
グ
ル
グ
ル

L
m導

い
い
識
会
が
な
か
っ
た
．
今
Iulの
改

iE
試
合
が
で
き
る
の
で
．
因
試
含
右
の
勾
鼠
に
崖
さ
れ
に
苔
．
鰊
効
と
す
る
と
．
定
め
ら
れ
る
が
．
1
1
1
と
1
2
1
の
場
合
は
．
鳩
＾
o
．
位
を
上
力
に
店
＜
掌
げ
．

Ill

そ
の
叫
囚
が
仇
儡
し
た
＊
名
犀
I
指
導

a注
意

e
閂
的
は
．
麟
醤
晨
定
と
1
.
J
．
在
の

＿
闇
で
も
．
製
に
触
れ
て
い
れ
叫
．
ず
れ
士
し
た
．

主

富

ば

．
漿
世
に
北
示
さ
れ
た
得
点

・

名

に

一

．

ー

は

g

．

堡

認

め

ら

れ

る

と

合

は

．

“

“

m

學

崖

↓

怠

．
招
導

F
綱
登
．
で
書
る
な
ら
ば
岡
＿
e
も

、
ば
織
攣
し
て
い
る
も
の
と
さ
れ
ま
す
．

A
遭
f
得
点
汲
示
蝦
を
つ
け
る
そ
う

uよ
り
．
鵬
ら
を
阻
ボ
し
．

II劣
の
尺

＾
這
千
ー
謬
止
事
匹
で
改
正
点
は
？
し
た
力
を
ぶ
り
」
と
す
る
．

指

導

ー

讐

出

1
1
警
臼
・
指
導

が
な
い
と
合
は
、
r
引
分
け
』
を
立
g
o
m
柔
這
衣
§
っ
た
祖
手
の
手
を
．

5

1
2
1
ま
の
原
緊
紺
手
の

g陸
鯰

注

意

9
僭

”

↓

黛

．

覇

の
が
よ
い
．
鰈
り
入
れ
可
鯨
e
も
e
は
蟻
内
か
ら
、
囚
試
合
『
e
G
体
が
●
で
す
が
．

で
書
る
鵬
り
繹
り
入
れ
る
｀
又
柔
這
の
れ
た
と
0
．
審
判
ば
r
紐
て
」
と
音
〇
鯖
た
に
．
a
e
“
係
．
畔
＂
係
の
任
さ
嬰
荼
悶
昴
I
l
l
し
た
ぶ
合
で
は
．
闊
ゃ
”
で
．
蹴
り
離
す
-
』
と
は
．

匹

め

ら

れ
る
と
會
は
．
只
偏
さ
せ
た
注
意
ー
注
意

n警
a

馨

e
正
し
い
絃
の
先
嵐
を
は
か
る
．一し
．
そ
の
峙
点
でr
抑
え
込
み
』
は
r
蒻
が
製
さ
れ
ま
し
た
．
記
鍼
係

l
t
.＿1
1
1
.
1
2
1
0
寡
攣
で
判
定
只
＂
の
慧
い
と
則
か
ら
剛
ら
れ
．
行
っ
て
も
よ
い
．
力
を
r
a
~

J

~
~
る
．
注
意
ー
警
0
1
1
届
§

e
-l
点
を
舷
と
し
て
い
そ

一
鱗
け
た
』
と
な
り
．
両
試
合
＊
は
．
立
審
刊
の
音
を
．
表
示
但
稟
す
る
畜
は
．
槌
来
過
り
．
主
畜
は
r
刊
き
翌
ち
鴫
氏
の
と
音
．

tdln
に
触
れ

131

そ
の
眉
が
試
合
嘉
い
ず
れ

．

警
a
I
指
導
1
1誓
a
．
衛
導

^
9
9
綱
定
で
は
．
試
合
羹
内
臼
ち
．
試
合
闊
始
時
盆
塁
に
裏
IJ
．
立
と
と
も
に
．
所
定
の
記
録
乱
に
記
入
と
呼
祢
し
て
．
副
審
は
．
紅
社
g
-

て
皇
棗
則
が
鍼
た
に
加
え
ら
れ
た
の
費
に
と
も
認
め
が
た
い
と
書
は
警
？
皇
＇
反
則
仇

it

翠
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
紅
い

fll識
ー
ら
置
”
か
ら
．
試
合
は
綜
行
す
る
。
す
る
こ
と
で
す
．
登
＂
青
．
烹
国
．
皇
を
上
げ
て
優
勢
な
試
介
苔
名

・四

昂
―
の
糟
り
方
が
多
く
．
妓
の
桑
自
し
た
者
を
9
1
1
1
と
み
な
て
警
m
I
警
倍
＇
反
則
負
け

を
つ
け
る
．
と
な
り
宣
し
た
が
．
I
l
l
庫
＾
景
I
抑
え
ら
れ
た
下
の
人
が
、
嶋
麟
客
も
．
関
点
が
す
ぐ

fllり
ま
す
．

ffi
し

r引
會
分
け
J
の
主
3
ば
．
紅
．

n
違
の
ぬ
烹
と
な
ぞ
い

E

-

』
の
繹
に
131
が
従
来
は
．
『
引

g
“
I
t

墨
4
0
紅
鱗
嶋
書
と
い
う
考
え
方
を
．
荏
い
て
抑
え
て
い
る
人
；

i
：

'

は

.

.

.

織

を

共

に

怠

く

？

げ

る

．

―
＾

fiIfで．
拉
げ
ら
れ
で
し
た
が
．
斬
塁
定
で
は
．
東
編
と
み
一

繹
り
入
れ
た
の
で
す
か
．
し
J
し
た
嶋
合
．
空
中
に
浮
會
．
鳩
内
虚
示
さ
れ
攣
せ
ん
．
＿
＿
れ
は
．
ポ
イ
ン
＾
景
I
富
祠
“
e
動
作
で
改
但
竺
た
人
が
国
を
塁
に
つ
書
．
プ
リ
ッ
デ
に
な
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
．
又
序
に
は
．

o
m
塁
百
．
内
鋼
＿
メ
ー
ト
ル
に
ノ
1
9
ッ
チ

と

な

っ

た

蝙

合

は

？

卜

主

義

品

を

．

尼

い

塁

眉

っ

た

き

合

は

．

な

っ

て

背

を

昼

に

つ

け

な

い

こ

と

が

あ

試

合

台

が

自

己

の

更

m

貧
傷
の
平
当

に
紅
い
置
を
つ
け
る
．
と
な
っ
て
お

l
o

-

』

の

嶋

合

は

嶋

内

の

例

外

と

し

て

を

害

す

る

と

息

わ

れ

る

か

ら

で

す

．

o

ヱ

審

り

ま

し

た

が

．

鯛

書

の

魯

喜

直

し

等

）
の
た
め
に
戯
し

9
月
綱
定
の
は
｀
畳
の
短
尺

一
枚
試
合
嶋
内
の
填
界
織
を
立
体
庖
考
え
．
＾
還

T
ソ
運
の
サ
ン
ポ
諷
0
還
手
の

Ill綱
贔
的
職
意
に
欠
け
．
攻
撃
し
な

〇

琶

羹

1
2
1
唇
｀
試
合
着
が
設
た
闘
閥
ば
鰻
＊
隕
＾
計
五
分
ま
で
と
し
．

I

分
で
．
羞
内
綱
定
は
．
虹
覧
を
抑
え
て
い
る
人
が
空
中
に
浮
い
て
も
．
笹
．
詈
奎
勢
か
ら
r
土
盃
め
」

•

い
と
も
．
試
＾
品
~
納
闘
の
位
置
に
立
げ
ら
れ
た
と
き
．
嚢
的
に
そ
培
一ー
）
の
峙
閾
贔
え
る
と
さ
は
r
失
格
』

い
う
考
え
方
を
｀
と
っ
て
い
宣
せ
ん
．
住
の
一
節
が
蝙
内
填
界
e
空
中
内
に
に
入
り
覆
筏
に
引
酋
込
も
う
と
す
る
蟻

・

た
苫
．
攻
撃
し
な
い
試
合
噌
に
向
体
を
受
｀
青
麟
を
巻
つ
け
な
い
蝙
と
な
り
ま
す
．

量
を
康
起
し
た
e
み
で
｀
従
来
遍
り
あ
れ
ば
嶋
内
で
す
．
従
っ
て
r
抑
え
合
に
は
．
e
う
し
た
ら
よ
い
e
で
す
か
1

っ
て
二
塁
を
交
匹
し
な
が
ら
．
グ
合
で
も
r
I

＊
」
の
条
件
を
鯛
す
と
書
＾
喜
ず
＇
反
則
の
『
指
導
』
は
．
何
回

で

す

．

込

み

」

は

織

皐

し

て

塑

＂

し

ま

す

.

0
紐
の
効
果
が
直
ち
に
書
か
な
い
と

ー
ル
グ
ル
皿
し
た
艤
．
人
葬
し
指
だ
け
は
•
r

I

＊
：
と
判
浮
令
遍
手
の
頸
畳
け
る
と
r
反
則
負
ゼ
に
な
る
の
で

＾
遍
手
1
試
＾
m
閂
閏
0
計
躙
力
法
が
変
書
は
、
響
判
員
は
r
待
ご
と
宜
告
し
を
伸
ば
し
て
鑽
望
す
．

鵬

以
偏
等
の
負
傷
の
な
い
よ
う
に
す
る
す
か
．
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猛
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・

墨

倉

町

武

這

I

l

l

な

い

．

試

合

の

結

暴

に

は

大
合
な
期
"

0

醤

を

寄

せ

る

と

共

に

．

礼

鑽

茫

い

ス

ポ

菜

字

器

攀

年

の

麒

ー

ツ

マ

る

震

ゃ

．

醤

で

は

で

も

爾

ffl閃
習
m
I
l
l
火
習
昆
瓢
繍
名
町
本
繹
．
本
鐸
公
国
は
人
綱
ど
お
り
．
繊
慮
に
詰
し
て
く
れ
な
い
し
つ
け
、
心
贔
0
麟
鯛

t
．
む
ず

本
遍

16ft崎
孝

に

．
．
 琺
蒙
這
軟
富
が
轟
生
し
た
の
は
．
る
．
し
か
し
．
職
鯛
は
立
醗
な
も
の
で
か
し
い
斐
も
多
い
よ
う
だ
．

品

高

学

年

の

螂

昭

和

41年
3
月
だ
っ
た
．

一
咋
年
0
県
小

2蕊
体
で
．

―
-
＿
年
輯
量
辺
蝙
e
レ
ク
リ

f
シ
ョ
ン
と
し
て
．

磐
蘭
見

Q
覧

刃

繋

井

嬰

古

日

は

火

鴫

・
金
鴫
の
午
蘊
7
時

級

五

位

＊

塁

g

．

漿

爵

．

五

夏

の

＿
夜
を
キ
ャ
ン
プ
で
遍
ー
』
し
て
い

疇

行

g

m

嬰

か

ら

8
閃
30分
ま
で
．
日
疇
は
午
潤
7

年
軽
重
量
級
二
位
飯
野
和

U
封
五
年
る
．
躙
塩
を
変
え
た
さ
』
ろ
で
柔
辺
を
．

斎
校
0
細
時
か
ら

8

時
3
0分
玄
で
の
遁3
皿
だ
っ
重
量
級

＿云
器
沢
口
光
宕
•
松
沢
英
行
そ
し
て
自
分
を
兄
な
お
し
．
仲
闘
意
識

e沢iE甲
魯

村

杏

昂

た

．

覇

．

門

下

生

は

35
名
ほ
ど
だ
っ
沼
．
六
年
量
級
岳
樟
纏
颯
糞
な
の
．
を
も
H
鑓
し
よ
う
と
す
る
目
的
だ
が
｀

一

＞
一
般
0
麟
ぢ
近
郷
の
子
供
た
ち
ゃ
父
兄
の
山
に
入
霞
名
を
だ
し
て
い
る
＿
』
と
は
｀
鱈
古
積
古
に
は
来
な
く
て
き
』
の
口
ば
か
り

魯
g
-
―
鵞
山
正
行
e
北
奮
起
し
て
始
め
た
較
室
で
は
あ
っ
た
が
．
の
内
宮
の
よ
さ
を
掬
出
っ
て
い
る
．
は
贔
々
と
し
て
出
”
し
た
り
．
こ
れ
を

山

儀

光

畏

公

塁

に

兄

算

わ

れ

た

．

40年
ヽ

贔

近

．

門

下
生
の
父
兄
に
よ
る
後
鑽
織
会
に
長
く
体
ん
で
い
た
糟
古
を
肖
雌

名

7
生
団
体
の
郎

一
月

-8崎市沖
町
に
関
亭
し
た
檀
江
会
が
巽
生
し
に
．
阻
は
．

貪

＊
韮
し
た
り
だ
い
う
副
墨
唐
．
師
範
は
息

魯

稟

中

R

多

々

瓜

巾

＾

a

s

;
e
言
軍
が
繋
に
に
な
る
と
．
笠
＂
闘
問

繋
儀
氏
．
副
会
長
＊
暮
鱚
品
、
繹
原
い
も
し
な
か
っ
た
収
檀
だ
と
冨
こ
ん
で

登
―

-
9
3年
C

が

忠

う

よ

う

に

ま

れ

ず

．

喜

衣

を

身

勁

氏

眉

棗

．

貪

中

鯰

綱

巻

い

る

．

に

つ

け

る

日

が

少

な

く

な

っ

た

．

揖

辱

駁

在

．

口

r生
は

45
名
．
そ
』
れ
・
ス
の

―

1
2
1
r
捐
導
』
r
注
意
』
r
瞥
信
」
r
反
習
合
の
い
な
い
魯
で
．
子
供
た
ら
は
袷

1
孟
た
ち
に
．
よ
り
多
く
の
試
合
を
紐

―

I
t
:
r
F
Oを
受
け
る
苔
に
向
っ
々
に
以
少
し
て
い
っ
た
•

[
．麟
さ
せ
て
や
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
．
i

て．

no＂
繍

患

“

す

．

罹

捐

尋

9
は

．

閻

範

疇

攣

正

良

五

冑

い

お

ぽ

え

た

伎

名

を

与

蝙

所

．

131器
効
果
の
音
を
収
り
靖
す
岨
殿
の
ほ
か
．
宮
山
零

一切

殴

．

山

翡

店

中

の

鮭

に

す

る

―

』

と

な

く

＊

書
く

含

忍

し

た

動

作

を

一

方

の

手

で

裔

殴
、
松

沢

娑

初

設

．

嚢

閤

は

ば

た

＜

鼈

み

flと
な
る
蝙
が
欲
し
い

示
す
と
同
問
に
、
蝕
方
の
手
を
伸
ば
殴
．
井
上
像

一
切
段
の

Ji:
．

暑

巾

帽

の

で

．

何

か

良

策

ば

な

い

か

と

考

え

て

し
呈
ヵ
品
＜
掌
げ
．

9
-点事
古

は

な

い

が

．

今

年

か

・

ワ

鱗

い

る

．

1
i「
阿
鑽
る
．
そ
し
て
農
品
の

-Pll色
を
始
め
た
．
堕
＂

は

柔

岱

羅

に

這

嶋

の

広

さ

は

30月
』

の

『

＊
』

名
を
す
る
こ
と
と
な
る
．

．
 珀
ま
っ
て
鵡
jJ肇
化

．

号
．fr込
み
．

こ
」
．
師
暉
の

8
名

を

醤

．

更

塁

lll取
り

と

続

く

；

菜

的

な

こ

と

に

多

に

広

い

盪

所

で

思

い

5
"ヤ
い
を
さ
せ

．

Ill薩
の

r

ざ
r
使
あ
り

R
"効
』

<

g
n

l

l

を

と

り

．

正

し

い

柔

這

揖

導

て

や

り

に

い

と
い
贔
い
を
感
じ
た．

音
に
対
し
て
．
晋
μ
が
あ
る
署
．
の
な
嚢
し
な
い
-
』
と
だ
と
．

Mi範
ぞ

怜

浩

と

＂
ら
の
判
定
を
閲
店
顧
揖
け
た

ま

を
一
を
『
技
あ
り

f
U』
の
所

定
の
動
作
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
に
な

っ
た
．

支
部
役
員
改
選

0
"生
宣
●

支
郎
公
冨
鬱
潤
雙
ハ
段

副
支
躙
長
野
口
鑢
望
六
段

内
田
書
＝＿
鐸
五
殷

小林――
-IIJ五
設

小
山
蘊
夫
五
殷

0
讀
JIl支
瓢

支
麟
長
小
竹
直
犬
六
汲

鰈
崎
洋
行
ん
殷

n”
勲
五
殷

横
内
．
止
晴
五
段

島
m
敏
纏
六
段

神
宮
七
郎
丘
汲

編

集

後

記

五
H
―
―
十
・
四
a
に
関
か
れ
に
J
O
C

“
閃
総
会
で
疇

n本
テ
ー
ム
の

Ji
輪
ィ

参
加
が
決
定
さ
れ
た•
I
L綸
に
ぶ
参
加

は
あ
っ
て
も
．
団
体
の
関
籠
ば

11．
一

ロ
と
近
ず
い
て
く
る
．

58
国
体

・
少
年
の
m
の
屯
力
と
な
る

ょ
巾

筈

一年
生
0
訟
校
人
試
は
．
来
年
ー
―-

R
に
0
か
え
て
い
令

U
体
み
す
ぎ
る

と
柔
辺
か
ら
霞
れ
｀
鯰
弧
だ
け
と
な
る

と
．
こ
れ
は
平
年
だ
け
の
プ
ラ
ン
ク
で

は
な
く
．
そ
れ
を
と
り
戻
す
に
ま
に
平

年
は
か
か
ろ
う
．

肇
化
箆
生
還
手
の
―
-
0
間
の
細
密
に

つ
い
て
は
．
蜘
化
“
．
憧
導
青
．
本
人
．

憚
纏
看
e
話
し
合
い
が
必
要
で
あ
ろ
う
．

湛
い
夏
が
素
色
汗
を
誠
し
．
諏
を

と
る
う
・

-

I

I

J

杢

麗胤机

副
支
繹
“
,

L

L

L

-

L

.

―
u

u

.
,
U
'
 

●＊鵬霧●●青●●社
代表取締役 神 山 正

勢多塾東村大字草木字大久保 3?1 

一

．．．．．．．．
．
 

山

洗

ブロ ッ

砂

砂

砂

ク

クッション砂

み

荒

墓

6

板

と

か

号

げ

砕

事務所

自 宅

tt02??95 

ti 02??? 

6 3 4 ? 

(2) 

． 8

3

 

5

2

 

8

4

 

6
?
-

マ
バ
ッ

ン

ト

カ

砂

砂 び

石

石

石

石

石

石

-120-



11) 第30号
• -

ぐん ま 柔道 昭和55年9月1日

嘉
納
師
範
遣
訓

g
mは
心
り
の
力
を
“
も
布
効

に
鰊
用
T
る
這
で
あ
る
そ
0
修
軍

は
攻
撃
防
扉
の
鰊
曹
に
山
っ
て
“

体
閂
神
乏
”
1
1
修
賛
し
断
這
の
神

鱈
を
体
＂
す
る

9
で
あ
る
そ
う
し

て
世
に

rtl
っ
て
巴
を
完
成
し
世
を

一

舗
益
す
る
が

g
這
修
H
e
充
息
の

g
的
で
あ
る
．

-- - -- -

IIU 譴遥郎輯 櫨i1111 -• 
デ． nnv Jf. HI V .：Ill ii,▽長 ,1IJ.Jト▽少 it虞＊国

位佐巴な：日閃 ＇し悶問翌 m.9店9g 屡i eg二E
55イ""'‘”口 1町嶋没ロ・名高郎 瓢 で苔● ＊曇

牙夕、汲級i段級一 55 PI 級岱,~ 詈云巴こ三 9
スぶ悶 孟tl げ悶 酋gEi の＆日奇上
4.T・ぷ"
,II渾 .:. -．麻

ン，5 9, 
ヽヽ ニ． 岱閑

嶋ぅ1年 9ヤ． 三 4 年 tヨ柔 を
乞団 ,~"』

キ 年 U！ 良 t.I! 紹臣g.t巳ぇ
m 口 ~1 ll0 ・ヤ5、 介
..、． "i 、..55 選、μ窟 し試行そく

た含~いの·

゜
困 IIIJ 尻▽選郎洪醤マ 54 動計 VI•"1 腐 vo ヽヽロはマン負 v
. W,U. 86'f• ：：： .:i.: W 71‘’; m 、ヤ60内勧監慮 体ー・ 郎、、 !U86 I“"1 キ崖位富 —・・ キ n .→ キ 六＂隼 It ．山キイ切キn g四ロ ・・ 軟四~ Ir. 5・1 I~ M県 tt の岨 4 :.： 口UI汲ロ1立級 t↓• 悶諭 9立級箭．殴級柔．｀ 饂 ン 9.ll:J.1嶋 級
Ill 嶋 52 追 43 . I藝ヽ ヽ ．I:. ,1, 
嶋 48 宮 In手 54 硲 年 r]り行オ -’ィ a級 1鱒躙
年閾 m f111年鱗 161イ躙 環 •- :U -． .,.腐
112日 t; ．；閉泊i.,. ン ,Z 闇 115鳩高 竺

し...悶 云 位裔云 ？中 1そ kg 55品 年
嶋波 55四彼； 出以 年
＊‘'；段＊嶋冑 イ 5、翡
＂卒 {1の卒 綱 ン年イ

• 一
9J琶 “巴 良冑 佐鱈 ＇団~ 譴饂 剛樹 百 III 大

V 露 * V 孟i蘭鳥俗 g9,”さi: g 9 月:琶 I 面：!!~且 4.9 i -• 巴舟甘；堕悶； ．^ゑ9v'◇算 ▽ 55位櫨沢▽

鴻 -“一閃攣 g夫:-魯副:目開司 の 巴 賢6D.- ·- 上｛硲ヽ—国，娑 sz 農焚誓
- - - 86躙野副キ むよキ躙．v. —・ キ w 頂ロ・ 四口

脅 沖塁醤 am明薔 ー．鰍暴 潤Y-rキー嚢ー． 口 n; — IU霧 nIJ' 皐J盲 60三 巴芭ロ-．t: ru —— “ー巴 渕ー雙 蹟刃堕キ
弘胃 絨 11llii 一゚員a口き閑;§ 9 i体 g且悶紐埜
mー芭＊ UIJ天請文 ― jf. mキモ 蝸阿島‘III級1 g P固大 1!lg 白 ＿ m -` 口 笑暴光 ... nI .~ 叫 -、 - 口 網 三

グ十 ＿ー 沢蘊露
二 警 讚鰭 児 m u一 弘涌
富ば ..:材・安 島加

:;.: 

で口日盛閾崎目一＂ —- 顧 均鑽涌蝙 g".::l 恙佐 ＿饉闊 夏§,i!. 羹豊古 ！予 ＇7, 房，〖
蚤魯世; -i E u塁； g裔! ;百．色＇団牲閂悶裏眉9鑓：芦 倍選 ； ：戸

ー •一
＊印井賃丸博＊ばの収沢ヒ大田濶R丸関人眉 i'O!: I Ill CJ! JI! ~ 
沢▽蠍▽義▽ VIU ▽叩▽光▽ " V 以▽武〇盛 LI0 沢▽峠 V iり V In V,u v ギ▽光▽ ▽且▽
均＂゚ “llllー四沢虞鯰岡 同弘 1場一阿”名冠 II夫爾．成均 19り U ld :.... ml沢，＆蝕臼 P'11弘 ml ー 同

Ill年東沢

密i鵞？習t;l t爾i眉？貸3醤？竹：崎三 渕躙零 十 86 71 和1年 1• O 86 71 60 9名
-,Bl京均

,~柔 デ．

志g,｝李魯竺 9I;g要閃雲:窟：り』 g爾誓音:府3醤:志岱 巴醤這殿

m叫?i叫＂ gいも:、窟t,り盃母骰i鵞mmhmt 』i
丹渕良

醤尚巴次3 -l!!渾螂一英 ci m 良 A _ r}囀予 IU ,.｝ )t Jし 9午 英 II 山良

- 4 厖．．f.冥翡 -ヨ問篇 9次魯竺也叫零 ●→薗
ィ9.
ン佼京

夫 111U 鵞 iE 匹 iK I¥ 9j ui ujF.  
.,、 n:9.r.

o 魯繁竺。悶繁魯美日均要 9・②醤爾竺② §咽賃天
ィ予人；
III 卒
嶋 49— , 

謬！i璽ii ：呈璽藝信： 国！I色；璽II ~’'［！』i=ii 祗箪；；；ig五〗，；苓―·.. `̀、；::tとii F ;；、 t 〗月
含＂織手と にあ円塁置強

嘉禎

し虞．e．入囚 りざ ＊ 
笥 ・•胄を全 なか i 体日吼 で心年 - し帆‘ r 蝉囀；,象Jil)：濃屯 i i f i 月〖

f11に緯
t・年しれ中
:の 9• てズ

・ロ這会鍼化 対 l;l

と体高 8 会 ので,~ぼ溢
主国ヽ．． 裟竺f岳ヽ だ＇iIU 11、、.9＆ビ］〗冨喜・翡·:}心裟羞尻羹裟：芦蓋喜 !:危i悶§
し饂校 RIiI“'よ よ会口い鑽・ ---と=ぷ一・ が一．． 、ガぇ・・:； ！ .::- •文．． 』 3冷•芯· :F—'i..;; :・・:； 優・〗がょ §』

圃闇 •Iヽが 1子這
- - -

も、9 滋 9:. ．． oo o ? , ． 
ぅ t.:.It ・鈴真 ti1'3古古 U ▽ 
り 兄．£:晋農念 hig悶査閑“f且

＇この本郎・ t』 彦史 一• ;x 
め繹膿 1よ企 火
―’干•~ -.-:'. i, I ~ 讚仏？』
P.il を入、F 長裟•四店

に名てをも

ょ絹い蘭は °゚『体級れ 1慶 ‘’ μ1 .””" 
り氏る 金心 •I• .-!i ~・ヽ U
.__ Iこ ・しを 1.. m UI ＊艤 ’I~
●お て始 塵＊闊ヽ•印沿
を知 のめ 司間 199 • ..:． ')i 公

0 (）.,  
li切 U n,11訥▽
東り一↓麗野野 ilt. * =• iE i博ぷ悧餞 Ill lllJ 
合 1,IA! Iii冑、t 犠
技設 Q',t l!!I 出 ，i 2 

向紐9
下 J:.

Ill停
ill亭
闘
＂
＂
は
少
零
．
糧
列
は
成
零
．
円
内
は
伊
丹
遍
亭

＊
會
ス
ナ
ッ
プ

--—, 
群閲県柔道連盟

閲口恒五郎

編集窪 — 
I 

勢多謀大胡町茂＊392-6

山本 梨・大

027283-9025 

「発;;
発行人

電話， 

L---- -＿」

·'•,. ·'· .•.. •. ・'・ ・' .．・,.......，.'・.,........ I I I I I I I .．．....、...，......．9,....．． 
I I I I I.1. I .．．．．．．．． ．． ．．． ..............、．．．．．
』配：．』→→・・’・・

回::,:
．． ,し：I：．． 一鵬令．,:

:：濯9量”:,・’
芯．＇烹．：＇：・ •9硲：：ー：・,:油．．
:'噸と・濯ョ・•1· 

： ．”-一—,
：，： .．I,. ．． ,•と“—·,: -.I 
.,, 

ぶ',況巧量↑て:..:I
＇ .... ..... ,汽●● ··,··..,•-．I

.'i 

9:.'濤心董：1；.... :--••' 
:'漕9:［■：．砂.. 
＇ ・・ •, 
．． ．遭•..！・’・・`ー・1

:：1:：，ま

;：： 1：i’,； 
••’·· •9,·· ••’·· ••'・9..’·,A .. ’・, 
● ● ● ● ●'' . 

て
午
前
巾
は
立
ち
妓
．
午
絨
は
高
校
の

強
化
嘉
手
を
fU手
に
喜
の
練
胃
を
し

た
．
寝
は
は
と
ん
ど
が
甚
磯
的
な
も

の
し
か
知
ら
ず
．
か
な
り
応
川
的
な
も

の
を
織
曹
で
0
た．

10月
か
ら
＂
月

一

回
土
曜
B
疇
に
合

mを
す
る
●
字
で
あ

る
．
こ
の
問
に
も
ど
ん
ど
ん
斬
し
い
技

を
”
ぇ
．

m校
へ
人
る
立
で
に
＊
色
く

遍
歩
さ
せ
た
い
．

肇
化
這
手
は
屈
則
的
に
は
覗
在
の
選

手
を
国
定
し
．
年
々
人
誼
を
削
誡
し
的

を
絞
っ
て
い
＜
方
で
あ
る
．
し
か
し

今
は
あ
よ
り
め
だ
た
な
く
て
も
．
あ
る

゜
I 

(1) 
3g”
暉
B

ぶ
m
m

ー
ロ
ロ

q, 虞

．
 
a
律

ヽ
船
が
口

a宮
嶋

．
 ．
 

0
小
学
の
“＇ 

．24*
綱

123“

鳥

.s”
嶋

•
Z
I
富
鴫
図
“

.20

命＊

一

•
1
9
"
秦
下
じu

L
2
禎

lll

h”
多
斬
雙

."î
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；
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．
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設
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中
国
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]：閑
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＿
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っ
て
い
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.
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彦
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笠

圃

幹

雄

れ

た

が
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年
か
ら
中
鰤
さ
れ
て
い
た

g
は
50.51年
の

以

嶺

景

塁

一皿
一

3
鵬
で
塁
翌
に
敗
れ
．． 
』
れ
を
引
退
な
っ
た
．

第
試
合
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
．

＿

中
国
璽
・
の
ほ
と
ん
名
が
．
レ
ス
リ
l

閾
i
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昭
和
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＿
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呪
’tゥ

ĝ-＿
日
、
午
讀
七
悶
．
伊
”
崎
に
も
指
導
し
て
欺
し
い
」
と
た
の
ま
れ

晋
ow町
の
柏
醤
選
嶋
を
鵡
ね
た
少
年
麟
の
練
青
も
始
ま
っ
た
．

30名
ほ
ど
の
賣
．
裟
た
ち
が
．
霙
在
瓢
員
心
8
名
．
鯖
醤
井
菖
Tii

農

eliLmり
に
汗
を
流
し
て
い
た
が
．

3
汲
．
副
羹
井
上
正
博
3
段
．
墨
5

界
さ
れ
る
と
．
名
た
ち
の
「
こ
ん
牧
傷
殷
を
中
心
に
絨
宮
が
行
わ
れ
て

ば
ん
は
」
と
い
う
元
気
な
声
が
這
嶋
い
い
る
・
安
沢
鰭
太
郎
五
殷
ゃ
瑯
庫
貢
行

っ

ば

い

に

●

い

た

．

旦

占

＊

岨

そ

し

．
汗
を
誡
す
．

-
』
の
皿
蟻
ば
．
伊
勢
綱
市
の
中
心
街

a実
●
墨
目
＊
会
に
は

m
-＿回
か
ら

か
ら
太
田
方
面
へ
約
｀
キ
Cl
．
禎
井
這
―
-
＿
虞
出
蝙
し
た
．
堕
―
ー回
大
会
で
は
．

設
（
株
一
の

Ia事
務
二
房
に
あ
令
屈
二
輯
で
準
優
疇
し
た
．

昇
作
ら
輝
仕
竺
鮪
長
）
は
．
斬
し
当
夜
は
噴
町
の
嫁
斐
え
切
殿
が
閲
東

い
更
盈
~
を
這
鰍
し
た
折
．
社
員
の
「
女
孟
道
選
手
崖
大
会
を
目
罰
し
．
男

心
身
の
壁
繹
」
と
「
塑
糧
鱒
と
攣
鼈
子
と
猛
練
冑
．

青
的
と
し
て
．
今
ま
で
の
更
＂
所
の
名
躙
で
は
約

20
名
が
練
曹
し
て
い

歴
迅
場
を
つ
く
っ
た
．
昭
和
門
十
る
．
「
礼
鑽
店
く
」
「
澤
職
体
力
0
型
．

姦
八
”
だ
っ
た
．
“
豆
の
道
場
だ
が
．
を
目
悶
に
心
身
CD
鯛
練
を
し
て
い
る
．

,aは40坪
あ
る
の
で
．
更
衣
讚
箭
設
は
「
鱈
“
i
i
i
に
は
充
分
に
“

轡
が
呑
広
く
と
ら
れ
て
い
る
．

＿

を
つ
け
て
捐
辱
し
て
い
攣
す
．
準
編
遍

開
与
誡
紐
靡
2
i
i
i
没
師
動
の
あ
と
喪
m
で
身
体
を
ば
ぐ
し
て
か

範
に
森
冥
副
七
段
冦
酋
雹
醤
芦

笠
技
に
ユ
り

5
j

を
迎
え
五
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ま
っ
た
．

綽

雷

炭

・
木
畷
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午
應
ハ
闘
か
・
つ

両

の

国

g
t皐ま
っ

i
1＾峙
ま
で
．
少
年
農
縫
っ
た
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と
隅

.
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紺
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近
所
の
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々
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ら
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供

N
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練
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八
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く
．
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衷
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＾
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．
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＊
．
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．
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．
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．
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．
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．
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冒
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．
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追
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叡
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．
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．
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．
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m＿

か
つ
て
な
い
多
く
の
1
1
1
嶋
右
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＂
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．
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．
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．
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．
匹
軍

'O
• 

は
薦
疇
が
二
人
を
箪
0

か
え
し
た
が
．—

．

棗
訳
讀
が
二
人
抜
e
を
し
．
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＊
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人
貫

最
賃
選
手
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秀
選
手

IJJ
代
仁
志

（填
町
柔
粒
＿

中
村
栄
二
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_＿
＿禰暑
＿

>
阿
輯
重
雇
級

(31
名）

e
戸
螂
信
串
（
桜
片
這
嶋
）

e
＊
竹
閉
（
湯
諷
道
嶋
）

e
蠣
込
畢
才

一闊
這
蝙
）

•
門
貪
真
人
（
樅
井
コ
鳩
）

VIll重
量
級

nll名

e
＊
谷
敵
行
（
房
塁
較
）

e
地

出

剛

aお
藝
籟
）

e
*
1
1
1
之
（
壁
醤
）

•
松
＊
光
弘
（
石
井
這
蝸
）

＞
四
年
輻
量
級

(49名）

e
秋
元
酒
一

g稟
ス
ポ
少

e
広
瓢
嘱
畷
云
羨
九
旦
柔
載
）

e
躙
鱈
＊
口
這
（
修
道
鱚
）

•
村
m
和
亮
一
桜
井
道
蟻
）

▽
回
小
景
級

-72名）

e
高
嬌
龍
＊
一
桜
北
醤
）

e

匹

沢

璽
F

．一
靡
這
蝸
）

e

小

成

一

国
ヶ
同
ク
）

第
十
八
国
m
民
体
胃
大
会
柔
軍
麟
竺

は
．
十

＿
”
．i
日
．
鼠
武
辺
鱚
で
躙
饉

一

R

常

俯

YJ

扇
町
饂
輯
）

>
岡
観
重
扇
級

(54名
）

e
"
野
敦
臼
桜
井
道
嶋
＿

e
松
贔
遅
也

（応
島
柔
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で
曇
麟
さ
れ
．
そ
の
賦
合
の

艦
遍
等
を
観
集
”
I
A
I
に
割
胴
に
誌
さ
れ

た
の
を
．
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
閾
い
た

も
の
で
し
た
．
私
は
．
父
麟
の
m
書
會

翌
E

ま
9

い
織
に
と

一
生
饂
會
●
冒
を

苔

．

g

忠
岱
Ia．
篇

m

-
今
で
は
ポ
ク
シ
ン
グ
並
み
に
3
分
閾
輯

＊
学
に
道
み
肇
し
た
．
そ
し
て
霞
ら
に
つ
て
1
分
圃
体
C
｀
こ
れ
を
3
回
．
っ

レ
ス
リ
ン
グ
郎
に
人
郎
し
H
し
た
が
．
蒙
り
3
分
3
ラ
ウ
ン
ド
”
と
な

"t

零
這
の
魃
力
も
東
て
さ
れ
ず
．
肛
闘
は
た
．
ー
』
れ
が
81年
か
ら
は
3
分
2
9
ウ

＊
字
で
レ
ス
リ
ン
グ
．

Iltは
水
道
綱
の
ン
ド
＂
に
な
り
宣
す
．
こ
れ
も
攣
攣
に

躙
這
農
通
っ
て
柔
辺
と
．
文
字
遍

"-R気の
よ
い
試
合
を
薗
白
く
見
て
寅
い

ク
9
／
ヽ
に
な
る
“
日
を
過
し
た
の
も
た
い
気
樗
ち
の
戴
わ
れ
で
し
ょ
う
．

稟
し
い
思
い
川
で
す
．
“
厄
繹
で
悶
ュ
＿
弓
，
ら
を
以
訓
は
選
手

し
ま
し
た
．

『
＿

斎

農

．

一
裟

悶

il
が
呑
好
み
の
色
の
も
e
を
糟
用
し
．

18創
鱈
枠
中
字
に
遍
ん
で
勿
論
柔
這
十
九
年
五
代
と
111潤
に
昇
段
さ
せ
て
軍
足
言
に
賽
か
青
の
テ
ー
プ
を
着
け
て
優

麟
U
入

り

．

四

和

十

五

年

四

年

の

折

噸

』

ま

し

た

．

劣

繹

点

の

印

と

し

た

の

で

す

が

．

覗

在

に
初
段
を
載
會
｀
璽
十
六
年
弐
殿
に
昇
駄
の
ス
ポ
ー
ツ
舒
＊
』の
苓
＊
に
は
忽
は
ユ
―
ー
フ
ォ
ー
ム
そ
の
も
の
を
賽
と

ff

道
し
事
し
た
．
た
し
か
そ
の
祈
で
は
な
論
柔
選
が
あ
る
訳
で
す
が
．
年
生
”
代
に
し
た
為
．
一
目
で
判
定
出
寧
る
よ
う

か
っ
た
か
と
患
い
ま
す
が
．
出
”
太
田
か
ら
始
め
た
レ
ス
リ
ン
グ
に
批
い
て
少

U
な
り
ま
し
た
．

中
学
で
軟
慶
畳
と
っ
て
屈
ら
れ
た
艦
置
夕
ふ
れ
て
み
に
い
と
忠
い
ま
す
．
覗
在
は
柔
軍
も
正
に
世
界
的
な
ス
ポ

”
〗
攣
〗
〗
彎

鼠

で
も
奇
妙
に
私
の
記
緯
に
あ
り
．
私
の
と
も
ル
ー
ル
が
改
正
さ
れ
て
き
て
思
り

人

生

に

＂

益

し

て

因

＄

も

．

柔

這

修

拿

す

●

ー

ツ

と

な

り

宣

し

た

．

着

衣

と

鐸

体

と

行
e
鴫
掬
亡
息
っ
て
騒
＂
宣
す
．
例
え
ば
．
以
網
四
角
で
あ
っ
た
試
合
の
聾
だ
け
で
閏
糧
の
絡
闘
技
で
あ
る
こ

レ

ス

リ

ン

グ

と

の

嶋

（マ
ッ
ト
ー
が
今
は
円
形
で
す
．
四
と
に
宣
り
は
な
い
駅
で
．

2℃
網
互

出

合

い

角

の

試

合

嶋

の

歴

g”
る
駈
引
會
と
に
農
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
は
な
か

中
学
e
鴫
に
｀
軍
京
か
ら
＊
学
の
か
．
妓
で
な
い
技
を
防
止
す
る
為
に
も
ろ
う
か
と
思
い
攣
す
．

選
手
彊
化
に
つ
い
て

レ
ス
リ
ン
グ
遍
手
が
魏
名
奉
鯖
し
｀
茂
あ
り
拿
す
が
．
阿
百
年
か
の
伝
続
嘉

林
寺
”
蝙
で
費
及
の
為
の
公
圃
讀
技
を
生
裁
国
の
相
唇
店
と
の
目
名

見
せ
て
く
れ
宣
し
た
．
そ
の
”
の
レ
ス
”
え
る
と
＂
品
醤
い
も
の
が
あ
り
最
織
に
．
露
一
＿
＿
＋
＾
回
の
欝
昂

姜

鵞

冨

輿

麟

＊

た

る

羞

な

了

．

，

＇

｀

な

り

の

農

鸞

を

記

稔
｀
織
え
上
げ
ら
れ
た
言
鵬
の
力
｀
試
合
”
閥
に
し
て
も
．
私
が
嘱
役
の
し
て
み
た
い
と
皐
い
宣
す
．
気
幅
に
一

更
に
体
重
制
に
よ
る
試
合
の
公
平
等
々

5
は
15分
閥
体
み
な
し
で
あ
り
肇
し
た
瓢
瓢
え
れ
ば
雫
で
す
．

に
す
っ
か
り
心
”
し
、
東
へ
行
っ
た
が
．
緯
り
の

5
に
は
と
ん
な
u
”
え
た
霞
和
0
初
疇
裁
々
の
レ
ス
リ
ン
グ

ら
レ
ス
リ
ン
グ
を
や
ろ
う
と
訣
意
し
事
選
手
で
も
動
會
が
鰊
く
な
り
宣
す
．
そ
脇
金
最
＾

EB
一
饂
氏
．．
 
当
鰭
は
血
気
●

し

た

・

-

』

で

殿

ん

と

闘

閥

氾

鰭

の

傾

が

絨

さ

｀

ん

な

冑

年

で

あ

っ

た

爪

で

す

が

．

レ

ス

県
中
学
筐
一
年
生
饂
道
大
会
は
．
＋

-g-＋
―
ー
百
高
鴫
密
糞
墨
弓

行
わ
れ
た
．

9 ●. 

中
学

鵬
和
＂

方

蝙

．下仁

IB軍

子

椅

慮

鼻

綱
生
北tff 

繍

▽
決
●

前

疇

O

O

昇

塵

織

引

分

け

轟

蜃

引

分

け

〇
戴
井
光
惰
大
内
刈

雀

享

引

分

け

〇
瓢
IIJ
霞

羹

畠
年
生
大
会

>
決
疇

属

島 属
鳥
・

0

2

子

”

ー

-

57年
の
ブ
レ
讚
体
に
は
．
畠

＄

―

胄
芙
大
会
が
鼠
定
し
て
お
り
｀
そ
の
選
手
肇

屡
之
化
の
た
め
に
闘
か
れ
た
も
e
.
g

需

_
-
代
攣
“
校
が
予
遍
リ
ー
グ
．
決
鵬
ト
ー

誓
弘
鰤
ナ
メ
ン
ト
で
職
っ
た
が
霞
鼻
中
が
優
鵬

奔

欝

一
し
た
．

皐
奮
＿
＞
訣
●
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

前商、二人残しで

育英を破る
〇

謬

開

It
-
箪
三
回
闘
墨
塁
畜
人
塁
翌
＾
棗

象
潤
馘
夫
予
遍
は
｀
＋
＿

g-＋
―
―
―
旦
畢
戴
遭

入
沢
●
二
鱚
で
行
わ
れ
た
．

大
野
塵
之
”
校
が
出
蝙
し
、
●
ち
絨
書
試
合
で

”
”
祐

一

覇
を
麟
っ
た
が
｀
良
・
職
は
｀
圧
鯛
的

な
肇
書
で
●
ち
纏
ん
だ
輯
冑
三
夏
の

対
汲
と
な
っ
た
．

鯖
甚
＊
・
フ
ァ
イ
ト
畠
る
阿
遍

手
の
拿
防
鵬
し
く
．
引
分
け
か
と
み
え

た
が
｀
阿
賓
騒
体
が
も
つ
れ
た
疇
鴫

斬
弁

Itm。
足
を
は
ね
畠
げ
る
麹
＂

0
大
内
刈
り
で
宣
木
を
嶋
外
瓢
事
で
遍

い
つ
め
｀
刈
り
鯛
し
た
．

算
対
奔
．
小
綱
な
が
ら
試
合
巧

青
の
永
井
は
象
を
と
り
、
足
妓
・

-

＊
冑
負
い
と
攻
め
｀
引
分
け
．

轟
対
緯
貫
．
織
近
や
ヽ
不
調
の
緯
貫

関東高校新人県予選

訟罐一
武

m糎
伸

谷

田

元

0
川
鳥
箪

m

〇
訟
贔
孝
行

大
外
返

製
霰
靡

引

分
賛
費
霞

合
せ
技

に
対
し
．
き
は
羹
手
に
羞
．
内
殿
で

一

技
布
り
．
練
い
て
鑽
四
方
閾
め
に
抑
え

込
ん
だ
．

醐
対
佐
顧
．
佐
●
は
鴨
緬
的
に
攻
撃

長
身
の
瓢
は
●
を
拿
げ
ら
れ
．
佐
顧
の

大
刈
り
に
ハ
ッ
と
す
る
蝙
園
が
あ
っ

た
が
逃
げ
書
る
．

．
 

武
井
討
岸
呵
摩
螂
は
一
矢
む
く
い

ん
と
鴨
憲
の
左
内
載
で
寧
め
る
が
や
、

皐

■．
饗
勢
の
よ
い
武
井
を
嗣
せ
ず
．

引
分

It.-l人
躙
し
で
前
繭
が
“
偏
．

利
躙
扁
田
が
＿
＿
＿
位
に
入
賞
．
ー
』

れ
全
位
四
校
が
．
素
年
ー
ー
6
年
一
日
｀

棗
．
g
-
農
行
わ
れ
る
麟
驀
校

斬
人
大
会
に
出
嶋
す
る
―
』
と
が
桧
定
し

た．
0
試
合
結
果

▽
m
々
決
疇

〇

英

五

人

頸

し

0
沼

田

二

人

頸

'
3

〇

利

蠣

寓

●

〇

冑

匹

人

麟

し

▽

m灰
鵬

〇

英

四

人

頸

し

〇
前

ill-―
―
人
麟
し

＞
訣
麟

〇

前

躙

二

人

鵡

し

〇
断
井
鴫
義
大
内
刈

鯖

晨

引

分

け

〇

瓢

冥

也

合

せ

核

轟

芙

也

IJI分
け

武
井
光
清
引
分
け

小

寛

享

繹
田
喜
羮
饂

訂

英
茂
木
克
之

永
井
鑽
行

鴫
貫
弘
彎

佐
顧
＿
也

摩
“
鑽
一

リ
ン
グ
の
書
及
に
志
を
立
て
た
崎
綱
当
問
の
生
緯
違
の
閻
で
は
．
ド
ン
行

道
11の
嘉
納
先
生
か
ら
「
組
蠣
な
こ
と
笈
爵
先
生
と
言
わ
れ
て
い
た
よ
う

だ
が
、
日
本
の
レ
ス
リ
ン
グ
が
世
界
の
了
・

,,
.
織
な
曾
心
の
望
四
四
繊

i

ト
ッ
プ
レ
ペ
ル
U
な
る
に
は
恐
ら
く
は
体
で
レ
ス
リ
ン
グ
は
完
全
鰻
鵬
を
な
し

．

＿
世
紀
を
饗
す
る
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
遍
げ
た
の
で
あ
り
拿
す
．

た

そ

う

で

す

.

-

』

-

』

攣

で

記

し

拿

す

と

惰

鑽

に

は

疇

日
本
の
レ
ス
リ
ン
グ
は
鴫
蘭
の
霞
和
と
お
判
り
に
な
る
と
尋
い
拿
す
が
｀
一

十
年
代
に
は
車
京
と
胃
西
に
贄
て
戴
校
つ
に
は
広
く
胄
内
の
編
這
状
”
に
目
を

の
＊
年
で
行
わ
れ
て
唇
た
に
過
督
宣
せ
向
け
．
肇
い
県
と
の
洒
巽
な
糠
冑
試
合
．

ん
．
本
椙
的
な
曹
及
巽
属
を
見
た
の
は
合
同
●
冑
寧
身
の
武
奢
修
行
を
し
て
は

躙

二
十
年
代
の
棗
で
あ
り
宣
し
た
と
う
か
．

＿
＿
書
自
に
．
柔
道
の
肇
い
大

そ
し
て
棗
ォ
リ
ン
ビ
ッ
ク
の
g
一
学
の
合
雷
を
本
県
に
闊
致
し
て
貪
●

績
を
霙
欄
に
鴫
々
営
界
的
レ
ベ
ル
に
這
胄
を
行
う
こ
と
．
＿
＿
＿
壽
目
に
．
＊
m
の

し

nIll爵にも
そ
れ
な
り
の
孵
価
を
柔
這
隻
笞
に
夢
を
袴
た
せ
る
意
輯
も

畳
け
る
織
に
な
り
宣
し
ぢ
葦
ね
て
薦
外
交
瓢
を
行
う
こ
と
．
私
共

こ
の
閾
．
＾
田
会
長
の
と
っ
た
方
針
で
は
北
躙
稟
忠
簑
鑢
．
鰤
＊

・
闘
鴫

は
鑽
塵
し
た
螂
外
交
諏
と
賣
奢
修
露
で
一
＿
＿
県
の
レ
ス
リ
ン
グ
編
会
で
綱
東
し
て

あ
り
宣
し
た
．
＾
口
金
長
0
馴
中
に
は
韓
国
と
の
交
誠
を
始
め
厩
に
十
年
を
経

多
分
罰
”
世
紀
で
目
瓢
に
遍
し
た
と
の
遍
し
．
鐸
年
行
っ
た
り
賽
た
り
し
て
扇

自
負
が
あ
る
e
で
は
な
い
か
と
攣
像
し
り
肇
す
．
交
遺
費
も
安
く
て
す
み
．
霞

早

．

翌

醤

で

す

．

私
も
琶
”
e
レ
ス
リ
ン
グ
鰭
金
長
と
騒

It.-』
e
レ
ス
リ
ン
グ
e
ャ
ー
ト

し
て
e
＿
つ
の
ヤ
マ

m．
畷
fll四
十
甕
利
用
し
て
韓
111店
交

も

よ

い

の

四
悶
寓
校
緯
竿
で
易"
t

た
•
-
』
で
は
な
い
か
と
患
い
ま
す
．

e

”

は

鱚

林

嚢

に

食

m

g

蜃

塁

緬

国

は

寧

事

的

に

岳

祠

鱗

に

と
い
う
＊
暑
心
な
息
匿
ら
れ
て
．
．
 え
て
．． 

攣
繭
の
口
本
の
織
な
雰
躙
飢

外
111か
ら
寧
日
す
る
寓
校
竃
予
は
全
て
で
あ
り
．
零
も
賣
冥
剛
鑢
．
体
＂
も

畠
U
畳
入
れ
て
●
●
e
粛
材
と
す
る
特
に
饗
鵬
さ
れ
．
覆
々
が
学
ぶ
ぺ

0
点

又
織
e
-
＿
＿
年
糧
前
か
ら
｀
当
闘
肇
い
が
多
＊
あ
る
と
信
じ
宣
す
．

と
"
f
l
J
e
ぁ
ゑ
富
校
き
』
ち
ら
か
ら
訪
以
上
で
こ
の
編
を
緯
り
た
い
と
忠
い

閾
し
て
●
冑
賦
含
を
し
て
い
色
麟
て
＊
す
が
．
自
繭
自
璽
の
織
な
点
．
及
び

ば
白
償
を
つ
け
書
を
．
負
け
れ
ば
輝

•
I

か
ら
遣
鼠
し
た
霞
所
疇
は
”
専
載

0
日
と
す
る
．
そ
の
•
I
Iは
北
は
冑
麟0
．
阿
亭
攣
看
の
真
意
e
み
量
み
と

瓢
か
ら
冑
は
琶
匹
事
で
唇
拿
し
た
．
っ
て
重
け
れ
ば
攀
富
で
轟
り
宣
す
．

雹
は
欄
手
校
の
含
霧
か
生
の
自

Illロ金最
の
下
｀
欝
属
曝
饂
這
這
鳳

宅
に
良
泊
で
お
瓢
い
し
．
攣
輪
は
鱚
約
。

9祈
念
し
て
筆
甕
鑽
●
宣
す
．

の
意
で
青
は
筐
わ
ず
．
各
載
停
車
あ
か
曾
国
体
県
遍
手
肇
化
本
饂
長

の

列

皐

蚤

利

用

し

蒙

し

ぢ

鱚

檸

市

＊

町

―

-T一
ー
七

m
m
 

利
扱
冑
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嶋エ躙田

荒物

纏）

• 雑貨・日用品・畳材料

綜合卸問屋

マ'"字ホームズ
代表取締役

整
理

形外

学診療

5

礫
Jセンl

沼田市上原町1697

石 澤

TEL 

頼之助

0278 (3) 0110 
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．
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＂
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．
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．
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．
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．
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．
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．
霞
一
園
大
会
よ
り
~
畢

鴫
墨
璽
召
享
に
は
一
二
職
全
繭
e
*

躙
繕
遍
手
（
北
）
が
遍
ば
れ
た
．

＞
賦
＾
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．
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蒙
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．
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．
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．
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岸
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又
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．
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飢林市下早川出（北駅構内）
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太：m飯 1.nflt'ilb jJi 0276-45-1679 
館林給油所 02767-3 -4275 
成 1,・↓給油所 02767-4-1605 
館林S.P．給油所 02767-4 -1606 * m 給油所 0276-45—5284
館林I.C．給iih所 02767-4 -1608 
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第二駐平場 02767-3 -2457 
クイヤサービス 02767-4 -1607 

お菓子と喫茶とお食事の店

株式会社

群馬県沼田市

本店

束原売店
レストラン

8 4 0 

TEL(2)4 5 4 5 
TEL(2)4 6 6 5 
TEL(3)4 5 4 7 
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